



























































大国チートなら異世界征服も楽勝ですよ？




替え玉皇帝になったので美少女嫁も豊富です。
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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第？章　出オチ感あるよね（物理）







　人がまるで蟻ありのようだ。

　自国の兵が雪崩なだれをうって後退していく様を眺めながら、日和ひより常つね信のぶは唸うなった。

　広大な荒野を、敵味方合わせて百万人以上の兵士が駆け回っている。そのうち、八割以上が自国兵なのだが、彼らは戦線を維持できずに敗走を繰り返していた。

　その理由は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　壁に映し出された戦況に眉まゆを顰ひそめ、常信は口を真一文字に引き結ぶ。

　そこには、荒野を悠然と進む八体の巨大ゴーレムがいた。

　つい先程、丘きゆう陵りよう地帯にあった帝国軍の砦とりでを五つ粉砕し関門を蹴け破やぶった土塊つちくれの魔法人形。それに相対する我らが帝国兵は、あまりに小さく弱々しく見える。

　敵軍は巨大ゴーレムを先頭に並べ、盾代わりにして進軍していた。迫ってくるゴーレムを前に帝国兵は我先に逃げ出し、後退を繰り返している。

「わーっ、すごいね！　大きいねっ！」

　三人が余裕を持って座れるソファに身を預け、戦況を見守っていた常信の左膝ひざで楽しげな声が聞こえた。

　見下ろす。円つぶらな翡ひ翠すいの瞳ひとみをキラキラと輝かせ、銀髪の美少女が壁の映像を食い入るように見つめていた。常つね信のぶに振り向き、上気した顔で「すごいね、へーか！　大きいね！　固そうだね！」と画面を指さした。

　無邪気な瞳と愛らしい笑顔に返す言葉が見つからない。あと、先程からずっと気になっているのだが、小柄な彼女には不釣り合いなほど豊満な胸が自分の下腹に乗っかっていて非常に落ち着かない。ただ、本人は無自覚なので指摘しにくい。

「陛下ぁっ！　陛下ぁぁぁーっ！　俺、やっちまいましたーっ!!」

　尋常でない大声が廊下の先から轟とどろいてきた。思わず耳を塞ふさぐ。

「申し訳ございませぇぇぇん！　我が軍は巨大ゴーレムに対し獅し子し奮ふん迅じんの戦いを繰り広げたものの、あと一歩、力及ばず！　撤退することとなってしまいましたぁっ！」

　鎧よろいをガシャガシャ騒がしく鳴らしながら室内に飛び込んできた大男は、常信の前に滑り込み、足下で土下座をした。

　この国にも土下座の風習はあるのか、と場違いなところで感心しつつ、常信は大男を見下ろす。何と声をかけようか迷っているうちに右隣で高圧的な声が上がった。

「面を上げなさい、帝国軍総大将ジルベルト・テッサリーニ卿きよう。報告は簡潔かつ正確に。義務を果たすことなく、真っ先に陛下のご温情を賜たまわろうとするのは見苦しくてよ」

　相手の後頭部をハイヒールで踏みつけそうな勢いで言い放ったのは、常信にしなだれかかるようにして座っている豪ごう奢しやな美少女だった。

「あなたたちの動きは、こちらで全すべて把握しています。ご覧なさい、嘆なげかわしい敗走ぶり！　陛下の軍勢を預かる身でありながら、恥ずかしいとは思いませんの？」

　優雅に波打つ黄金の髪を軽く搔かき上あげ、知的な光を湛たたえる紫水晶アメジストの瞳で帝国軍総大将を糾きゆう弾だんする。エルフ特有の長い耳が彼女の怒りを表すようにツンと起たった。馬上鞭むちで相手の頰ほおをピタピタ叩たたく様を想像してしまい、常信は身震いする。

「ああっ？　こ、これはっ何としたことかぁっ？　このジルベルト、またやっちまいましたぁぁぁっ！　俺が指揮している間は整然と陣形を崩すことなく撤退していた将兵たちが、指揮官を失った途端、このような潰かい走そうをしようとはーっ……」

　いや、最初から潰走状態だったけどな。とツッコみたかったが詮せん無ないことなので黙っておいた。代わりに隣の金髪美少女エルフが虫けらを見る目でジルベルトを見下ろし、「そもそも、どうして伝令ではなく総大将自ら報告に来たのかしら？」と冷たく尋ねる。

「それはもちろん、近衞このえ大隊長であり、代々、陛下をお守りする立場にあるテッサリーニ家の当主として陛下の危機に馳はせ参さんじ、この身に代えても陛下をお守りするためであります！　陛下！　このジルベルトが来たからには、もう安心ですぞ！」

　ジルベルトは唐突に立ち上がり、両腕を大きく広げてガハハハハ！　と盛大に笑った。正直なところ、完全武装した二メートル近い大男に目の前に立たれると画面が全く見えなくなるので早くどいて欲しい。

「陛下ぁ、今すぐこの者の首をお刎はね下さい。こんな暑苦しくて汗臭いだけのバカ、陛下には不要ですわ」

　耳元で容赦のない諫かん言げんをしながら、金髪美少女が常つね信のぶの胸に指を這はわせてきた。すでに右腕はしっかり取られ、彼女の胸の谷間に埋もれているので離れようにも離れられない。背筋がゾクゾクする感触に耐え、常信はかろうじて頭を振った。

「あー……いたよー、陛下……」

　今度は右膝ひざから声がする。

　助かった、と内心ホッとしながら下を見る。常信の右膝を枕代わりにして寝転がっていた真っ赤な髪の美少女が猫耳をピンと立てて手て許もとの水晶に複雑な文様を描いていた。

　映されていた戦場の映像が徐々に拡大されていく。

　じきに敵軍の中央付近で馬を駆る一人の少年を捉とらえた。画面いっぱいに彼の姿がくっきり映し出される。

「こいつがマサト・ホウライだってー……」

「な、何ですとぉっ？」

　ジルベルトが大声を上げ、鎧よろいをうるさく鳴らしてよろめいた。おかげでようやく画面が見えるようになったので、常信はじっと少年を見つめる。

　黒髪黒こく瞳どう。自分と同じ十八歳と聞いていたが、童顔なのか年より幼く見える。いわゆるアイドル顔で、それなのに精せい悍かんな雰囲気もあった。その生い立ちの影響か、どことなく陰も感じさせる顔つきをしている。

　女子にモテそうだな……というのが彼に対する第一印象だった。

「マサト・ホウライ！　偉大なるグロリア帝国に楯たて突ついた咎とがにより滅んだ蓬ほう萊らい国王家の生き残りにして、憎き十四カ国連合軍の実質的総大将!!　役職は軍師となっているが、軍略にとどまらず、少数精鋭による奇襲や大軍の指揮など、あらゆる面で天才的な実力を発揮する怪物！　蓬萊王家に伝わる漆黒のマントを羽織っている姿から、ついた異名が『黒衣の天才軍師』！　まさか、これほど若い男であったとはっ……」

　頼んでもいないのに、ジルベルトが一通り大声で説明してくれた。ついでにイヤなことも思い出す。マサトには「黒衣の天才軍師」という異名の他に「漆黒の魔剣使い」という異名もある。ようするに頭が良いだけでなく剣技にも優れているということだ。

　どう考えても、あっちが主人公だよなあ……と常信は天を仰あおいだ。

　たった百人の兵で五万の帝国軍を打ち砕いたイゼルダ城防衛戦でその名を大陸中に知らしめ、決して連携が取れていたわけではない周辺十四カ国を一つにまとめ上げて帝国と戦を始めるや連戦連勝。桁けた違ちがいの兵力差を巧たくみな戦術でひっくり返し、絶体絶命の危機も自らの剣技と機転で切り抜けて逆転してみせる。

　いやもう、存在自体がチートだよ。チート無双だよ……と内心でため息を吐つき、常つね信のぶは画面に映るマサトの顔を見つめた。彼は軽やかに馬を走らせながら、すぐ側そばにいる将軍の一人と何か真剣な表情で話している。

「何を喋しやべっているのかしら？　音声を拾える？」

　金髪エルフが猫耳娘に尋ねた。「できるよー……」とやる気なさそうに尻尾しつぽを揺らし、猫耳娘が水晶を弄いじる。進軍の地鳴りしか聞こえていなかった映像からその音が消え、微かすかにマサトの声が聞こえてきた。更に音量が上がる。

『……なら、周囲に伏兵の姿はないんだな？　念のため、警戒は解かずにいてくれ。帝国軍は少なくとも三百万は兵力を揃そろえられるはずだ。これが全すべてだとは思えない』

『なあに、奴やつらはすでに死に体です。この戦も我らの圧勝で終わりますぞ、軍師殿！』

『その油断が命取りになる。マライカさんのゴーレムは確かに強力だが、決して万能でも無敵でもない。攻略方法なら俺でも五つは思いつく。無論、そのどれも使えない場所だからこそマライカさんの申し出を受けたんだが』

『さすが軍師殿！　あの巨大ゴーレムの攻略方法を五つも思いつかれますかっ』

『大したことじゃない。ゴーレムはどうしても機敏さに欠けるんだ。だから足を取られる沼地や細い道の入り組んだ地に誘い込めば簡単に動きを封じることができる。そうなれば、あとはよじ登って額にある魔法文字を削けずり落とせば土塊つちくれに還かえるよ。他にも騎兵に鎖を引かせて転ばせる方法もあるし、竜騎士がいるならもっと戦いやすくなる。そのいずれも帝国軍は使えないよう手を打ったからこそのゴーレムによる正面突破だ』

『なるほど！　黒衣の天才軍師に隙すきはございませんな！』

『やめてくれ……。その呼び名、恥ずかしくて苦手なんだ……。まあ、あと一つ、物量的に無理な方法もあるんだけど、それはいくら帝国でも本当に無理があるから考慮に入れなくても……何だ!?』

　マサトが不意にこちらへ目をやり、素早く鉄針を投げ放った。

　映像が途切れる。常信の右膝ひざで「あー……」と猫耳娘が身を捩よじった。

「バレちゃったねー……。見た目、鷹たかそっくりにしてあるから気づかれないと思ってたんだけどー……。レンズが壊されただけだから、これは引っ込めて別のを出すねー……」

　気け怠だるげに言いながら水晶を操作する。再び壁に戦場の様子が映し出された。しかし遠い。マサトのいる連合軍は遥はるか先で、眼下の砦とりでに続々と帝国軍兵士が逃げ込んでいた。それを追い立てる八体のゴーレムが荒野をゆったりと進んでいる。

　常信はローテーブルに置いてあったグラスを手にした。カラカラに乾いている喉のどを果汁で潤うるおそうと思ったのだが、口をつけようとして水みな面もが揺れているのに気づく。自分の左手が小刻みに震えていた。

「ねーねー、へーか？　マサトって人はどうして気づいたの？　すごく上から見てたんでしょ？　それなのに、何で？」

　銀髪美少女が「ねーねー」と体を揺する。同時に彼女の豊かな双丘もゆさゆさ揺れて常つね信のぶの下腹を刺激し、大変危険な状態になった。常信は急いでグラスを空けると少女の肩を摑つかんで揺れを抑える。

「おのれマサト・ホウライぃぃっ！　その感覚も常人離れした鋭敏さを持っているというのかぁぁぁっ！　どこまでも恐るべき天才!!」

　常信の答えはジルベルトが概おおむね代弁してくれた。もう、あいつ一人でいいんじゃないかな？　と思いたくなるくらいマサトは完かん璧ぺき超人だ。うんざりする。

「陛下ぁっ！　この砦とりでにもすぐに連合軍がやって来ます！　どうか今すぐお逃げ下さい！　このジルベルト・テッサリーニが帝都までの道中、必ずや陛下をお守り致します！　さあ、お早く！　お早くぅっ！」

　帝国軍総大将が両目をこれでもかと見開き、唾つばを飛ばして絶叫した。戦場でもきっちり整えているライトブラウンの髪を振り乱し、大げさに腕を振り回して「お早くぅっ！」と廊下を指し示す。出入り口を守る警備兵がビクッと身を竦すくめた。

　常信は画面を見つめる。帝国軍はあらかた砦に逃げ込んでおり、八体のゴーレムがそこに向かって荒野を一歩一歩進んでいた。

　ジルベルトが「早く逃げましょう！」「早くぅっ！」と泣なき喚わめいている。あまりに声量があり過ぎて窓ガラスがビリビリ鳴った。

　常信は息を吞のむ。敵軍はすぐそこまで迫っている。外に出れば実物をその目で確認できるだろう。

　また喉のどが渇いてきた。グラスを握った左手に力が入る。震えが大きくなる。

「もうダメだぁっ！　オシマイだぁぁっ！」

　大男が泣き崩れる。

　ズシン……ズシン……と地鳴りが響いてきた。

　近い。

　すぐそこまで近づいている。

　常信は目を瞑つぶりたくなるのを堪こらえ、ひたすら画面を見つめ続けた。

　八体のゴーレムが常信たちのいる砦に押し迫り──




　破壊音とともに凄すさまじい砂煙を巻き上げて姿を消した。




　画面が黄土色に染まる。

　腹を打つ重低音と震動が外から響いてきた。警備兵がキョロキョロと左右を見回し、蹲つくばっていたジルベルトが「はへ？」と間の抜けた声を洩もらして顔を上げる。少しして窓ガラスが激しく揺れ、細かな砂が叩たたきつけられた。

　その間に画面は切り替わっている。遥はるか上空から戦場を捉とらえた映像には、荒野の端で巻き上がる砂煙と、その中に迂う闊かつにも突っ込んでしまい混乱をきたしている連合軍の姿が微かすかに見えた。

「やりましたわ！」

　金髪エルフが声を弾ませ、常つね信のぶの右腕にギュッと抱きつく。常信はその柔らかい感触で我に返り、急いで声を張った。

「ビーチェ！　帝都のムツィオ宰さい相しように速報をっ」

「かしこまりました！」

　優雅に身を翻ひるがえし、金髪エルフが立ち上がる。ハイヒールを高らかに鳴らして壁際の机に向かった。そこには二抱えほどの大きな水晶球が置かれている。

「キャラ！　ヒルデに繫つないでくれっ」

「あーい……」

　猫耳娘がだるそうに手て許もとの水晶を弄いじった。画面が再び切り替わり、今度は美少女の顔が画面いっぱいに映し出される。常信はギョッとした。

「ヒルデっ。近い、近い！　そんなに顔近づけなくても見えるからっ」

『あ！　し、失礼致しましたっ……。陛下！　敵ゴーレムは八体全すべて罠わなにかかったようです！　今こそ、反撃の絶好機かと！』

　少し身を引いた彼女は堅苦しい口調で進言する。キリリと眉まゆが上がり、涼やかな青灰色の瞳ひとみに強い光が宿った。

「総大将ジルベルト卿きようは俺の護衛にあたる。ここから全軍の指揮はお前が執とれ。ただし、深追いはするな」

『陛下の仰せのままに！』

　常信の下命に臣下の礼を取ると、肩口で切きり揃そろえたプラチナブロンドの髪がさらりと揺れた。颯さつ爽そうと画面の前から美少女が姿を消す。

「よし。……パオラ、ちょっとごめんね」

　自分の左膝ひざに乗ったままだった銀髪娘をそっと脇に避よけ、常信は立ち上がった。

　目の前に映し出されている戦場では、ようやく砂煙が落ち着き始めている。しかし、連合軍の混乱はいまだ収まる気配がなかった。

　唐突に消えた八体のゴーレム。

　それらは全て、荒野に掘られた巨大な落とし穴に落ちていた。

　砦とりでから出陣した帝国軍が矢を雨あられと降らせ、連合軍をさらに混乱の坩る堝つぼに叩たたき込こむ。その間に工兵が落とし穴に急造の橋をかけ、穴にはまって身動きが取れずにいるゴーレムの額をツルハシで打ち削けずった。

　一体、また一体と巨大ゴーレムがただの土塊つちくれに還かえっていく。

　土塊によって埋められた落とし穴の上を帝国騎馬隊が猛然と駆け抜け、連合軍に突撃していった。戦意を喪失した連合軍はあっけなく瓦が解かいし、潰かい走そうする。

　単なる兵士の数なら、こちらが圧倒的に優位。

　常つね信のぶはフウと一息つき、完全にひっくり返った戦況を見つめた。

　逃げ去っていく連合軍の中に「黒衣の天才軍師」の姿もある。彼は後方を鋭い眼まな差ざしで睨にらみ、叫んでいた。

『まさか本当に落とし穴を掘るだなんてっ……！　物量的に無理だからと考慮しなかった俺の失態だ！　だが、見ていろよ、帝国！　俺は絶対に諦あきらめない！』

　常信は大きく息を吸い込んだ。

　この言葉は相手に届かない。それでも、あえて断言する。

「やってみろよ、チート無双の主人公さん。どんな天才的な策も、超人的な作戦も、俺たち帝国は全すべて打ち砕いてやる。圧倒的な数の力で！」

　頰ほおが緩んだ。

「だってウチ、大国だから」





第一章　平凡な俺でも異世界召喚のおかげで皇帝（替え玉）になれました！







　背中が痛い。

　目を覚ますと、石の床に寝かされていた。

「やったーっ！　召喚大成功だよっ。お祖じ父いちゃん見た？　見た？　すごいでしょっ？　わたし、すごいでしょっ？」

「もちろん祖父ちゃんは、しっかり見とったぞお。ようやった、ようやった！　ほんにパオラはすごい子じゃあ！　儂わしの自慢の孫じゃあっ！」

「えへへーっ！　わたし頑張ったもん！」

「そうじゃのう！　パオラはよう頑張ったのう！」

　すぐ側そばで少女と老人がはしゃいでいる。日和ひより常信は寝返りを打ち、冷たくゴツゴツした石床の感触に顔を顰しかめた。

「…………」

　上半身を起こす。室内は薄暗かった。自分の体を見下ろす。昨夜、寝るときに着ていたＴシャツにスウェットという格好は変わっていなかった。

　首を巡らし、はしゃいでいる二人を見る。薄暗いものの、彼らの姿はすぐに判別できた。禿とく頭とうに真っ白な髭ひげをたくわえた老人が、小学生くらいの女の子の頭を優しく撫なでている。二人とも満面の笑顔ですごく嬉うれしそうだ。

「…………」

　こういうとき、マンガやアニメの主人公は往々にして夢だと思い込もうとするらしい。そしてもう一度寝ようと試みたりするのだが、実際に経験してみると存外に夢だとは思えないものだなあと常つね信のぶは感じた。

　はっきりとした石床の感触や体の痛みのお陰で確実に目は覚めている。視界はあまり良くないが、肌寒さや湿った空気の匂においも相まって、現実としか思えなかった。

　自分が寝ていた床をよく見てみると、黒ずんだ茶色の線が引いてある。それは三重の円を描き、細かく図形のような文字のようなものが描き込まれてあった。

　まるで魔法陣みたいだな、と思ったところで閃ひらめく。

「あー……いやいやいや。さすがに、それはないよなあ……」

　頭を振り、改めて周囲に目をやった。

「目が覚めたら異世界に召喚されてました、とか散々妄想したことあるけど、実際に召喚されるとか、さすがにないよ……」

　床にあぐらをかき、腕を組む。

　そして自分という存在について考えを巡らせた。

　日和ひより常信。十八歳。勉強も運動もそこそこで友だちづきあいもまあまあという自他ともに認める平凡な高校三年生だ。この平凡というのは、平凡といっておきながら出生に秘密があったり特殊な能力を有していたり運命の出会いを果たしたりするような「自称」平凡ではなく、スマートフォンを買ったら特にやりたくもないのに周りのみんながやっているから自分もとりあえずモ○ストをダウンロードし、とりあえずＬＩ○Ｅもやってみたけど既読スルーされると本当は自分、嫌われてるんじゃないか？と不安にかられて頻ひん繁ぱんにチェックしないと気が済まなくなるという類たぐいの平凡さである。

　こんな平凡な自分が異世界に召喚されるなど、にわかには信じられなかった。

「あのーっ……すみません」

　常信は軽く手を挙げて、先程からずっとはしゃいでいる二人に声をかけた。

「おお！　目を覚ましたか。気分はどうだ？　どこか異常はないか？」

　老人がすぐにこちらを向き、話しかけてくる。老人にくっついていた少女が「こんにちはー」と目の前までやって来た。四よつん這ばいになって常信の顔を覗のぞき込こむ。

「わーっ。本当にお兄ちゃんそっくり！　すごい！　すごい！」

　翡ひ翠すい色をした円つぶらな瞳ひとみをくりくり動かし、輝くような笑顔になった。顔の近さに常信は狼狽うろたえる。サラサラの銀髪を揺らしてこちらを楽しそうに見つめる彼女は、薄暗い部屋が、そこだけ明るくなったのではと錯覚するくらい可愛かわいかった。

「あの……本当、申し訳ないんですけど……」

　じりじりと引き下がりながら言う。相手の顔を直視できず視線を少し逸そらしてしまった。髪飾りに目が止まる。花弁が七枚ある花を意匠化したもののようだ。

　常つね信のぶの態度にひょこっと首を傾かしげた銀髪美少女は、その場にぺたんと座った。その振動で彼女の胸がたゆんと揺れる。

　思わず目が行った。

　小柄だったので小学生くらいだと思っていたが、年齢はもう少し上なのかもしれない。ノースリーブの白いドレスからはみ出しそうになっている胸はとても豊満で、幼い表情や口調とはアンバランスだ。

「どうしたの、へーか？」

　鈴を転がすような耳に心地よい声。常信が二の句を継げずにいると、ズイッと禿とく頭とうの老人が二人の間に割り込んだ。鬼のような形相でこちらを見下ろしている。

「お前、パオラを卑ひ猥わいな目で見ておったな？」

「いえいえいえ……そんなことは決してっ……」

「いいや、見ておった！　いくらパオラが世界一可愛かわいいからといって、卑猥な目で舐なめ回まわすように見るなど許し難がたし！」

「そんな目で見てはいないですって！」
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　充血した目で迫る老人を制した。

「あの！　こんなこと尋ねるのも何なんですけど、これってテレビ番組の収録ですよね？　『目が覚めたら異世界に召喚されていたら信じる？　信じない？』みたいな感じで俺を観察してるんですよね？」

　どこかに仕掛けられているであろう隠しカメラを探しながら常つね信のぶは小声で尋ねてみる。老人が「ふむ」と顎あご髭ひげを撫なでつつ頷うなずいた。

「概おおむね、予想通りの反応よな。突然のことで混乱する気持ちは分からんでもない。まあ、まずはこれを読んでみぃ」

　そう言ってローブの内側から一冊の本を取り出した。厳いかめしい装そう丁ていの施された茶色の本である。差し出されたそれを受け取り、いかにもな小道具だな、と思いながら適当に頁ページを捲めくってみた。

「……えっ？」

　すぐに常信は「異常」に気づいた。

　何となく開いた頁にはアルファベットのような、くさび形文字のような、奇妙な記号がびっしり並んでいる。その記号に見覚えはない。見覚えはないにも拘かかわらず、常信はその記号を文字として「読む」ことができた。読めないはずなのに内容を把握できる。まるで脳内で自動的に翻訳されているような感覚だった。

「えっ……何だ、これ……？　何が、どうなってるんだ……？」

「自動翻訳じゃ。召喚の際、面倒な手間を省くために翻訳機能も付与しておいた。儂わしらが喋しやべっておるのはお前の国の言葉ではないし、お前が喋っておるのもグロリア帝国の公用語たるシェール語ではない。そう聞こえておるだけだ」

「…………」

「本に書かれてある文字に見覚えがないのに、読めてしまうから驚いておるのだろう？　それも翻訳機能の力よ。これが大陸随一の召喚魔法の使い手、パオラの実力じゃ」

　無言で頁を繰る常信を見下ろし、老人が偉そうに腕を組む。

　常信は目頭を指で押さえた。

「……いや、でも……こういうのって何かトリックが……ＶＲ技術を駆使してとか……ええと、何かこう、現代技術を応用して」

「ねーねー、へーか」

　Ｔシャツの裾すそを引かれる。いつの間にか銀髪美少女がまた距離を詰めていた。甘い花の蜜みつのような香りがして焦る。彼女は無防備に微笑ほほえみ、ぺこりとお辞儀をした。

「パオラ・ハルバートです！　へーか。これからへーかとしてよろしくお願いします！」

　何な故ぜか照れくさそうに俯うつむく。彼女がもじもじすると胸がゆさゆさ揺れた。

「…………あ、どうも」

　視線が引き寄せられそうになるのを必死で堪こらえ、会釈する。パオラと名乗った美少女がニパッと笑顔になった。

「あのねっ。へーかが異世界召喚のことを信じてくれないかもなーって思って、わたし、すごい秘策を用意しておいたんだ！　これを見たらへーかも異世界に来たんだなって分かると思うよ！」

「……あ、そうなんですか？」

　軽い気持ちで返す。側そばで老人が「何をするんじゃ？」と首を捻ひねった。

「へーかの世界のことは、わたし、ちゃんと調べたんだよ。大気中にマナがほとんどないから魔法が未発達なんだよねっ。だから、へーかは信じてくれないのです！」

「パオラ！　少し見ない間にとても賢くなって！　祖じ父いちゃんは嬉うれしいぞぉっ！」

　禿とく頭とうの老人が感激の声を上げてパオラの頭を撫なでる。「えへへーっ」と彼女は嬉しそうだ。

「それじゃ、見せてあげるね！　えーい！」

　まるで緊張感のない声とともにパオラが腕を振った。

　不意に石床が光を放つ。見下ろすと、魔法陣らしき模様が青白く光っていた。思わずその場から退どく。老人もパオラの頭を撫でるのをやめ、「本当に、何をする気なんじゃ……？」と困惑顔になった。

　何だか嫌な予感がする……と常つね信のぶが数歩下がった瞬間──
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　室内に耳をつんざく咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　光り輝く魔法陣の中から巨大なトカゲの頭が飛び出す。いや、トカゲというよりワニの方が近いだろうか。どちらにしても、頭部だけで二メートル近くあるものなど常信は一度も見たことはなかったが。

「じゃじゃーん！　ドラゴンを召喚してみましたーっ！　へーかの世界では空想の生き物として、とっても有名なんでしょっ？　それが実在していまーす！　ほら、ここが異世界だって信じたでしょ？　へーか、信じたでしょ？」

　自信満々で胸を張るパオラ。しかし、それどころではなかった。

「それどころではないぞぉぉっ！　逃げるのじゃぁぁぁっ！」

　老人が絶叫する。その間にもドラゴンの首は石床を這はい、決して広くない室内にとぐろを巻いた。さらに胴体も魔法陣から外に出ようとしている。大きさが足りないらしく引っ掛かっているが、ドラゴンが魔法陣にぶつかるたび、凄すさまじい震動が襲い、天井や壁から細かい欠片かけらがパラパラと落ちてきた。このままでは部屋が崩壊しそうだ。

「どうしたの、お祖じ父いちゃん？　逃げるっていっても出入り口はドラゴンの首で塞ふさがれてるから通れないよー。それより、へーか！　ねえ、信じたっ？　信じたでしょっ？　ここは異世界なんだよ！　へーかの知らない世界なんだよ！　すごいでしょ！」

　とても立っていられないほどの揺れと尋常でない轟ごう音おんの中、銀髪巨乳美少女は四よつん這ばいになっている常つね信のぶをニコニコと屈くつ託たくのない笑顔で見下ろしてきた。彼女の斜め後ろには巨大なドラゴンの顔が迫っている。獲物と判断したらしく、爬は虫ちゆう類るいの目をギョロリと動かし、醜悪に口を開いた。ぞろりと並ぶ牙きばから涎よだれが垂れる。

「分かった！　分かりました！　異世界だって信じる！　信じまぁす！」

　腹の底から叫んだ。

「やったー！　へーかはこれを見れば分かってくれると思ったんだ！」

「いや今はそんなことどうでもいいから、早くそのドラゴンを──」

　次の瞬間、部屋の天井と壁が消し飛んだ。

　突風に煽あおられ、転げ回って何かに頭を打ちつける。

　意識を失う直前、常信がおぼろげに見たのは、夜空に浮かぶ満月と、それに向かって飛んでいく巨大な蝙こう蝠もりの羽根を持つ爬虫類の姿だった。




「という夢を見たんだ……」

　何となく呟つぶやいてみる。もちろん夢ではなかった。

「やったー！　へーかが目を覚ました！」

　柔らかで滑らかな感触を後頭部に感じて目を開くと、常信の目の前に雄大な双丘が聳そびえていた。下からの眺めも絶景だな……と感動しているうちにパオラが翡ひ翠すい色の瞳ひとみを輝かせて抱きつく。

「むぐっ……」

「えへへーっ。わたしは召喚魔法が得意だけど、実は治癒魔法も覚えているのです！　一生懸命、勉強したから……」

「ちょっ……ギブギブギブッ」

　思い切り頭を抱きかかえられたせいで息が出来ない。幸せな感触を味わいながら天に召されそうになり、必死にパオラの肩を叩たたいた。

「あっ……ごめんなさい！　へーか、大丈夫？」

「……大丈夫。もう大丈夫だから」

　起き上がろうとして「ダメ！」と押さえつけられる。再び彼女に膝ひざ枕をしてもらう形になった。

「へーかはまだ安静にしてないといけません！」

　存外に真剣な瞳で言われたので、常信は「はい」と大人しくするしかない。こちらを見つめ、パオラは「よしよし」と頭を撫なでた。

　ギリギリギリギリギリギリギリギリギリ……。

　不気味で耳障りな音に気づき、常つね信のぶは首を巡らせる。

　禿とく頭とうの老人が、血の涙を流さんばかりの表情で歯を食いしばっていた。

「うわっ!?」

「パオラの膝ひざ枕……膝枕っ……」

「ちょっ……怖すぎますって！」

「……それでは、改めて話を続けるとしよう。儂わしは、栄光あるグロリア帝国にて宰さい相しようを勤めておるムツィオ・デルベッキオ。今、心優しくも純粋な、一点の濁にごりもない純粋な労いたわりの思いだけで貴様に膝枕をしている帝国、いや、大陸一の至宝であるパオラ・ハルバートの祖父にあたる者じゃ」

「そんな表面だけ取り繕って淡々と語られても怖いのに変わりはないんですけど……」

「貴様を召喚したのは他でもない。この国の危機を救ってもらうためだ。貴様には皇帝陛下の替え玉となってもらう！」

「……替え玉ですか？　危機を救うって、魔王を討伐するとかドラゴンを退治するとか、そういうのじゃなくて？」

　ムツィオの方を向くと、自然とパオラの太ふと股ももが頰ほおに押し当てられる。禿頭老人のこめかみがピクッと引きつった。仕方ないじゃないですか、と心の中で呟つぶやく。

　常信の問いにムツィオは嚙かみつきそうな口調で言い放った。

「そんなことなど、貴様の手を借りずとも成し遂げられる！　それよりも可及的速やかに為なさねばならぬのは、皇帝陛下の身代わりを立てることなのだ！」

「お断りします」

「何じゃと!?」

「身代わりとか替え玉って、完全に俺、捨すて駒ごまですよね？　皇帝の代わりに殺される流れですよね？　絶対にイヤです！」

「そういうわけではないが……ええいっ、貴様の意志など関係ない！　パオラ、従属魔法はきちんとかけたかね？」

　常信に対するものとは打って変わって優しい声音でムツィオがパオラに尋ねる。

「もちろん！　わたしの召喚魔法は完かん璧ぺきなのです！」

　パオラがフフンと胸を張る。思わず見上げてしまったが、下からの眺めはやはり何度見ても絶景だった。

「さすがパオラじゃ！　良い子じゃのう！」

　顔をしわくちゃにして笑い、ムツィオは孫娘の頭を撫でる。それからギロリと常信を見下ろした。声音だけは優しいままにパオラに告げる。

「それでは、早速、従属魔法を使って、この者に命じなさい。『皇帝陛下の替え玉になれ』と。できるね？」

「できないよ！」

　それは問いかけではなく単なる確認だったのだろう。好こう々こう爺や然とした顔でうんうんと頷うなずくムツィオ。それに笑顔で答えるパオラ。

「…………」

「…………」

「…………パオラ？　お祖じ父いちゃん、耳が遠くなったみたいじゃよ。今、できないって聞こえたんじゃが」

「うん！　そう言ったよ。だって命令するのはへーかの方だもん！　わたしがへーかに命令したらおかしいでしょっ？」

「……パオラ……儂わしは、召喚する際、召喚する者に従属魔法をかけて、パオラの言いなりになるようにしておきなさいと言ったはずなんじゃが？」

「うん！　お祖父ちゃんはそう言ったよ。おかしなこと言うなあって思ったから、わたし、ちゃんと自分で考えて修正したんだ！」

　パオラは自信満々に言い切った。

「ちゃんと、パオラがへーかに従属するよう魔法をかけたよ！　だからパオラはへーかの言いなりなんだ！」

「ぬわんじゃとぉぉぉっ!?」

　目玉が飛び出しそうな勢いで目を剝むき、ムツィオが叫んだ。パオラは両耳を塞ふさぎ、「お祖父ちゃん、うるさーい」と文句を言う。

「パパパパパオラ!?　何な故ぜ、何故、そんなことを……？　それでは、狙ねらいとまるで逆ではないかっ……」

「何でって、おかしいのはお祖父ちゃんの方でしょっ。へーかはへーかだから、一番偉いんだよ！　偉い人が命令して、下々の者を従わせるんだって、お祖父ちゃん、いつも言ってるじゃない。だから、わたしは間違えずに従属魔法をかけたのです！」

　再び胸を張るパオラ。ムツィオがぐらりとよろめいた。

　ピシャリと自分の額を打ち、天を仰あおぐ。

　ああ、これはさすがに怒るな。計画が台無しだからな……と、常つね信のぶは首を振った。

「んんんんんっ……しょうがない子じゃのぉぉう！　よしよしよーし！　今回のことは、お祖父ちゃんが間違っとった！　パオラは何も悪くないからのう！　ほんに素直で可愛かわいいのぉうっ！　愛いとおしいのうっ！」

　ところがムツィオは孫娘をヒシと抱きしめ、頭を撫なでた。

「えええええ!?　その反応、おかしくないですかっ？」

「うるさいわ！　パオラは何も悪くないんじゃ！　きちんと説明しなかった儂わしが全すべて悪い！　それだけのことじゃっ！」

　常つね信のぶのツッコミは一いつ蹴しゆうされた。

「色々と算段が狂ってしもうたが、構わん！　パオラが正しい！」

「わーい！　やったぁっ！」

「…………」

　親バカならぬ祖父バカというのだろうか。明らかにおバカな子である孫娘をムツィオ老は全肯定してべた褒めだ。

　楽しげな二人の隙すきをついて身を起こすと、常信は寝かされていたソファから立ち上がった。気絶している間に別室に運ばれていたらしく、先程とは比べものにならないほど豪華な部屋にいる。

「ようするに、君は俺の命令を何でも聞いてくれるってことだよね？」

　軽く伸びをしてパオラを見つめた。彼女が返事をする前にムツィオが迫る。

「おのれぇっ！　従属魔法の力を使って儂の可愛かわいい可愛いパオラに何をする気じゃあっ？　許さん！　決して許さんぞぉっ！　パオラに酷ひどいことをしおったら帝国宰さい相しようの権力を使って貴様に死ぬより辛つらい地獄を味合わせてやるからのぉう！」

「誰もパオラさんに酷いことなんてしませんよ。俺は元の世界に帰りたいだけです。あんたこそ、何、考えてんですか？」

「ななな何を抜かすか、この若造！　こう見えても儂は若い頃、熊殺しのムツィオと恐れられた──」

「もーっ！　お祖じ父いちゃん、うるさい！　あっち行ってて！」

　ドーンと脇腹を突き飛ばされ、熊殺しのムツィオはあえなく絨じゆう毯たんの上にひっくり返った。身体的ダメージより孫娘に突き飛ばされたという精神的ダメージが厳しかったらしく、涙目になって「パオラっ……」と床に突っ伏す。

「ええと……命令というのは大げさだけど。パオラ、俺を元の世界に帰してくれ」

　これで終わりだ。パオラが自分を異世界に召喚したのだから、彼女に命令すれば自分は元の世界に帰れる。従属魔法のお陰でパオラは自分の命令に従うはず。

　そう考えての発言だったのだが。

「んんんっ……♪」

　常信の命令を聞いた途端、パオラの体がビクンと跳ねた。

　頰ほおが紅潮し、何かを堪こらえるようにキュッと目を瞑つぶる。ソファに座ったまま、もじもじと身を揺すった。

「えっ？　あれっ？　パオラ、さん……？」

　予想外の反応に常信は彼女を凝視する。懸命に口を閉じていたパオラは、しかし我慢の限界に達したらしく甘い吐息を吐き出した。円つぶらな瞳ひとみが開かれる。そこにはとろんとした熱っぽさが宿っていた。瞳を潤うるませて彼女が訴える。

「ごめんなさい、へーかぁっ……。許してくださぁい……」

「あれえええっ？　何でっ？　何なの、この反応!?」

「おのれ若造パオラに何をしおったあああっ！」

　復活したムツィオが摑つかみかかってきた。常つね信のぶは慌てて身を躱かわす。

「何もしてませんよ！　ただ、『俺を元の世界に帰してくれ』って命令しただけで！」

「ふやあああん♪」

　再びパオラが身を震わせ、艶なまめかしい声を上げた。ソファに倒れ、ハアハアと熱い息を吐く。ムツィオが「パオラアアアッ！」と絶叫した。

「どどどどうしたのじゃ、パオラ!?　こやつに何かされたのかっ？　されたんじゃなっ？　されたに決まっておる！　されたことにする！　今すぐ処刑じゃあああっ！」

「何でそうなるんですか！」

　熊殺しのムツィオが常信に襲い掛かり、テーブルの脚に蹴け躓つまずく。慌てて摑んだ高級そうな花瓶もろとも絨じゆう毯たんの上に倒れ伏した。運悪く花瓶に額を打ちつけ、「ぶげえっ」と挽ひき潰つぶされたような声を上げてヒクヒク痙けい攣れんする。

「……何なんだ、この状況？」

　常信はすぐ側そばのソファに倒れているパオラを見下ろした。

　彼女は自分の体を抱きしめ、苦しそうに熱い吐息を洩もらしている。潤んだ瞳で「ごめんなさい、へーかぁ」と繰り返していた。全身が火ほ照てり、微かすかに汗ばんでいる。

　なるべく彼女を見ないようにして尋ねた。

「あ、あのぉ……急にどうしたのかな？　俺は『元の世界に帰して欲しい』って頼んだだけなんだけど……」

「やああああん♪　へーかっ、へーかっ、もうダメだよぉっ……。許してよぉっ……。わたし、壊れちゃうぅぅっ……」

「甚はなはだしく誤解を招くこと言わないでくれっ。何で!?　何がどうなってんの!?　従属魔法で俺に従ってくれるんじゃなかったの!?　何か、別の魔法が発動してないっ？」

　パオラはソファの上で身を捩よじり、ギュッと股を押さえて何かを堪こらえている。彼女の体が小刻みに震えた。ソファに爪を立て、焦点の合っていない瞳で荒い息を吐く。

「へーかぁ……へーかぁ……ごめんなさい……。わたし……今は、へーかの命令、聞けないのぉっ……。だから……命令を取り消して……くださいぃっ……。じゃないと、このままだと壊れちゃぅ……」

　蕩とろけた瞳で懇こん願がんされた。つい、そちらを見てしまい頭が真っ白になりかけたが、かろうじて踏みとどまり叫ぶ。

「分かった！　取り消す！　さっきの命令は取り消す！　これでいいっ？」

「はふう……。ごめんなさい、へーかぁ……」

　ようやく何かから解放されたパオラはぐったりと脱力した。「大丈夫？」と声を掛ける常つね信のぶに恥ずかしそうに小さく頷うなずく。

「あのねー……実は今、へーかを元の世界に帰すことはできないんだ……。異世界召喚ってすごく魔力を消費するし、他にも色々条件があるから……」

「そ、そうなんだっ。それで、その……さっきのは、何？」

　思い切って訊きいてみる。パオラはよろよろと身を起こした。

「さっきのは従属魔法の影響だよ。従者はご主人様に命令されると気持ち良くなるんだ。そしたら、どんな命令でも率先してやれるでしょ？　わたし、ちゃんとそこまで考えて魔法式を組み立ててるんだよっ」

　フフンと鼻高々に答える。ついさっき、それで自分が大変な目に遭ったことはもう忘れたようだ。

「気持ち良いのは、ご主人様の命令を実行するまで続くんだ。だけど、さっきはへーかがわたしに出来ない命令をしたから実行できなくて、気持ち良い状態がずっと続いちゃったの。しかも何度も重ねて命令するから、どんどんすごいことになっちゃって……。へーかのイジワル！」

　ぷくっと頰ほおを膨らませる。

　理不尽なものを感じなくもないが、それよりも重大なことがあった。

「ええと……それじゃあ、俺を帰すための召喚魔法が使えるようになるのって、いつ？」

「んーとねー……。次の満月のときだよ！」

　パオラが元気よく答える。常信は首を傾かしげた。

「えっと、それって何日後かな？　こっちの世界の天文事情はよく分からないし……」

「二八日後だよ！」

「そっか……。月の周期とかは、こっちも大体同じなのかな……」

「へーか、お願いしますっ」

　勢いよく銀髪を弾ませ、パオラが頭を下げた。

「一ヶ月だけでいいので、へーかになって下さい！　わたしも頑張って、へーかのお世話をします！　だから、お願いします！」

　深々と頭を下げたまま彼女は動かない。その表情は見えないが、小さな体から並々ならぬ思いを感じた。即答できず、常信は左右を見回す。ふと、壁にかけられた肖像画が目に止まった。

「あれは……俺？」

　何となく足を向ける。高そうな額縁に入れられた肖像画の人物は一見して常信自身に見えたが、服装は異なっている。それに表情も凛り々りしく引き締まっていた。

「偉大なるグロリア帝国第五代皇帝、アルフォンソⅠ世陛下であらせられる」

　いきなり耳元で囁ささやかれ、ビクッと振り返る。いつの間に復活したのか、ムツィオが高級そうな花瓶を小脇に抱え、悲ひ哀あいを帯びた目で肖像画を見つめていた。

「儂わしの孫にあたる御お方かたじゃ。あの子の兄で、儂を除くと唯一の肉親じゃった……」

「……過去形、ですか？」

「先日、暗殺された」

　息を吞のむ。ムツィオが鋭い眼まな差ざしでこちらを見た。

「急病、ということになっておる。しかし本当は呪じゆ殺さつじゃよ。先代……アルフォンソ様のお父君にあらせられるアレサンドロ様と同じ原因不明の病じゃ。万能薬エリクサーですら治癒は敵かなわなんだ。あまりに不可解故ゆえ、陛下のご逝せい去きよは伏せてある」

「あの……それって、俺も確実に呪のろい殺される展開ですよね？」

「だからこそ異世界からお前を呼んだのだ。単にアルフォンソ様に似ている者なら帝国内にいくらでもおる。影武者には苦労せん。じゃが、それでは陛下の二の舞よ。呪いをかけた者が何者か突き止められてはおらぬが、異世界の人間ならばこの世界の法則から外れておる。そうそう呪いは効くまい」

「召喚魔法は効いてますけど……」

　常つね信のぶの言葉に「安心せい」とムツィオは髭ひげの下でにんまりと笑う。

「呪いと魔法は別物じゃ。呪じゆ詛そを魔法の一体系とする学派もあるが、いずれにしても本名と本人の体の一部がなければ呪いは成立せぬ。決して他人に本名を明かすでないぞ」

「けっこう際どい条件ですね！」

「ともあれ、一月の間はお前も身動きが取れぬのだろう。その間だけで良いから替え玉を務めてくれっ。頼む！　生活に於おいて決して不自由はさせぬ！　望みがあるなら何なりと申すが良い！　じゃから頼む！　この老骨、最後の願いだと思って！」

　ガシッと手を握られた。皺しわだらけの枯れ木のような手だったが、存外に力がある。常信はムツィオ老を見返し、それからソファの方を振り向いた。

　パオラが瞳ひとみを潤うるませてこちらを覗のぞき見みている。目が合うなり背もたれの陰に身を隠してしまった。髪飾りだけがチラチラ見え隠れする。

「……一ヶ月後には帰りますから」

「よう言うた！　いや！　ご英断にございます、陛下！」

「急に何ですか？」

「ケジメというものがございます」

　ムツィオはその場に跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。

「陛下におかれましては、今後、如い何かなる者であろうと敬語を使うことのなきよう。偉大なるグロリア帝国の皇帝陛下は最も尊く神聖な御お方かたであらせられますので」

「それ……ムツィオさんやパオラさんしかいないときでもですか？」

「陛下」

　ムツィオが咎とがめる目つきで首を振る。

「いついかなるときでも。陛下は至高の存在であります故ゆえ、相手に敬称をつけることもあってはなりません」

「……それはそれで、難しいなぁ」

　頭を搔かく。「お慣れ下さい」と慇いん懃ぎんに告げられ、「はあ」と頷うなずいた。

「へーか！　これからよろしくお願いします！」

　側そばにパオラが来ていた。花開くような笑顔を見せてくれる。

「うん。短い間だけど、よろしく頼むよ」

　そう言って振り向いた瞬間、部屋がドンと大きく揺れた。

「何だ!?」

　常つね信のぶはよろめき、左右を見回した。「ふやあ」とパオラが尻しり餅もちをつく。助け起こそうと手を差し伸べかけたところに再び床が揺れた。「何ごとじゃあ!?」とムツィオが花瓶を抱えたまま叫ぶ。

　三度、衝撃。常信はようやく出所に気づいた。窓だ。分厚いカーテンの引かれた窓に何かがぶつかっている。しかし、部屋ごと揺らすような衝撃なのに窓が割れないというのも不思議だった。魔法か何かによる防御力が働いているのだろうか。

「パオラ、こっちに」

　気になるが、確かめに行きたいとは思わない。生来の慎重さが急いで窓から離れるよう警告していた。側に座り込んでいたパオラを促して部屋の奥に逃げようとする。

　しかし、一歩遅かった。




　ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!




　窓を突き破り、カーテンを引き裂いてドラゴンの首が室内に突っ込んできた。




「危ない！」

　咄とつ嗟さにパオラを庇かばった常信の背中をドラゴンの頭部がかすめた。その風圧だけで二人とも床にひっくり返ってしまう。ゴロゴロと転がり、どうにか身を起こしたときには鋭い牙きばを剝むき出だしにした巨大な幻獣が長い首を巡らせていた。

「ななななな……」

　何で？　と言いたかったのだが、舌が上う手まく回らない。立ち上がろうとしても足に上手く力が入らなかった。

　先程は部屋が薄暗かったのでよく分からなかったが、ドラゴンは赤銅色で、鱗うろこがテラテラと灯あかりを反射している。喉のど側は黄土色で鱗はついていないが皮が分厚くて頑丈そうだ。爬は虫ちゆう類るい特有の目をしており、濁にごった深緑の双そう眸ぼうがギョロリと周囲を窺うかがっている。室内に入っているのは首だけで、胴体は先程と同じように窓枠に引っ掛かっていた。

　見つかったら喰くわれる！　と思い、常つね信のぶはパオラを抱きしめたままそっと後あと退ずさった。幸いドラゴンはこちらを向いていない。

「ふわーっ。さっきの子だねー。お家に帰ったと思ってたんだけど、戻ってきちゃったんだー。帰り道が分からなかったのかな？」

　パオラが常信の腕をするりと抜けて立ち上がった。

　ドラゴンが首を巡らせて彼女を見下ろす。

「パオラ！」

　引ひき留とめようとするより早く、パオラはとことことドラゴンに近づき、その首に触れた。幻獣が唸うなり声を上げる。

　常信は素早く左右を見回し、武器を探した。しかし近くに転がっているのは高価そうな花瓶と目を回して気絶しているムツィオ老くらいだ。仕方なく花瓶をひっつかみ、震える足を一発叩たたいて己を奮い立たせた。

「おい、ドラゴン！　あっちに行け！」

　叫ぶ。多少、声が震えた。パオラが不思議そうな顔をして振り向く。

「大丈夫だよ、へーか。ちょっと気が立ってるみたいだけど、この子は大人しいから」

「いやいやいやいや！　思い切り暴れてるじゃないか！」

「ふっふっふ。わたしは召喚魔法が得意なので幻獣さんの生態にも詳しいのです」

　ドラゴンの首を撫なでながらパオラが大きな胸をたゆんと張った。

「この子はキモンアカマダラリュウという飛竜で、首の長さと太さから五〇年くらいしか生きていない子どもだとスイソクできるのです。飛竜族はドラゴンの中でも大人しくて他種族に対しカンヨウなので……えっと、続きなんだったっけ？」

「ごめん、パオラ。それって何かの本の受け売りだよね？」

「わ！　へーかにばれちゃった。えへへー、実はまだお勉強中なのです……」

　照れ隠しにペロッと舌を出す。そんな仕草も可愛かわいいなあと和んでしまい、常信は慌てて頭を振った。

「いいから、離れて！　そこにいちゃ危ないよ！」

「ひゃうん♪　はい！　パオラ、ここから離れます」

　ビクンと身を震わせ、銀髪美少女が蕩とろけ顔になる。こういうときは従属魔法も役に立つなと思いながら彼女を手招いた。パオラが常信の下に駆け寄り──

　途中でひょいと摘つまみ上げられた。

　正確には咥くわえられたというべきだろう。ドラゴンが奥歯で器用にパオラの服をひっかけたのだ。そのまま首を引っ込める。すごい勢いでパオラが窓際に引き寄せられた。

「パオラ！」

　今度は考えるより先に体が動いていた。

　持っていた花瓶をぶん投げる。ドラゴンの鼻先に当たったが、相手はビクともしない。文字通り鼻を鳴らし、パオラをひっかけたまま窓から首を引き抜いた。それを追って常つね信のぶも外に飛び出す。

　窓の外はバルコニーになっていた。ドラゴンは前足の爪を手すりに引っかけて摑つかまっている。意外と器用だなと場違いな感想を抱きつつ、自分も手すりに足をかけてドラゴンの体に飛びついた。

「あ痛！」

　赤銅色の鱗うろこは予想以上に固く、表面がザラザラしていた。しがみつくというより衣服を引っかけるような形になる。すぐに凄すさまじい圧迫感が襲ってきた。耳元で猛烈な風が渦巻く。懸命に堪こらえていると、不意に圧迫感がなくなり、今度は浮遊感が訪れた。

　いつの間にか閉じていた目を開く。

「うわっ……」

　それだけしか言えなかった。

　満月が近い。

　しがみついているドラゴンの背から恐る恐る下を見た。

「えっ？」

　地面にも満天の星空があった。

　いや、あれは町の灯あかりだ。町の形がおぼろげに分かるほど、夜の闇やみに明々と灯が灯ともっている。それは大きな円を描いており、外側は急に闇に沈んでいた。そっと視線を周囲に向ける。左側の地平線がうっすら明るくなっていた。

「あっちが東かな……？　夜明け前か……」

　そう呟つぶやき、身を起こす。ただし両手はしっかり鱗を摑んだままだ。ザラザラとした感触が痛く、あちこち擦り傷が出来ているが墜落死よりはましだ。

「そうだ。パオラ！　パオラ!?」

「はーい！」

　常信の呼びかけに、すぐ陽気な声が返ってきた。銀髪巨乳娘はいつの間にかドラゴンの首もとに座っている。「へーか！　すっごく高いね！」と上機嫌だ。

「ああ、うん。そうだね……」

　風の音が少しうるさいので彼女の側そばまで這はって進む。近くまで来ると「えへへーっ」とパオラの方から抱きついてきた。

「パ、パオラ!?」

「へーかが一緒に来てくれて良かった」

「そりゃ、助けなきゃと思ったから……」

　嬉うれしそうに擦り寄られると、叱しかりたくても叱れなくなる。それに、先程の行動も普段の自分からはとても想像できないものだった。

「あ！　お城だよ！　まだちょっと暗いけど、分かるでしょ」

　パオラが抱きついたまま下を指差した。慌てて彼女の背に腕を回す。もにゅんと柔らかい感触が腹に当たり、いっとき恐怖心を忘れた。

　地面を見下ろす。薄明かりに照らされ始めた城の全容が見渡せた。幾いくつもの尖せん塔とうをもち、大理石らしき石で組み上げられたそれは荘厳な佇たたずまいを見せている。ここからだと、尖塔一本が小指ほどの大きさであるのに、城全体だと両手を広げても覆い隠せない。

「あの城、ものすごく大きいんじゃ……」

　城の周りに広がる町並みも徐々に見て取れるようになってきたが、相当な規模だと感じた。どうやらグロリア帝国はかなり大きな国らしい。

「ここって、何人くらいの人が住んでるのかな？」

　試しに尋ねてみた。パオラはひょこっと小首を傾かしげ「三百万人くらいってお祖じ父いちゃんは言ってたかなー？」と言う。常つね信のぶは耳を疑った。

「三百万人って、三百万人のこと!?」

　動揺しすぎて意味不明な問いかけをしてしまう。パオラが笑った。

「もっと多いかもー。帝都はね、大陸最大の町なんだよ！」

「最大の町……」

　しげしげと町並みを見下ろす。

　夜明け前だというのに、上空からでも人々の動きを感じられた。徐々に明るさを増していく東側には大きな川が流れており、港では船に積み荷を運び入れている。港から西側へと活気は広がって市場を形成していた。今は開店準備に追われているところか。

「帝国っていうから大国のイメージはあったけど、予想より遥はるかに大きそうだ。それに、あの灯あかりって魔法の光かな？　けっこう明るいし……。あー、こっちの文明レベルとか知りたいなぁ」

「へーかは帝都に興味津々なんだね！」

　パオラがほにゃっと笑顔になった。「えっとねー」と腰の辺りをもぞもぞさせる。手の平に収まるくらいの水晶球を取り出した。

「これに地図とか入れてあるから見せてあげるね！　うちはとっても広いんだよーっ」

　彼女が水晶球に細かく指を這はわせると、空中に地図らしきものが映し出された。常信は目を丸くする。思わず地図を触ろうとしてしまった。それは指をすり抜ける。

「立体映像だ！　これも魔法なの!?」

「このくらいは初歩の魔法だよー。水晶球は魔法使いの嗜たしなみなのです！」

　パオラが大きな胸を張る。おっぱいがたゆんと揺れた。

「この水晶球にはねー、色んなことを覚えさせられるんだよ。魔法の詠唱術式なんかも入れておけるから、呪文を短くしたりもできるんだー」

「何か、本格的にファンタジーしてきたな。ドラゴンの背に乗ってる時点で十分ファンタジーなんだけど……」

「えっとね。ここが帝都だよ」

　パオラが宙に浮く地図の一点を指差した。世界地図には大きな大陸が描かれており、南と東の方に幾いくつか島がある。彼女が指差したのは大陸の中央やや北よりだった。

「なるほど。割と真ん中にある感じなのか。グロリア帝国の国境はどこ？」

　地図を見つめながら尋ねる。ところがパオラは首を傾かしげた。

「国境なら、ちゃんと地図に線が引いてあるよー」

「線？　線って……どこに？」

　目を細めて地図をよく見る。しかし、目立つ線はどれも川を表していた。大陸の隅の方には細かく区切られた部分が十数ばかりあったが、これだけしか国境がないのだとしたらグロリア帝国が巨大すぎる。

「へーかは仕方ないですねー。ほら、ここだよー」

　パオラが身を乗り出し、隅の方にある細かい区切りを指差した。

「いや、パオラ。それだとグロリア帝国一つだけで大陸の八割以上を占めるから。残りの国が小さすぎるから」

「だって、本当なんだもん」

　ぷくぅっとパオラが膨れ面になる。常つね信のぶは「え……？」と彼女を見つめ返した。

「ここからここまで、ぜーんぶわたしたちの国だよ！　お祖じ父いちゃんも言ってたから間違いないもん！　グロリア帝国はとっても広いんだから！」

「……何……だと……？」

　愕がく然ぜんと地図を見る。予想よりも大国のようだとは思っていたが、桁けた違ちがいなものを見せつけられた。

「あ！　そろそろ日の出だよ」

　パオラが楽しげに前方を指差す。そのとき、さあっと日が差した。緩やかに旋回していたらしい。行く手から曙しよ光こうが差す。ドラゴンが一声鳴いた。

「そっか。この子、夜目が利かないから灯あかりに引き寄せられてたんだねー。へーか、キモンアカマダラリュウはあまり夜目が利かない昼行性のドラゴンなんですよ！」

「え？　あ、うん……。そうなんだ……」

　返事がおざなりになってしまう。ある疑問が生まれていた。

　こんな巨大な国の皇帝が二代続けて呪じゆ殺さつされた？　それは、あまりに守りが甘すぎじゃないか？　この国は大丈夫なんだろうか？

　慎重な性格が疑問を不安に変えていく。眉み間けんに皺しわが寄った。




　ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！




　咆ほう哮こうとともにドラゴンが大きく羽ばたき、背が揺れた。「ふやあっ」とパオラが転がりそうになったので慌てて抱き留とめる。

「パオラ！　そろそろ降りないとまずいんじゃ!?　朝になったってことは、このドラゴンも動きが活発になるってことだろ？」

「えへへーっ。そうだねー。じゃ、この子にお願いしてみるね」

「お願い？　ドラゴンって人の言葉も話せたりするの？」

「んー。この子はまだ幼いから無理かもー」

　吞のん気きに返しながらパオラがドラゴンの首をぺしぺし叩たたく。そんなやり方で良いのだろうかと心配になったが、ひとまず様子を見守った。

「ねーねー、ドラゴンさん。そろそろ、わたしたちを──」

　不意に視界が上下反転した。

「あれ？」と間の抜けた声が洩もれる。気づいたときには落ちていた。

　遠ざかっていくドラゴンの咆哮。すぐ側そばにパオラのきょとんとした顔があった。彼女は自分が宙に放り出されたのだと理解できていないようだ。

「おわああああああ!?　パパパパパオラ！　これまずいよこのままじゃ二人とも死ぬ！　何とかしてくれぇっ」

「はうぅっ♪」

　パオラがきゅっと目を閉じた。それからハッと左右を見る。

「へーか！　わたしたち落ちてるよ！　すごいねっ」

「感心してる場合じゃないから！　何か、こう、魔法でどうにか……」

「えっとねー。まず、へーかがわたしを抱っこします」

　そう言って空中で手を伸ばす。人生初のスカイダイビング（パラシュートなし）でまともに動ける気がしなかったが、やらなければ死ぬ。すでに眼下の町は道行く人々の姿を確認できるほどになっていた。常つね信のぶは必死にもがき、腕を伸ばす。数回、失敗したが、何とか摑つかみ、パオラを抱きかかえた。

「えへへーっ」

「喜んでる場合じゃないから！」

　帝都を囲む高い壁が迫っている。壁の上に立つ兵士の顔まで見て取れた。こちらを指差して何か叫んでいる。

「えっと……それじゃ、いくねー」

　パオラが水晶球を握り、何ごとか早口で唱えた。グンと引っ張り上げられる。それは錯覚で、落下速度が下がったのだ。地面に近づくにつれて緩やかなものになっていく。

「す、すごい！　魔法って最高だな」

「ふっふっふ。このくらい難しくないんだよ」

　鼻がニョキニョキ伸びる幻覚を見てしまうくらいパオラが鼻高々になる。常つね信のぶはふと下を見た。

「あ、パオラ。もう少し右に避よけて。このままだと建物の屋根に降りちゃうよ」

「はうっ♪」

　ビクンとパオラが身み悶もだえする。瞬間、落下速度が元に戻った。

「えっ？　噓うそでしょぉぉぉ!?」

「ごめんなさーい！　集中力が切れちゃったーっ……」

　常信はパオラを抱えたまま古びた建物に落下し、屋根を突き破って地面に落ちた。




「し、死ぬかと思った……」

　どうやら落ちた場所が良かったらしい。

　あちこち痛みはあるが、二人とも無事だ。周囲に埃ほこりが舞っていて、常信は咳せき込こんだ。腕で埃を払い、抱きかかえたままのパオラを見下ろす。

「パオラ、大丈夫？」

「ふわーっ……すごかったねー」

　彼女は目を丸くして空を見上げている。つられて天井を見上げると朝日が斜めに差し込んで埃をチラチラ光らせていた。

「あの、大丈夫ですか？」

　声を掛けられる。振り向いた先には黒いローブをまとった人物が立っていた。目深に被かぶったフードを降ろし、素顔をさらす。ウェーブのかかった黒髪の少女だった。整った顔立ちをしているが、どこか疲れた印象を受ける。

「あ、ああ、すみません……。ちょっと色々ありまして……」

　常信は彼女に会釈した。黒髪の少女は目線を合わせるように膝ひざを突き、灰色の瞳ひとみでこちらをじっと見つめた。「怪け我がをされてますね」と眉まゆを顰ひそめる。

　言われて気づいた。ドラゴンの鱗うろこに引っかかれ、体中に細かい傷を負っている。寝間着代わりのＴシャツもスウェットもぼろぼろで少し血が滲にじんでいた。

「じっとしていて下さいね」

　黒髪少女が常つね信のぶに右手を翳かざす。何ごとか詠唱すると彼女の右手の平が温かそうな光を帯びた。すぐに全身の傷が塞ふさがる。

「おおおっ？　治癒魔法ってやつですか？」

　ファンタジーらしい展開にテンションが上がる。ところが膝ひざに乗ったままのパオラがぷくっと頰ほおを膨れさせた。

「へーかの治療はわたしがするの！　お姉さんはあっち行ってて！」

「これは失礼致しました。私、カタリナ・メルクリアーニと申します」

　黒髪少女はパオラのわがままにも穏やかに微笑ほほえむ。自己紹介してきたので、常信も慌てて頭を下げた。

「俺は……ああ、えっと……」

「わたしはパオラだよ！」

　言いい淀よどむ常信を追い越してパオラが堂々と名乗る。思わず目を剝むいたが、カタリナは特に驚いた様子もなく「おはようございます、パオラ様」と返した。

「お二方は、神がお遣わしになった使徒なのですね。お待ち致しておりました」

「……ん？」

　ところが、続けて彼女が口にした言葉に常信は固まる。カタリナは黒のローブを整えて居住まいを正すと、二人に対して祈りを捧ささげるように手を組んだ。

「『火の月、十四日の満月の夜。天に祈りを捧げ続けよ。さすれば慈愛深き神の導きにより天から救世の使徒が降臨するであろう』。夢で得た天啓そのものです。お二方が神の使徒であることは間違いありません」

　確信を抱いた顔で頷うなずく。急いで否定しようとしたが、それより先にパオラがカタリナの前に立った。

「そうです！　わたしたちは天からコウリンしたのです！」

「パオラ!?　その場の勢いで言っちゃいけないやつだよ、それ！　あと、意味分かってないよね？」

「大丈夫だよ、へーか！　今日は火の月、十四日。あ、もう朝だから十五日だね！　満月だっていうのもあってるし、わたしたちがキュウセイのシトで間違いないよ！」

「たまたま落ちてきただけなのに、どうしてそんなに自信満々なんだ!?　あの、カタリナさん……」

「やはり、使徒様だったのですね！　どうか、救いの手を！」

　カタリナがパオラにひしとすがりついた。「わ！」とパオラは目を丸くしたが、「うむうむ」と神妙そうな顔になってカタリナの黒髪を撫なでる。

「よきにはからえ」

「いや、全然良くないからっ。あの、俺おれ達たちは本当にたまたまここに落ちてきただけというか、事故というか、あ……天井はちゃんと弁償しますから……」

　奇妙に必死そうな黒ローブの美少女に言い訳してみるものの、彼女はパオラの足にしがみついたままで離れようとしなかった。パオラはまだ「うむうむ」と「救世の使徒」に浸っている。

　どうしたものかと周囲を見て、常つね信のぶは息を吞のんだ。

　見ない方が良かったのかもしれない。

　薄暗い部屋には思いの外、人がいた。それも幼い子ども達がほとんどだ。例外なくガリガリに瘦やせている。今まで存在を感じられなかったのは、その子たちが皆、蹲つくばってほとんど動かなかったからだ。

「これは……」

「使徒様。この子らは親を亡くし、または失って家を追われました。この廃はい墟きよに無断で棲すみ着つき、共同生活をしているのですが、決して環境は良くありません」

　カタリナが跪ひざまずいたまま常信に言った。

　背筋が寒くなる。そういう存在を間近で見るのは初めてだった。

「どうか、この子達をお救い下さい。もう私には、祈ることしかできなくて……」

「……あなたも、ここで暮らしているんですか？」

「せめて、そうしてあげられたら良いのですけれど」

　そろりと立ち上がり、カタリナは歩き出す。二人を促すので後に続いた。

「私は職人街に店を持つ石工の娘です。ここには時折、通うくらい……」

　彼女は粗末な木の扉を開く。外に出れば少しは気が晴れるかと思いきや、朝日に照らされているはずのそこは、あまりに陰いん鬱うつとしていた。うち捨すてられた建物が並び、土が剝むき出だしの道端にやせ衰おとろえた人々が寝そべっている。どこからか腐臭が漂ってきた。

　不意に服の裾すそをつままれ、常信はハッと振り向く。パオラが涙目になって俯うつむいていた。ことの深刻さを感じ取ったのだろう。先程とはうってかわって萎しおれている。

「父も母も私がここに来るのは反対しています。貧乏人と関かかわってもろくなことがないと。彼らが困こん窮きゆうしているのは自己責任だと。ここは大陸最高の都と名高い帝都ですのに、弱者に対してあまりに冷たいのです……」

「教会とか……そういうところで面倒を見てくれたりはしないんですか？」

　カタリナは寂しそうに頭を振った。

「帝都の教会は、どこもお布施をしなければ救ってくれません。お役所の方々も貴族様やお金持ちの方々にのみ便宜を図りますので」

　その瞳ひとみには、もはや何も映っていないように見えた。きっと、常信が思いつくことなどとっくに試していて、それでもどうにもならなかったのだ。

　二人を先導しながらカタリナがポツポツと続ける。

「私には、生まれつき魔法の才能があるようです。けれど、石工の娘には無用の長物。どうにか治癒魔法を覚えて、お怪け我がされている方を癒いやす程度です……」

「それだけの力があれば、魔法使いとして何か職に就けるんじゃないですか？」

「魔法使いの職は貴族の子弟か裕福な家の男性にのみ許された世界。平民の娘に仕官の道はありません」

「そんなのっておかしいですよ！　そんな身分差別……」

　そこで言葉に詰まった。

　この世界での常識は自分のそれと大きく異なっている。そもそも異世界の事情に口を挟むべきではない。ほんの一月もせずに帰ってしまう人間が。

「…………」

　立ち止まり、俯うつむく。

　何だかひどく嫌な気分だ。

　きゅっと手を握られた。

　隣を見る。透き通った翡ひ翠すい色の瞳ひとみと目が合った。潤うるんだ眼まな差ざしが力を与えてくれる。

「パオラ……」

「大丈夫だよ。大丈夫だよ、カタリナさん！　へーかがみんな助けてくれるからね！」

「パオラ？」

　涙ぐんでいる彼女は、疲れ切った目をした黒髪の少女に向き直り、断言した。

「へーかがみんな助けてくれるよ！　だってキュウセイのシトだから！」

「使徒様！」

　再びカタリナがパオラにすがりつく。ビックリするほど素早い動きに常つね信のぶは少し引いてしまった。

「へーかは、みんな助けてくれるよね？　ね!?」

　パオラにじっと見つめられる。純粋な瞳がふるふると潤んだ。

　全身から一気に汗が噴き出す。

　今なら、どうにか誤ご魔ま化かして逃げることもできるかもしれない。

　いくら皇帝の替え玉を承諾したとはいえ、一ヶ月程度の話だ。余計なことはせずに大人しく次の満月を待って帰還するのが賢い選択だろう。

　そもそも、ここには偶然、落下しただけで、貧ひん民みん窟くつの人々に関かかわる謂いわれはない。

　だが一つだけ。逃れられない存在がいた。

　本気で自分のことを信じて、一心に懇こん願がんしてくる眼差し。

　そして下腹の位置に思い切り押し当てられているふくよかな癒し。

　それらが常信を逃がさなかった。

「……カタリナさん。いや、カタリナ。悪いが、俺は神の遣わした使徒ではない」

　常つね信のぶの言葉にカタリナがこちらを見上げる。パオラがキュッと口を引き結んだ。できるだけ威厳をもって宣言する。

「俺はこのグロリア帝国の皇帝だ。だから、助ける！　みんな助けるぞ！　皇帝の名にかけて、全すべてのものを！」

「へーか！　やっぱり、へーかはへーかだね！」

　パオラにひしと抱きつかれた。つい頰ほおが緩んでしまう。「あの……」とそわそわしているカタリナにニヤリと笑み、常信は頷うなずいた。

　遠くから馬車の駆ける音と「パオラー!!」という叫び声が聞こえてくる。どうやら迎えが来たようだ。

　凡人の俺に何ができるか分からないけど、やれるだけやってみよう。きっと、やればできる。そう自分に言い聞かせ、常信は朝日に照らされた道の先を見つめた。





第二章　大国を運営するだけの簡単なお仕事です（簡単とは言っていない）







　きっと、やればできる。そう思っていた時期が俺にもありました。

　死んだ魚のような目で、常信は執務室の机に突っ伏した。

「ぬあああああああああっ……。何だよ、この無理ゲー……」

　皇帝専用の執務室には幾いくつもの書類の山が出来上がっていた。もちろん机の上にも積み上がっており、常信が突っ伏した弾みで山が一つ崩れ、連鎖して数個の山が崩壊した。資料の束が盛大にまき散らされる。

「これが、この国の現状……」

　倒れたまま呟つぶやく。

　貧ひん民みん窟くつでの決意から、数日が過ぎた。

　馬車で駆けつけたムツィオの采さい配はいにより、あの貧民窟の人々には清潔な住まいと十分な食事が与えられることになった。ただ、そのとき彼は渋い顔で告げたのだ。

『陛下。あのような貧民は帝都においても珍しいことではありません。帝国全土となると途方もない数でしょうな。それら全てを救うと仰せなのですか？　さもなくば、今回のことはただの戯たわむれ、気の迷いに過ぎないということになりますぞ』

　売り言葉に買い言葉で『全すべて救う』と言い切ってしまったが、それからが大変だった。帝都の現状を教えろと命じるなり執務室に持ち込まれた資料は膨大で、それらに目を通すだけでも日が暮れるというのに、解決すべき問題は増える一方である。

「陛下、新たな資料をお持ち致しました。……お疲れのご様子ですな」

　ムツィオが書類の束を抱えて部屋に入ってきた。常つね信のぶを見下ろし、苦笑いになる。

「午後から大臣との会議がございますぞ」

「あいつらと話し合う意味を感じないんだが……」

　常信は身を起こし、席を立った。「どちらへ？」と尋ねられたので、「宝物庫を見てくる」と答える。「ご案内致します」と宰さい相しようが一礼した。




　宝物庫の中で常信は天を仰あおいだ。

　そうやってもなお、目の届かなくなる高さまで積み上げられた金銀財宝の全ぜん貌ぼうは把握できない。衛兵が掲げる明かりに金貨や宝石が反射して眩まぶしすぎた。首が痛くなってきたので上を見るのはやめ、隣に立つ禿とく頭とうの宰相に尋ねる。

「貯ため込こみ過ぎだろ！　ここが最奥の宝物庫らしいが、ここに来るまでに十七の金庫を巡り、その全てに膨大な金銀財宝が蓄積されていたぞ。しかも、ただの一つもまともに収蔵されている額を把握していないってどういうことだ!?」

　ムツィオは囁ささやくように言った。

「大国病にございます、陛下」

　莫ばく大だいな金銀財宝の間を縫うように歩きながら、宰相の話を聞く。

「栄光あるグロリア帝国は、元々、グロリア王国という山間の小国に過ぎませんでした。それを、第三代国王バジリオⅢ世が富国強兵策を掲げ、他国から高名な学者や軍略家を招いて国民全ての教育を徹底したのでございます」

「すごい国王だな」

「はい。その甲か斐いあって国内の識字率は九割を超え、魔法研究も進みました。そして第四代国王アレサンドロⅠ世が本格的に大陸平定の兵を挙げたのでございます。当時、一兵卒に至るまで戦術・戦略を語れる国は存在しませんでした。グロリア王国は連戦連勝。強兵として大陸中にその名を轟とどろかせることになるのです」

「それって、いつ頃の話なんだ？」

「今から、およそ一三○年前でございますな。以来、攻めに攻めて王国は版図を拡大し、第五代国王ダンテⅠ世三四年の年、初代皇帝として戴たい冠かんなさり、グロリア帝国となりました。それがおよそ一〇〇年前のことにございます」

　常信は首を捻ひねった。

「そんなに強かったのなら、政治の方面でも凄すごかったんじゃないのか？」

「ご賢けん察さつに存じます。まだ王国であった頃、いち早く妖精族との不可侵条約を締結致しまして、実質的に妖精族を味方につけることに成功致しました。さらに獣人族との度重なる交渉により、統治下におくことに成功。彼らも味方につけたのでございます」

「本当にすごいじゃないか!?　というか、やっぱり妖精とか獣人とかいるんだな。エルフもいるのか？」

　若干の期待を込めて尋ねてみる。ムツィオは「もちろん」とあっさり頷うなずいた。

「エルフの代表が妖精族の代表として帝国貴族の爵位を受けております。その者が妖精族との橋渡し役ですな」

「おおおおお！　正にファンタジーだなあ。是非、会ってみたい」

「それはそれとして、陛下」

　禿とく頭とうの宰さい相しようがコホンと咳せき払ばらいをする。

「本題はここからでございます。およそ三、四○年前までは良かったのです。帝国は繁栄の一途を辿たどり、人材も豊かでございました。ですが、すっかり巨大化した帝国はこの頃から既得権益層の硬直化が激しくなって参りましてなあ……」

「派閥争いとか、そういうやつか？」

「それは無論のこと、富も権力も一部の貴族が独占するようになりまして……。現在の帝国では出自によって全すべてが決まります。仕事も役職も。そうして富める者はより富み、飢うえる者はますます飢えるのでございます」

「そこまで分かってるのなら、どうして対策を立てないんだ？」

「陛下。その対策を立てる役職についている者たちは、皆、既得権益にどっぷり浸っている者たちですぞ。自らの不利益になることなどするはずがございませぬ」

「それで、あの問題の山か……」

　暗あん澹たんたる思いでため息を吐ついた。




　宝物庫の奥に至ると、財宝というより武具が多くなってきた。

　一振りの剣に目を止め、何となく手にする。鞘さやに施された装飾も美しく、柄つかを握ると手に馴な染じむ。武芸の心得がない常つね信のぶでも軽々と扱えそうな重さだった。

「何だか良さそうな剣だな。これは名のある剣なのか？」

　軽い気持ちで尋ねてみたのだが、ムツィオは真剣な表情で答える。

「その剣は聖剣ブランジェル。ラナカーン王国に伝わる風の剣にございます」

「……そのラナカーン王国は？」

「およそ三〇年前に滅ぼしました。その折、戦利品として得たものにございます」

「……じゃあ、こっちの豪華そうな斧おのは？」

「聖戦斧グルカーンですな。山岳国家アユギルに伝わる王家の秘宝でして、その力は山をも断ち割ると言われております」

「アユギルは今？」

「初代皇帝の御み代よに滅ぼしました」

「……こっちの杖つえは何かな？」

「そちらの魔法の杖は先々代の御代まで我らを脅おびやかし続けた魔法国家ソルシエーレ最高の魔法使い、ヘクセが使っていたものにございます」

「やっぱり、そのソルシエーレも？」

「無事、滅ぼしました。その折、ヘクセも斬ざん首しゆに」

「滅ぼしてばっかりだな！　あと、斬首とか酷ひどい！」

「戦国の常にございます、陛下」

「イヤな世の中だ……」

　うんざりして武具の間を進んでいくと、棚に手の平サイズの宝玉が小さな座布団の上に丁寧に置かれていた。

「この宝玉もどこかの国の戦利品なのか？」

　手に取ってみる。すると宝玉が輝き始めた。

「うわっ？　何だこれ!?　何だこれ!?　急に光り出したぞっ……」

「それは蓬ほう萊らい国に伝わる秘宝ですな。名は何と申したか……」

「いやそんなことより光ってる！　光ってるぞ！　これ何なんだよ!?」

　慌ててムツィオに突きつける。しかし帝国宰さい相しようは年の割に素早い身のこなしで常つね信のぶから距離を取り、その場に跪ひざまずいた。

「他国のものとはいえ、国宝を儂わしごときが触れるわけには参りません」

「それ絶対、言い訳だろっ？　……っと。元の場所に戻せば良かったんだ」

　座布団の上に戻すなり宝玉は輝きを失う。ホッと息をついた常信の側そばにムツィオが戻ってきた。

「蓬萊国もすでに滅ぼしております」

「そんな報告はいらん！　……ったく。一体、どれだけの国宝を奪ったんだ？　というか、幾いくつの国を滅ぼしたんだよ!?」

「ご安心下さい。五〇は下りませぬ」

「全く安心できない！　それ、相当な恨み買ってるだろ！　この国、完全に悪者だよ！」

「陛下、畏おそれながら」

　帝国宰相が居住まいを正す。

「歴史は勝者が作るものにございます。この宝物庫に納められている数々の宝は偉大なるグロリア帝国の輝かしき戦利品にして歴史の証人。陛下が罪悪感を抱く道理は全くないのでございます」

「歴史って怖い！」

　常つね信のぶは棚に手をついて叫んだ。

「なあ……。こんな状態じゃ、帝国を恨んでる国が攻めてきたらまずいことになるんじゃないか？　一国だけならまだしも、幾いくつかの国が連合軍を作ったりしたら……」

「ご明察に存じます、陛下」

　常信としては懸念を口にしただけだったのだが、ムツィオは大きく頷うなずいた。

「今、まさに。十四カ国連合軍が我が国へと侵攻しております」

「何だと!?」

　あまりの展開に理解が追いつかない。それなのに宰さい相しようは懐から懐中時計を取り出すと、「そろそろ会議の時間ですな」と平然と言い放った。




「十四カ国連合軍についてでございますか？　ふぉっふぉっふぉっ。陛下がお気になさるようなことではございませぬ。東部の蛮族どもが多少騒いでおるだけ」

「すでにジルベルト・テッサリーニ卿きようを総大将に据すえ、一〇〇万を超える軍勢を差し向けております。烏う合ごうの衆など一いつ蹴しゆうして参ることでしょう。ひぃっひぃっひぃっ」

「ぶふふふふっ。何と、あのジルベルトが総大将とは！　儂わしゃ、あれがこんな赤子の時分からよう知っとるわい」

「あのハナタレ小僧が皇帝陛下の軍を率いる総大将とは、立派になったものじゃ。ふぁっふぁっふぁっ」

　午後の会議の席。常信が切り出した議題に対する大臣たちの返答は温ぬるいものだった。吞のん気きに笑っている老人たちを眺め、ハアとため息を吐つく。

「それよりも陛下！　そろそろ良い季節になってまいりましたぞっ。鹿狩りは如何いかがですかなっ。儂もまだまだ弓の腕は陛下に負けませぬ！　ふぁっふぁっふぁっ」

　内務大臣が骨と皮だけになった腕で力こぶを作ってみせようとする。それを隣の外務大臣が「やめとけ、やめとけ。年寄りの冷や水じゃあ。ぶふふふふっ」と笑った。

　ゴリラとオランウータンを足して二で割った後、一度ぐしゃぐしゃに潰つぶして皺しわだらけにしたような顔の法務大臣が「鹿狩りのついでに温泉も良いですなあ。近頃、腰が痛くて……儂も歳としかのう。ふぉっふぉっふぉっ」と言うと、典礼大臣が「お主は十年前から同じこと言うとるわ。ひぃっひぃっひぃっ」と返す。続けて財務大臣が「十年どころか二十年前から同じじゃ。ふぇっふぇっふぇっ」とあげつらった。

　最後は五人が一斉に笑う。独特の笑い声が会議室中に響いた。

「…………」

　常信の頭に「老害」の二文字が大きく浮かび上がる。

　グロリア帝国の大臣は皆、この調子だ。全く危機意識がなく、日々、遊ゆう興きようにうつつを抜かしている。彼らは余よ裕ゆう綽しやく々しやくのようだが、常つね信のぶは全く安心できずにいた。

「ジルベルトが出陣したことは知っている。その者はどの程度、戦に長たけておるのだ？」

　話を無理やり引き戻す。すると外務大臣が「ぶふふふふっ」とほくそ笑んだ。

「ご安心なさいませ、陛下。ジルベルトはあのテッサリーニ家の当主ですぞ。万に一つも間違いはございませぬ」

「名門テッサリーニ家は代々、陛下の身辺をお守りする名誉ある役職に就いておる家柄。帝国総大将として申し分ない出自ですぞ。ふぁっふぁっふぁっ」

「副将にも名だたる名門貴族を就けております。その辺りに抜かりはございませぬ。ひぃっひぃっひぃっ」

「しかも、戦場はフェレーロ公爵の領地近くというではありませぬか。フェレーロ公爵といえば初代様以前から帝国を支えておる名門有力貴族ですぞっ。これはもはや負けるはずがありませぬな！　ふぉっふぉっふぉっ」

「……『七勇神姫セテイオ・プリンサ』が現れたとも聞いているが？」

　常信はさらに言い募る。会議前にムツィオから聞いた話だ。

「ふぇっふぇっふぇっ。『大いなる地に厄災訪れしとき　女神の御お力ちからを宿し七人の勇敢なる姫が真なる王の御み許もとに集い　厄災を打ち払うであろう』。古臭い言い伝えにございます」

　この世界には、女神の力を与えられた七人の聖女が災いから大陸を救うという古い伝承があるらしい。彼女達たちの中には十四カ国連合軍に参加している者もいるという。

「ぶふふふふっ。まるで栄光あるグロリア帝国が厄災のような物言いではありませぬか。ご安心下さい、陛下。七勇神姫が現れたところで恐るるに足りませぬ」

「大陸の片隅に追いやられた小国の者どもが恨みのあまり騒いでおるに過ぎませぬぞ」

　しかし、大臣たちは全く動じない。常信は瞑めい目もくした。

「お前たち、五人とも鹿狩りに行って来い。ついでに一月ほど休んで良いぞ」

　意を決して告げる。財務大臣が、丸眼鏡を突き破るほど目を剝むいた。

「何と!?　陛下、そのお言葉は真実にございますかっ？」

　他の四大臣も「何と」「何と」と騒いでいる。

「儂わしらがおらねば国政が維持できますまいっ。まことにありがたいお言葉では──」

「構わぬ。行って来い。その間、余と宰さい相しようで何とかする」

　有無を言わせぬ物言いで反論を押おし潰つぶした。

　元より本気で辞退する気などなかったのだろう。「陛下の仰せであれば」「致し方ありますまい」「ご命令には従わねば」「陛下のご温情じゃ」「ありがたや、ありがたや」と老貴族たちは口々に言い、五人揃そろってムツィオに「宰相殿、しっかり陛下をお支え申し上げるのだぞ」と言い残して会議室を出ていった。

「一月といわず一生休んでいてもらいたいものですな」

　五人が出ていくなり、ムツィオが毒を吐いた。

「それで、いかがなされますか。何か名案が？」

「……これから考える。あいつらがあまりに鬱うつ陶とうしかったから、俺がここにいる間だけでもいなくなっていて欲しかったんだ」

　常つね信のぶは「部屋に戻る」と立ち上がった。素早く席を立ち、宰さい相しようが深々と頭を下げる。

「陛下にあらせられましては、どうか、どうかっ、理性的な行動を心がけ下さい！　決して、一時の気の迷いに流されてはなりませぬぞ！」

「……部屋に戻って考えたいだけだよ」

　随分と仰々しく釘くぎを刺してきたので、常信はそう言い残して会議室を出た。

　長い廊下を進み、皇帝専用の私室に向かう。

「どうしようかなあ……」

　歩きながら考えを巡らせた。

　こういうとき、物語の「主人公」なら思いも寄らない名案を閃ひらめいて実行に移し、大成功を収めるのだろう。でも、自分は「主人公」ではなくただの凡人だ。

「……やっぱり、科挙かなあ」

　世界史の授業で習った古代中国の登用制度のことを思い出す。今でいう公務員試験のようなものだ。実施できれば優秀な人材が集まるに違いない。

「でも、二〇日くらいで出来るか？」

　自分がここにいるのは召喚魔法のための魔力が貯たまるまで。それまでに改革の大筋を整えておかないと休暇から戻ってきた大臣たちに台無しにされる恐れがある。

「あー……どうするかなあ……」

　思い悩みながら私室のドアを開いた。

「お帰りなさいませ、へーか！」

　銀髪巨乳美少女が出迎えてくれる。

　何な故ぜかメイド服姿だった。

「……パオラ、一応聞くけど、どうしてここにいるんだ？」

「もちろん、毎日忙しいへーかの疲れを癒いやすためだよっ」

「ここは俺の私室だから入っちゃダメだって、ムツィオに言われなかったか？」

「大丈夫！　お祖じ父いちゃんにはきちんと言っておいたから」

　フフンとパオラは大きな胸を張る。

「へーかとわたしの二人きりの時間を邪魔したら、お祖父ちゃんのこと嫌いになるって言ったら笑顔で送り出してくれたよ！」

「……無邪気な子って怖いな。それで、その格好は何かな？」

「お世話係の人が着てる服だよ！　へーかのお世話をするから貸してって頼んで貸してもらったの！　でも、胸のボタンがちゃんと留とめられなくてごめんなさい」

　パオラがぺこりと頭を下げる。彼女の言う通り、胸を収めきれておらずかなりはだけた状態になっていた。

「そ、そうなんだ。いいんじゃないかな……」

　動揺を悟られまいと平気な振りをしてソファに落ち着く。銀髪を跳ねさせ、パオラは上機嫌に飲み物を持ってきた。

「わたしの特製ジュースですよーっ。あ！　えっと……ちょっと待ってね」

　銀製のカップを載せた盆を一いつ旦たんローテーブルに下ろすと、彼女はジュースの入ったカップを手にして常つね信のぶの隣に座る。手渡ししてくれるのかと思いきや、はだけたメイド服の胸元を引っ張り、「よいしょ」と細長いカップを胸の谷間に挟み込んだ。

「ひゃう！　冷たいねー。はい、へーか。どうぞ」

　冷たさを我慢して胸を寄せたパオラは、頰ほおを染めつつカップを差し出す。

「ナニヲシテイルンデスカ？」

　目の前の状況が理解できない。

　凍りついた常信に対し、パオラはひょこっと小首を傾かしげた。

「こうするとへーかは喜ぶってキャラちゃんが言ってたよ？　へーか、嬉うれしくない？」

「よしパオラ。一旦、落ち着こうか」

「はうっ♪　はい。わたし、落ち着きます」

　パオラの体がビクンと跳ねる。その拍子にジュースが少しこぼれて彼女の胸元を濡ぬらしてしまった。頰や口元にも少し飛沫しぶきがつく。

「しまった。逆効果だったぁ……」

　頭を抱える。パオラにハンカチを渡し、気を取り直して尋ねた。

「とりあえず、キャラちゃんっていうのは誰かな？」

「キャラちゃんはわたしの大親友だよ！　すっごく頭が良いんだ！　すっごいんだ！」

　嬉しそうに答える。そいつに説教せねばと思ったところで「頭が良い」という単語が引っ掛かった。

「パオラ、ちょっとその子に会わせてくれないか？」




「働いたら負けだと思ってる……」

「その台詞せりふを、ネタでなく本気で言ってる人、初めて見たよ」

「いえーい……」

「褒めてないからな」

　突き上げられた親指を軽く払い、常信は目の前に寝転がっている自じ堕だ落らく猫耳娘を見下ろした。より正確には猫耳猫尻尾娘だ。ムツィオが話していた獣人族である。帝国内では珍しくない存在だそうだ。

　翌日、常つね信のぶはパオラに案内されて帝都内のとある住宅地を訪れた。物々しい警備つきの外出で、周辺一帯は通行禁止になっている。大げさな訪問になってしまったが、家主は散らかった部屋に平然と二人を迎え入れた。

「君がキャラ・カッチーノで間違いないんだよな？」

　昼間から自宅のベッドで惰眠を貪むさぼっていた猫耳娘に尋ねる。彼女は真っ赤な髪と同じ赤い尻尾しつぽをやる気なさそうに振り、「そうでーす……」と半分眠りながら答えた。

　本当にこの子が天才なのか？　と常信は相手を凝視した。

　背丈はパオラと同じくらいだろう。胸は真っ平らで猫耳と尻尾以外は人間の少女とさして変わらない。顔立ちは可愛かわいいのだが、やる気を前世に置き忘れてきたような緩みきった表情のせいで魅力が半減している。

　服装は、明らかに大きすぎるシャツを一枚着ているだけだ。無地で元々は白かったようだが、若干黄ばんでいる。

　パオラが「キャラちゃんは天才なんだよ！　天才発明家だよ！」と鼻息荒く語っていたので、どんな人物かと思いきや「自宅警備員」という単語の方が似合いそうだった。

「わーっ！　キャラちゃんの発明は相変わらず、すごいねーっ！」

　常信をここまで案内してきたパオラは他人の家だというのに勝手にあちこち見て回っている。それに対し、キャラという少女も気にしている様子はなかった。
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「パオラとは、幼い頃、仲良くしていたとか……」

「あれー？　あんた陛下だよねー……。あたしとは初対面じゃないっしょー……？」

　眠たげな目でこちらを見る。「そうだったかな」と受け流した。キャラがもぞもぞと蠢うごめき、気け怠だるそうに上半身を起こす。鼻をヒクヒクさせて呟つぶやいた。

「……あんた、なんか違うなー。ま、別にいいやー。で、何の用？」

「さっきも言ったけど、君の力を貸して欲しい」

「働いたら負けだと思ってる……」

「とんだダメ人間だな！　独創的な発明を幾いくつもしてるって聞いたぞっ？　寝転がったままで良いから、その頭だけ貸してくれっ」

「あたしの頭は取り外せませーん……」

「そういう意味じゃなくて」

「ねーねー、キャラちゃん！　これ何っ？　小さな水晶がいっぱいあるよ！」

　隣の部屋まで入り込んでいたパオラが両手に拳こぶし大の水晶を持って戻ってきた。「んあー」と振り向き、キャラは「一個ちょうだい」と右手を伸ばす。

「はい、どうぞっ」

「あんがとー……。これはねー……こんなふうに使うんだー……」

　猫耳娘が、先程までとは打って変わって素早い指使いを見せた。水晶の表面を指先で弄いじり回す。最後に人差し指でポンと表面を軽く叩たたいた。

　パオラの手の中で小さく鈴の音がする。「わっ」と水晶を見たパオラは、何かに気づいたらしく「こうかな？」と自分の持っていた水晶の表面を撫なでた。それから「おおーっ」と歓声を上げる。

「すごい、すごーい！　これ、さっきのわたし？」

「隣の部屋に記録レンズ設置してるからー……。惜しいなー。パオラのおっぱいが見えそうで見えない……」

「もーっ。キャラちゃん相変わらずだなーっ」

「しょうがないから直じかに揉もんでおこう……」

　そう言ってキャラは無造作にパオラの胸を摑つかんだ。「くすぐったいよぉ」とパオラは文句を言うが、どこか楽しそうでもある。そのうち「やっぱりパオラのおっぱいは癒いやしだなー」と猫耳娘は胸の谷間に顔を埋うずめた。

「おいコラ。ちょっと待て」

　常つね信のぶはキャラの首根っこを摑んでパオラから引き離した。「あれー？　まだいたのー……」と全く不満を隠そうとしない彼女の手て許もとを指さす。

「それってスマホ……離れた相手と画像をやり取りしたりできる道具なのか？」

「あれー……？」

　常つね信のぶの言葉に、キャラが初めて驚きと呼べそうな反応を示した。

「陛下って、そんなに勘良かったかなー……？　けっこう良いところ突いてるよー……。これはねー、遠くの相手と話をしたり画像とか文章とか送り合ったりできる装置なんだ……。って、どんなに説明しても誰も理解してくれないんだよねー……」

「やっぱりスマホじゃないか!?　あれ？　この世界には魔法を使った遠隔通信とか普通にあるの？」

「この世界？　スマホ？　まあ、魔法による通信を実用化してるところは少ないねー……。そもそも膨大な魔力がいるから、すんごい大魔法使いくらいしか使えないし……」

　ベッドからのそのそと起きだし、キャラは裸足はだしのまま床に降り立つ。「こっち」と常信を手招きして、先程までパオラが出入りしていた部屋に誘った。

「これは、テレビで観みたことがあるような……。通信衛星っぽいな？　こっちはコミケで背負ってる人がいたような……。中継器だっけ？」

　雑多な物が並べられたテーブルには、常信にも見覚えのある機械が載っている。他にもどこかで見たような装置が転がっていた。

「おーっ……陛下、意外とやるねー……。じゃ、これは何か分かるー……？」

　キャラは壁に貼られた世界地図を指さす。すかさずパオラが「世界地図だよ！」と手を挙げたので、「ちょっと黙ってて」と制した。「ふわっ♪」と甘い声を上げてパオラが大人しくなる。

　常信は壁の世界地図に意識を集中させた。以前、パオラに見せてもらったものと決定的に違うのは無数の点が地図上に打ってあることだ。点は赤と青の二種類あり、赤点の周囲に青点が集まっている。

「通信拠点の地図だ！　赤が大本で周囲の青が中継して通信を繫つなぐ！　キャラ、君はインターネットの概念を考えついているんだね！」

　常信にとっては自明のものだが、この世界でも同じことを考えている人がいるとは思っていなかった。しかもキャラは、より具体的な実行計画まで描けている。

「ん……？　ちょっと待ってくれ。これってどうやって作ったんだ？　というか、この発想はこの世界というか時代にあって良いものなのか？　うわっ、混乱してきたぞ！　剣と魔法の世界じゃなくて一気にＳＦ感が出てきた……」

　ハタと気がついた。

「そうだ！　これの動力源は何!?　やっぱり魔力っ？」

　勢い込んでキャラを見る。ぽかーんとこちらを見つめる彼女と目が合った。

「……すんごく久し振りにビックリしたよー。一目見て全部理解しちゃうなんて。……陛下のこと見直したかもねー」

「ま、まあ、たまたま閃ひらめいただけだよ」

「ふーん……。これの動力はもちろん魔力だよー。でもねー、この計画が実現したら魔力のない人でも水晶が操れるようになるんだー……。どうしてだか分かるー？」

「魔力を水晶自体に蓄えて、それを使って水晶が稼働するようにするんだろ？　あと、魔力を作り出して蓄えておく施設を国内のあちこちに設置して、そこから魔力を常時送り込めるようにする。これなら──」

「陛下、すごーい……」

　ピタッとキャラが抱きついてきた。突然のことに戸惑っていると、背中にむにゅんと柔らかい感触が押し当てられる。パオラが膨れ面になってしがみついていた。何か言いたそうに口をもごもご動かしている。

「あ、ごめんごめん。もう喋しやべっていいから」

「ふはあっ……。ダメだよ、キャラちゃん！　へーかはわたしのへーかなんだからっ」

「分かったー……。あたしは愛あい妾しようになって陛下に養ってもらうよー……」

「何を言ってるんだ、君はっ？」

「キャラちゃん、それは名案だね！　一緒にお城で暮らそうよっ」

「パオラまで!?」

「でねー、陛下……。これの最大の欠点って何か分かるー……？」

「欠点？　欠点か……」

　美少女二人に抱きつかれたまま常つね信のぶは壁の世界地図を見た。こういうとき、すぐに気づく頭脳が欲しいなあと密ひそかに嘆なげく。

「お金がねー……すごくかかるんだー……。あと労力とかもねー……。だから実現不可能なんだー。残念でしたー……」

　キャラの猫耳がぺたんと倒れた。

「ざっと計算しても、数百兆オーロは下らないんだよねー……。そんなお金、あるわけないから、あたしがいくら考えても実現しないんだよー……」

　それは彼女がずっと抱えていた悩みだろう。確かにこれだけの規模を個人で為なそうとしても無理がある。

「なるほど。良く分かった」

　常信はキャラの頭を撫なでてやった。

「キャラ、君の計画は俺が実現させよう」

「ふえっ？　陛下、すんごいお金と時間と人手がかかるんだよー……」

「ああ、そうだな。でも、大丈夫。何しろウチ、大国だから」

　そう言って常信は不敵に笑った。
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「何だろう……。すごく胡う散さん臭くさいな……」

　執務机に肘ひじを突き、常つね信のぶは唸うなった。

　求人情報誌の文面を思い出しながら募集要項を書いてみたのだが、何かが違う。水晶球に映し出されている画面をしばらく睨にらみ、結局、全すべて削除してしまった。

「うあーっ……。主人公補正が欲しいーっ！　たった一文で読んだ人の心を鷲わし摑づかみできるチート能力をくれー!!」

　一人、叫んで椅い子すに凭もたれる。ハアとため息を吐ついた。

「そういうこと考えちゃうところが凡人なんだろうなあ……」

　キャラの家でインターネットの開設を決めてから半月あまり。

　すでに帝国の八割を網羅する巨大魔力通信網が整備されつつあった。

　ムツィオから第一報を受けたときは、あまりの速さに噓うそだと思ったほどだ。常信の予想では、五大臣が休暇から帰ってくる前に工事の計画が決まり、あの老人たちが何を言おうとムツィオが宰さい相しようの権限で推進する流れだった。

　ところが常信からインターネット構想を説明されたムツィオは「年とし甲が斐いもなく興奮してきましたぞっ」と勇躍し、陣頭に立って指揮を執とった。すると現地の作業員も、帝国の技術力は世界一ィィィッ！　とばかり腕を振るい、あっという間に通信網設備が帝国各地に建設されたのである。

　それと平行してキャラが発明した「魔力のない人でも使える水晶」が大量生産され、帝国民に無償で配られた。「晶機コムニカ」と名づけられたそれは水晶球を使いこなしていた魔法使いだけでなく、利に聡さとい商人や勘の良い若者が食いつき、凄すさまじい速度で帝国中に浸透していっている。

「やっぱり、金庫を丸ごと一棟空けたのが良かったのかな」

　常つね信のぶは計画の実行資金として金庫の財を一棟全すべて使わせた。使い切れと命じたので、帝国中が建設景気に沸いているらしい。改めて金の力というものを思い知らされた。

「あとは、これを使って優秀な人材を集めるだけなんだけど……」

　真っ白になった画面を見つめ、苦い顔になる。

　数日、粘ってみたが、どうしてもピンと来る募集告知が出来上がらない。

「くっそー……俺って文才ないなぁ……。というか、得意なものが何もないなぁ……」

　陰いん鬱うつな気分に陥りかけたとき、窓際で羽音がした。

　開けたままにしておいた窓から一羽の烏からすが室内に入り込む。毛足の長い絨じゆう毯たんの上に降り立った烏は、ひょこっと常信の方を向いた。

「こらこら、入ってくるなよ」

　追い払おうと席を立つ。烏が口を開いた。

「やっはろー……。陛下、聞こえるー……？」

「キャラ!?　……まさか、その烏から」

「そうだよー……。うん。こっちも感度良好ー……」

　キャラの声で喋しやべりながら烏がぴょこぴょこ跳びはねる。軽く羽ばたいて常信の執務机に乗ってきた。

「使い魔ってやつだよな」

　恐る恐る触れてみる。烏が首を傾かしげた。

「違うよー……。あたし、魔法使いじゃないから使い魔なんて持ってないしー……」

「じゃあ、この烏は何なんだ？」

「あれー？　陛下、気づかない？　けっこう良い出来ってことかー……。これは烏型の模型だよー……。魔力で飛ばしてるんだー……。試しにルビーク川まで飛んでみたけどー……建材運んでる船でごった返してたねー……。陛下の狙ねらい、大当たりじゃーん……」

「ルビーク川って帝都の近くを通ってるアレだよな。ドローンみたいなものか」

　つくづくキャラの発明力には感心させられる。

「ドローン？　まあ、いいやー……。それよりさー、陛下……。パオラ、どうしたの？」

「パオラ？　そういえば、今日は見てないな。あいつに用があるなら引きこもってないで城まで会いに来いよ。キャラなら顔パスで通れるようにしておくから」

　羽根をつまんだりして造形の見事さに見入っていると、ガブッと指を嚙かまれた。

「痛ったい！　何するんだ!?」

「陛下ー……あたしが聞いてるのはそういうのじゃないんだけどー……。えー？　少しは勘が良くなったのかと思ったのに、やっぱり昔のまんまかー……」

「鈍くて悪かったな。はっきり言ってくれ」

　嚙かまれた指をさすりながら烏からすを睨にらむ。首がひょこっと動いた。

「だからさー……。パオラが変だって話だよー……。喋しやべり方とか子どもみたいだしー、無理やりテンション上げてるみたいで……何か居たたまれないんだよねー……」

「……もう少し、詳しく聞かせてくれないか」

「詳しくも何も、陛下はパオラのお兄さんだよねー……。見てて気づかなかったのー？」

「喋り方が子どもみたいだってのは前から思ってたけど、以前は違ったのか？」

「少なくとも数ヶ月前……陛下が病気になったからって、あたしのところに来なくなる前までは、あんな幼い喋り方してなかったよー……。あたしらもう、十五だし……」

　頭を殴られたような衝撃を受けた。

　言葉を失った常つね信のぶを烏の小さな目が捉とらえ、またひょこっと首を傾かしげる。

「何か、すごくショックな出来事とかあったんじゃないのー……？　心がやられるとー、一時的に幼くなっちゃうことってあるらしいし……」

「……キャラ、そっちにパオラは行ってないんだよな？」

「来てないよー……。そういや、三日くらい前から来なくなったねー……」

「そうか……」

　執務机に置いてある小さなカレンダーが目に止まった。

「悪い、ちょっと急用を思い出した」

　執務室を出ようとした常信の背中に烏が声を掛ける。

「こっちにも陛下のところにもいないんなら、多分、あそこだよー……」




　城の北側に建てられた巨大な図書館の中は、分厚い壁と重い扉によって外界から隔絶されていた。

「ここにパオラが……」

　書物が日に焼けるのを防ぐためだろう。窓は細く、申し訳程度の明かりしか差し込んでこない。玄関入ってすぐの吹き抜けの空間は、耳が痛くなるほどの静寂に包まれていた。床にはフェルトが敷き詰められていて足音が響かない。

　常信は小柄な銀髪娘の姿を探して図書館内を歩き回った。

　とても簡単なことだ。

　今まで気づかなかった自分が情けない。

　彼女は、少し前に数少ない肉親の一人を失ったばかりだ。

　亡くなった兄とは仲が良かったに違いない。

　他人と分かっていながら、そっくりな顔をした少年に懐き、甲か斐い甲が斐いしく世話をし、その身を案じるほどなのだから。

　そういえば、召喚魔法が得意だけれど治癒魔法も勉強したと言っていた。

　それは誰のためだったのか。

「パオラ……」

　悲しみの縁にありながら、気丈に、健けな気げに、国のためを思って異世界から兄そっくりの人物を召喚した、たった十五歳の少女。

「パオラ……」

　広大な一階を巡り、本棚が並ぶ二階を抜け、暗さと書物の密度が増した三階を進んで四階に至る。この階だけは趣おもむきが異なっていた。床には絨じゆう毯たんが敷かれ、階段を上がってすぐの場所は応接室のような空間になっている。小さな窓の側そばにティーテーブルもあった。

「パオラっ！」

　思い切って声を上げる。静まりかえった館内に常つね信のぶの声が広がり、溶け込んで消えた。本棚の間を適当に歩いていく。やがて突き当たりに着いた。

「わーっ、へーかだ！」

　鈴の音のような可愛かわいらしい声に振り向く。隅の一角に幾いくつもの書物が積み上がっていた。近づいて隙すき間まから覗のぞくと、床に体育座りをしているパオラと目が合う。

「えへへーっ……。どうしたの、へーか？　まだ夜じゃないよ？」

　彼女の膝ひざには分厚い本があった。魔法に関かんする書物のようだ。数行読んでみたが、専門用語が多すぎてほとんど理解できなかった。

「今日は天気が良いから、きれいな満月になるよ！　ちゃんと魔力も補充できてるし、魔法陣もバッチリなので安心して欲しいのです！」

　ムンと胸を張るパオラ。

　常信は本の塔を慎重にずらしてスペースを作り、彼女の前に腰を下ろした。パオラが翡ひ翠すい色の瞳ひとみをぱちくりさせる。

「俺、今夜帰る予定だったんだよね」

「うん！　へーかが元の世界に帰っても、後のことはお祖じ父いちゃんに任せておけば大丈夫だよ！　優秀な人をいっぱい帝都に集めるんだって気合い入れてるから！」

「なあ、パオラ……」

「わたしも頑張るから大丈夫だよ！　キャラちゃんの発明は面白そうだから、色々やってみたいんだ！　だから、ここで魔法のお勉強し直してるの！」

　膝に乗せていた分厚い本の表紙を常信に見せる。

「すごいでしょ！　わたし、ここの本は全部読んでるから！　あ！　今のウソ！　本当は魔法関連のものしか読んでません。ごめんなさい！」

　ぺこりと頭を下げる。

「でもね！　わたし──」

「パオラ、話を聞いて欲しい」

「ひゃうん♪」

　大きな胸がビクンと跳ねた。パオラが口を閉ざす。

　こういうときは助かるな……と素直に感謝し、常つね信のぶは正座した。

「これは皇帝としての命令じゃなくて、俺の……そういえば、自己紹介してなかったね」

「へ、へーかぁっ」

　パオラが膝ひざを抱きかかえ、こちらを見つめる。

「だ、ダメだよぉ。本名はぁ、知られちゃったら、呪のろいをかけられるかもっ、んんっ……しれないんだからぁ。言っちゃ、ダメぇっ！」

　快感に抗あらがいながら上気した顔で常信の言葉を遮った。けれど、そのくらいでやめるような甘い覚悟ではない。

　彼女に体を寄せ、耳元で囁ささやいた。

「俺の名前は日和ひより常信だ」

　パオラがキュッと身を竦すくめる。小さく頷うなずいた。

「君にだけは伝えておくよ。他の誰にも教えないから」

「うん。わたしも、誰にも言わないっ。二人だけの秘密」

「ああ、秘密だ」

　頷いて体を引く。改めて彼女の前に正座した。

「もう一度言うけど、これは皇帝としての命令じゃない。俺、日和常信個人のお願いだ。だから断ってもいい。その上で、パオラにお願いがある」

　パオラの瞳ひとみに辛つらそうな色が混じる。

「頼む」

　常信は頭を下げた。

「俺を、もうしばらくここにいさせてくれ」

「えっ……？」

　翡ひ翠すい色の瞳が大きく見開かれる。

「えっ……？　でも……でも、それじゃ、へーかはっ……あのね！　異世界召喚魔法は魔力だけじゃなくて月齢とか召喚場所とか色々条件があってね！　今夜を逃したら次はいつになるかわからなくて──」

「それで構わない。俺はまだ、パオラと一緒にいたい」

「あれっ？　でも……でもっ……へーかはっ……へーかはっ……あれぇっ……？」

　ぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

　それを拭ぬぐいながら首を振る。きれいな銀髪が舞い躍り、少し乱れた。

「あれっ？　おかしいな……。わたし、ちゃんと一人でやれるって……頑張るから大丈夫なのにっ……へーかは……」

　少し躊躇ためらったけれど、常つね信のぶは彼女を抱きしめた。優しく包み込むように。

「ごめんな、パオラ。ワガママ言って。もうしばらく、俺の気が済むまでここにいさせてくれ。何て言うか、まだ帰れないんだ。帰りたくないんだ」

「……へーか。へーかは、まだここにいるの？」

「ああ。もうしばらく。どのくらいかはちょっとよく分からないけど。いいかな？」

　胸をギュッと摑つかまれた。

「うん。わたしも、へーかと一緒にいたい」

　その声に安心する。常信は銀髪をそっと撫なでた。
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第三章　大貴族エルフと五大臣（老害）の説得余裕でした







「ご覧下さい、陛下！　このような書き込み、ただちに粛しゆく正せいせねばっ！　よりにもよってパオラの名を騙かたり、いらぬ戯ざれ言ごとを書き連ねるなど、言語道断！」

　ムツィオが荒ぶっている。

　水晶球を覗のぞき込こみながら常つね信のぶは呟つぶやいた。

「これって、あれか。某知恵袋的なやつか」

　画面には膨大な質問が書き込まれ、それに対し、大量の回答が寄せられている。いい加減なものから大おお真面目まじめなものまで様々だが、「自称」皇帝陛下の妹君たる少女のどこか抜けた質問の数々に皆が面白がって回答していた。

　常信が帰還を一いつ旦たん、取りやめてから数日。

　帝国全土に張り巡らされつつある魔力通信網内には、すでに幾いくつものサイトが作られていた。その中の一つ。皆が好きなように質問し、それを見た者が自由に回答できるサイトに開設当初から「パオラ・ハルバート」が頻ひん繁ぱんに質問を書き込んでいる。

「これ、パオラ本人だよな？」

　常信は隣で水晶球を覗き込んでいる銀髪美少女に尋ねた。彼女は翡ひ翠すい色の瞳ひとみをこちらに向け、「そうだよ」とあっさり頷うなずいた。

「キャラちゃんが『あたし眠いから、パオラにぴったりのサイト作っといたんで、そっちに質問書き込んで』って言ったの。だから、ここでみんなに質問してるんだよっ」

「パパパパオラっ……だからといって本名は……」

　ムツィオが真っ青になる。宰さい相しようの肩を摑つかみ、常つね信のぶは質問の一つを指さした。

「色々と言いたいことはあるけれど、その前にこれだ、宰相。門番が商人に通行手形を売っているという不正事実が発覚してるぞ」

「何ですとぉっ？」

　さすがに大国の宰相だけあって、立ち直りも早い。

「直ちに捕らえさせます！」

　そう言ってムツィオは部屋を出ていった。

　二人きりになったところで、常信はパオラに向き直る。

「……なあ、パオラ。今更なんだけど、こういうのって本名は使わないものなんだよ。キャラに注意されなかったかな？」

「んー？　そういえばそんなこと言ってたような気がするけど、よく分からなかったから本名でやったんだ。みんな本名じゃないの？」

「少なくとも『深しん淵えんなる紅ぐ蓮れんの碧へき眼がん』は本名じゃないだろうね……」

　それからインターネットのセキュリティというものについて語って聞かせたが、彼女はポカンとしていた。

「……分かった。じゃあ、こうしよう。パオラ、質問はあくまでパオラの個人的な疑問だけにしてくれ」

　そう告げるなり、パオラが「はうぅっ♪」と身を震わせる。一緒に胸もぷるんと揺れた。彼女は上気した顔で「分かりました、へーか」と素直に答える。

「よし、約束だ。ところで、キャラは他にどんなサイトを作ったか知ってる？」

「えっとね。もう一つあるよ。こっちは、わたしは書き込んじゃダメだって言われたからあんまり見てないんだけど、『みんなの井戸端会議』って言うんだって」

　そう言いながらパオラは水晶球を操り、そのサイトを映し出してくれた。

「ああ、某掲示板ってやつか……」

　何となく予想はついていたが、ほとんど同じ作りである。誰かが好きに話題を振り、それに対して皆が自由に発言する。キャラのイメージとしては井戸端で行われる主婦たちの世間話だから、こんな名前なのだろう。

「あいつ、本当にここの人間なのか？　感性があっちと似すぎだろ」

　半なかば呆あきれながらサイトを眺めてみた。すぐに「パオラ・ハルバート」という名前が目に止まったので、その話題を扱っている「会議」を開いてみる。
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「…………」

　常つね信のぶは「会議」画面を閉じた。

「どこの世界でも、人間の感性って似たようなものなんだな……。あと、自動翻訳機能の意訳が優秀すぎて辛つらい……」

　異世界に来てまでｗｗｗを見るとは思っていなかった。あれは実際に書き込まれているのではなく、常信に分かりやすい形で意訳された結果だろう。

　眉み間けんに指を押し当てていると、パオラが「へーか、大丈夫？」と覗のぞき込こんできた。

「ああ、大丈夫。ちょっと呆あきれてただけだから……。それにしても、もうこんなに盛り上がっているのか……。パオラの質問にもすごい数の回答がついてたし、ちょっと俺もやってみようかな」

　気持ちを切り替えて先程の知恵袋サイトに入ると、元の世界で使っていた「風かざ見み鶏どり」という名前で質問を書き込む。




『優秀な人材を集めるにはどうしたら良いでしょうか？』（質問者：風見鶏）

　ちょっと事情があって人材を集めなければならなくなりました。なるべく優秀な人を集めたいのですが、良い方法が思いつきません。どうか名案をお願い致します。なお、資金はかなりあります。




「こんな感じで良いかな」

　質問を投稿する。パオラの質問に対しては少ないものでも一〇〇件の回答が寄せられていた。自分のものはどのくらい行くだろう。その中に想像を絶する名案はあるだろうか。ドキドキしながら回答が寄せられるのを待つ。




　一時間後。一件の回答もつかなかった。

「ま、まあ……タイミングとかもあるし、質問内容も簡単に答えられるものじゃないし、明日まで待った方が良いよな……」

　若干、嫌な汗をかきつつ、常信は席を立った。

「ときに陛下。こちらに永住なさるご決断はいつ頃になりましょうか？」

　そこにムツィオが戻ってくる。ここ数日、うんざりするほど聞かされている台詞せりふに乾いた笑いしか出てこなかった。常信が満月の日に帰らなかったので脈ありと思われてしまったらしい。

「そういえば、十四カ国連合軍の方はどうなってるんだ？　あれから全然、状況を聞いてなかったけど」

　話を逸そらすため、思いついたことを口にしてみた。

「それでしたら、ジルベルト卿きようから定期報告が届いております。戦局は膠こう着ちやくしておるものの、我が軍の優勢とのこと」

「そうか。今は改革を邪魔されたくないし、このまま追い返してくれれば良いんだけど」

「七勇神姫セテイオ・プリンサ」のことが気になる。ただ、自分は心配しすぎなのかもしれないとも思った。戦争のことなど全く分からないので専門家に任せるしかない。

　今は人材確保の案を講じるのが先だと言い聞かせ、常つね信のぶは水晶球を見下ろした。




　数日後。

「何で一件も回答がつかないんだよ!?」

　執務室の水晶球の前で常信は絶叫した。

　あれから質問の仕方を変えて数回投稿してみたが、その全すべてに誰も反応してくれなかった。知恵袋自体は活況である。特にパオラの質問には今日も大量の回答が寄せられていた。『右ってどっちですか？』という、本人は軽い気持ちで聞いたのだろうけれど、ひょっとしたら深い問いなのだろうかと考えさせられてしまう質問にも『右です』というそっけない回答から『お前が信じた方が右なんだよ！』という熱血なのか何なのかよく分からない回答まで様々なものがすごい早さで掲載される。

「くっ……。まさかパオラに嫉しつ妬とする日が来ようとは……」

　冗談抜きで羨うらやましかった。

「あーあ……。誰からも相手にされない。こういうところも俺って凡人なんだよなあ」

　机に頰ほお杖づえを突いてパオラの質問と回答をだらだら眺める。ちょっとした大喜利のようになっていて面白い。ニヤニヤしながら読み進めていくうち、あることに気がついた。

「……深しん淵えんなる紅ぐ蓮れんの碧へき眼がんとロレンソは今のところ皆勤賞か。紅蓮の碧眼はともかく、このロレンソって人はすごいな」

　パオラの質問に対し、当初から常に回答を寄せている人物が二人いる。必ず一番に回答しているが、常にろくでもないことを書き込む「深淵なる紅蓮の碧眼」と、回答は遅めだが回答内容がどんな質問に対してもしっかりしているロレンソ。

　特に目を引いたのは、『税金って何ですか？』という質問に対し、租税の歴史から仕組みに至るまで長々と解説し、最後には現在の帝国における税制問題とその解決策まで書き込んだ回答だった。

「……この人、絶対、専門家だよな？　こういう人を連れてきたいんだけど」

　他にも専門的な回答をしてくれている者は幾人もいる。はっきりと「自分は天体観測を生業なりわいとしております」と宣言している回答者もいた。彼らを官僚として登用できれば心強いのだが。

「みんなパオラにしか興味なさそうなんだよなぁ……。俺も皇帝だって名乗ってやってみようかな？」

　パオラが話題になったのも「皇帝の妹君」を名乗っているという点が注目されたからだ。やはり、悪目立ちでも目立ったもの勝ちなのかもしれない。

「よし。やってみよう！」

　早速、「グロリア帝国皇帝　アルフォンソ・ハルバート」名義で質問を書き込む。質問の仕方も偉そうにしてみた。

「これで、どうだ！」

　送信する。

　数秒後、反応があった。

「おおっ？」

　身を乗り出し、水晶球を覗のぞき込こむ。

『この質問は不適切と判断され削除されました』

「えええええ!?　何でっ？　どうなってんだ!?」

　水晶球を摑つかむ。そこに通信の呼び出し音が鳴った。電話のようなものだが、通話相手はキャラだ。珍しいこともあるものだなと思いながら回線を繫つなぐ。

『陛下ー……何やってんの？』

　キャラの呆あきれ声が飛んできた。

「……もしかして、見てた？」

『当たり前じゃーん……。まあ、あたしが四六時中調べてるわけじゃないけどー……。前もって、この単語が入ってたらアウトーとか決めてたから……。送信元割り出したら陛下本人だし……何やってんの？　パオラならともかく、陛下は分別ついてる大人だよね？』

「ごめんなさい……。つい、出来心で……」

『あー……全く反応がないから辛つらいっていうのも分かるけどさー……。冷静になろうよ』

「返す言葉もございません……」

『じゃ、そんだけだからー……』

「あ！　ちょっと待ってくれ」

　急いで引ひき留とめる。『なにー……？』とだるそうな声が返ってきた。

「知恵袋も井戸端会議もそっちで管理してるんだよな？　だったら、コメントを送った奴やつも特定できるよな？」

『陛下ー……それって良くないと思うなー……』

「頼む！　一回だけ！　一回だけで良いから！　どうしても会ってみたい人がいるんだよ！　その人を帝都に呼べたら色々と助かりそうなんだっ。頼む！」

　相手には見えないのだが、水晶球の前で手を合わせる。『うえー……』と嫌そうな声が洩もれ聞こえてきたが、渋々といった様子で承諾してくれた。

『水晶球は共用のものもあるからー……。そこから先は分かんないからねー……』

「助かる！　その先は自分で何とかする！」

　常つね信のぶは机に額をこすりつける勢いで頭を下げた。




「ここがロレンソ・エヴァンジェリスティ公爵の邸宅か……」

　数日後。常信はパオラと連れだって「ロレンソ」のいる屋敷を訪れた。

　キャラの情報によると、ロレンソの正体は帝都に住む名門貴族の一角、ロレンソ・エヴァンジェリスティ公爵であるらしい。意外と身近に優秀そうな人物がいたのだなと思いながら彼に会いに行くことにしたが、そこで重大な事実を知った。

　エヴァンジェリスティ公爵はエルフだという。

　帝国内に暮らす妖精族の代表として爵位を与えられているそうだ。それを知って常信は期待に胸が高鳴ったが、公爵家を訪れることにムツィオは難色を示した。あくまで公爵は人間とエルフの仲介役に徹していたいらしい。

「くれぐれも、ロレンソ卿きようの機嫌を損ねることなきように。国内の妖精族を敵に回すことになりかねませんので」

　宰さい相しように釘くぎを刺されて送り出されたエヴァンジェリスティ公爵の屋敷は、多くの木々に囲まれて瀟しよう洒しやな佇たたずまいを見せていた。

「ようこそ、お出いで下さいました。皇帝陛下」

　玄関先で初老の男性が二人を出迎える。彼の耳は長く尖とがっていた。男性はエヴァンジェリスティ公爵家の執事だと名乗り、常信とパオラを先導する。落ち着いた雰囲気の玄関広間を抜け、客間に通された。

「どうか、こちらでおくつろぎ下さいますよう」

　執事は再度、深く一礼して退室する。二人きりになった途端、パオラが「わーっ！　すごいね！　植物園みたい」と室内を見物し出した。

　本当は常信も興味津々だったが、ここは我慢して近くにあった籐とう製の長なが椅い子すに腰を下ろす。思いの外、柔らかく、籐に包み込まれるような感触が心地良かった。窓際に置かれた大きな壺つぼを「ほほーっ」と眺めているパオラを見つめる。

「まあ、陛下。このようなところまでご足労いただきまことにありがとうございます！」

　声に振り向くと、奥の扉から豪ごう奢しやな美少女が姿を現した。エルフに特徴的な長く尖った耳と神秘的なまでに白い肌。優雅に波打つ金髪を揺らし、颯さつ爽そうとこちらに歩み寄ってくる。長い睫まつ毛げをもつ紫の瞳ひとみが妖よう艶えんにこちらを捉とらえ、細かな宝石を散りばめた紫のドレスも艶つやっぽい。彼女は常信の前まで来ると上品にドレスの裾すそをつまみ帝国淑女式の礼をした。

「ベアトリーチェ・エヴァンジェリスティと申します。陛下にご挨あい拶さつさせていただくのはお初に存じます。どうか、ビーチェとお呼び下さい」

　所作が洗練されているからか、華やかでありながら慎つつましさも感じる。それなのに、どこか魔性の匂においもした。完かん璧ぺきに計算されつくした穏やかな笑みの奥底でこちらを冷たく値踏みしているようだ。

　蛇に睨にらまれた蛙かえる。そんな幻覚を見てしまい、常つね信のぶは長なが椅い子すに座ったまま「ああ、うん」と目を逸そらした。一瞬、視界の端でベアトリーチェの目つきが鋭くなる。

「すごいね！　きれいだね！　これ、どうなってるのっ？」

　いつの間にかパオラがベアトリーチェの背後に回り、彼女のドレスをしげしげと眺めていた。裾すそをちょっとつまんで「ふーむ」と難しい顔をしている。

「パオラ様、これはスパンコールというもので、小さな宝石を一つ一つ職人に手縫いさせておりますの。このドレスを夜空に見立てて天の川を演出致しました」

　ベアトリーチェが丁寧に説明を始めた。パオラはふんふんと頷うなずいているが、本当に分かっているのかどうかは定かでない。

　使用人が飲み物を運んで来た。盆を持つ彼女たちも長く尖とがった耳をしている。どうやらそちらにばかり目が行っていたらしく、ベアトリーチェが微笑ほほえんだ。

「陛下はエルフを見慣れておりませんの？」

「あ、いや、失礼……」

　本当はもっと眺めていたかったが、体裁を保つために何でもない振りをする。ひとしきりベアトリーチェのドレスを弄もてあそんだパオラは、運ばれてきた木のコップを手にして中身を一気に飲み干した。

「あ！　美お味いしいっ。へーか、これ美味しいよっ」

　隣に座った彼女に「そうかい」と返し、常信も飲み物に手を伸ばす。ベアトリーチェが優雅な仕草でコップを差し出した。

「ありがとう」

　礼を言って受け取る。向かいに腰を下ろしたベアトリーチェの分もあるようだが、彼女はそれに手をつけず、こちらを見つめた。幻想的な美び貌ぼうを前にして何となく落ち着かなくなる。

「陛下は最近、新しいことを始められたとか」

　気を遣ってくれたのか、ベアトリーチェが話を振ってきた。チビチビと飲み物を口に含んで場を繫つないでいた常信は「ああ」と頷く。

「今日はその件でロレンソ卿きように──」

「これはこれは陛下！　このたびはお越し頂き、光栄に存じます」

　再び奥の扉から声が上がった。

　室内に入ってきたのは上背のある金髪の紳士。やはり耳が長く尖っており、髪の毛も背中まで伸ばしていた。細身だが華きや奢しやというより幻想的な雰囲気をまとっている。紳士は優雅に礼をして「ご快気をお喜び申し上げます」とつけ足した。

「ありがとう、ロレンソ」

　前もってムツィオから聞いていた風ふう貌ぼうそのものだったので、落ち着いてそう返す。立ち上がろうとしたが、紳士は「どうぞ、そのまま」と笑顔を見せた。

　歯がキラッと光りそうだな……と思いながら、早速、本題を切り出す。

「先日、設置させた水晶球の具合はどうかな？　役に立っていると嬉うれしいのだが」

「水晶球ですか……。ああ、少し失礼を。ビーチェ、部屋に戻っていなさい」

　ロレンソは娘を一いち瞥べつするなり険しい表情になった。ベアトリーチェの眉み間けんに皺しわが寄る。

「お父さま、私も陛下とお話ししたいわ」

「その必要はない。部屋に戻るんだ」

　少し口調が厳しくなった。ベアトリーチェは僅わずかな抵抗の後、席を立つ。常つね信のぶに礼をすると部屋を出ていってしまった。

「一緒でも構わなかったのだが……」

「陛下がお気になさることではございません」

　言下に切り返される。ロレンソは娘の座っていた椅い子すに腰を下ろして「水晶球のことでしたな」と話を続けた。

「獣人族の技術によるものというのは少々引っ掛かりますが、良き道具かと。ただ、我々妖精族はそれほど必要性を感じておりません。元より、我々が帝国の政治に口を挟むことなど滅めつ多たにありませんので」

「そうなのか？」

　ロレンソの言葉につい聞き返してしまった。相手が訝いぶかしげな顔になる。

「妖精族と帝国との盟約において、そう定められたはずですが。よもや、お忘れになられたわけではありますまいな？」

「あ、ああ、もちろん。もちろん覚えているが、一個人としてもそうだったかな？」

　苦し紛れの返しだったが、意外にもロレンソは「ふむ」と顎あごに手を当てた。

「互いにいらぬ干渉をしないと定められてはおりますが、個人的にどうこうとは記されておりませんな。しかし、それが何か？」

「是非、ロレンソの力を貸して欲しい」

　チャンスだと感じ、常信は切り込む。

「日々、知恵袋でパオラの質問に答えてくれている『ロレンソ』というのはあなたなのだろう？　様々な事柄に実に明解な回答を寄せていて、感心していたんだ」

　身を乗り出す常信に対し、ロレンソは首を傾かしげた。得心がいかないという表情でしばし宙に目をやる。その瞳ひとみが不意に見開かれた。

「陛下、それは私ではございません。ご用はそれだけでしょうか？　でしたら、私はこれにて失礼させていただきます。急用を思い出しました」

　いきなり席を立つと、一礼してロレンソは踵きびすを返す。常つね信のぶは慌てて立ち上がった。

「待って下さい！」

「……下さい？」

　ロレンソが怪け訝げんな表情で振り向く。咄とつ嗟さにやらかした失敗に焦る常信の隣で、パオラが「お代わりちょうだい！」と木のコップを掲げた。

「ただちに持ってこさせましょう。それでは──」

「待つんだ、ロレンソ卿きよう。妖精族と帝国の間に盟約があるのは理解している。それでも力を貸してもらえないか？　帝国には早急な改革が必要なのだ」

「陛下、仰おつしやる意味が分かりません。どうか、ご容赦を」

　それだけ言い残すと、ロレンソは部屋を出ていってしまった。

　結局、その後は使用人が飲み物や菓子の給仕をしただけで、誰も顔を出さなかった。




「飲み物も食べ物も美お味いしかったね！」

　上機嫌のパオラに対し、常信の気持ちは沈んでいた。馬車に乗り込むなりハアとため息を吐ついて座席に凭もたれる。「へーか、元気ないの？」とパオラが隣にくっついてきた。柔らかいものが押し当てられて一部分が幸せになる。

「元気がないというか、あてが外れたというか……」

「失礼致しますわ！」

　突とつ如じよ、馬車の扉が開いて紫のドレスが飛び込んできた。「ええっ？」と目を剝むく常信の前でドレスの女性が鋭く「出しなさい！」と御者に命じる。馬車が動き出した。

「ベアトリーチェ!?　君、何をしているんだ？」

「ご無礼をお許し下さい、陛下。理由は今からご説明致します」

　人間離れした美び貌ぼうの少女に懇こん願がんされ、つい頷うなずいてしまう。ホッと息をついたベアトリーチェは向かいの席に腰掛け、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「それで、どんな理由を聞かせてくれるんだ？　ベアトリーチェ」

「ビーチェとお呼び下さい、陛下」

「むーっ……。ビッチェは何の用？」

　常信の腰にしがみつき、パオラがむくれ顔になる。「ビーチェですわよ、パオラ様」と笑顔で返すベアトリーチェの頰ほおは、微かすかに引きつっていた。

「……ベアトリーチェ、早く理由を話してくれ。でないと公爵家に引き返さないといけなくなる」

「そうでしたわっ。陛下、ご挨あい拶さつが遅れました」

「いや、挨拶ならさっき──」

「私が、『ロレンソ』です」

「は？」

「ですから、私が知恵袋の『ロレンソ』ですの。いつもパオラ様のご質問に答えさせていただいております」

　常つね信のぶは固まった。

　馬車がガタンと軽く揺れる。車輪の音が随分はっきり聞こえた。

「……君が、『ロレンソ』？」

　どうにか、それだけ口にする。「はい」とベアトリーチェが頷うなずいた。

「えーっ？　そんなわけないよ！　ロレンソさんは男の人だよ！　ビッチェはビッチェでしょ！　ロレンソさんじゃないよ！」

「パオラ様、ああいう場では濫みだりに本名を出すべきではありません。それに、男性の振りをしていた方が何かと便利ですので。それから、私は、ビーチェですわ」

　二人の間に火花が散る幻覚を見る。

　背中に嫌な汗をかきながら、常信は考えを整理した。

「君が知恵袋の『ロレンソ』だというのは理解した。でも、それなら何な故ぜ、屋敷でそのことを告げず、城に帰ろうとする馬車に無理やり乗り込んで打ち明けたんだ？」

「はい。私、家出することに致しました」

「何だって!?」

　目を剝むく。ベアトリーチェは平然と答えた。

「このままでは私、一生、籠かごの鳥ですわ。父は私を人間族と関かかわらせたくないようですし、政治なんてもってのほかと言っております」

　ゆるゆると首を振り、彼女は視線を落とす。

「父に限ったことではありませんわ。私が政治や経済の話をすると、そのような話題は女性に似つかわしくないと窘たしなめられます。女性ができる話題は専もつぱら芸術と恋愛の噂うわさばかり。ですから知恵袋でも父の名を使っております」

「それが、今の帝国の常識か……」

「女性がどんな意見を述べても無視されてしまいます。その点、知恵袋は思う存分、語ることができて楽しいですわ。私、水晶球内にサロンを持っておりますの。そこでは幾人もの方々と知的な会話を楽しむことができます。身分も性別も関係ない。求められる資質は、サロンに参加するに足る見識を有しているかどうかだけ。まさに理想の世界ですわ」

　ベアトリーチェが顔を上げ、熱っぽい視線を向けてきた。

「私、女に生まれてきたことを幾度も悔やみました。男として生まれていれば、今頃、エルフだけでなく妖精族の中でも確固たる地位を築けていたのに。そればかりか、公爵家の嫡男として帝国の重職に就くことも可能だったでしょう」

　彼女の瞳ひとみに更に強い力が宿る。

「私にお任せいただければ、今すぐ改革を押し進めて、この酷ひどい大国病に蝕むしばまれたグロリア帝国を立て直してみせますわ」

　強い眼まな差ざしが向けられる。それは彼女の覚悟の表れと感じた。本来なら全く相手にされないか厳しく叱しつ責せきされるだけの発言。それをあえてぶつけてきたのだ。

　挑発的な視線を受け止める。

「そうか。なら、やってもらおう」

「えっ？」

　予想外の返答だったのか、ベアトリーチェの唇から吐息のような声が洩もれた。

「ベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ。俺は君のような逸材を求めていた。君を……そうだな、宰さい相しよう補に任命する」

　常つね信のぶの腰にしがみついたまま、パオラが「おおーっ」と目を丸くする。恐らく、内容を理解してはいないだろう。

「そんな役職なかったと思うけど、ムツィオに言って作らせる。ようするに宰相の次に偉い役職だ。まあ、俺の側近だと思ってくれて構わない。それだけの権限を君にあげるよ。だから今すぐ帝国の改革に乗り出してくれ」

「ロレンソ」本人がこれほどのやる気を見せてくれたのは本当にありがたい。相手の気が変わらないうちに話を進めてしまおうと一気に伝えた。

「目下の問題は人材不足なんだが、それは君のサロンとやらに期待したいね。それから知恵袋で君の他にも良い意見をくれる人物がいるんだが、何とかして帝都に連れて来れないかな？　俺じゃ名案が浮かばなくて……」

　視線を足下に落とす。自分の凡才が悲しい。そろそろ一つくらいチート能力に目覚めないだろうかと妄想しているのだが、いまだに何一つ目覚めないままだ。

「さて、どうだろうかベアトリーチェえええええええええええっ？」

　顔を上げるなり、常信は絶叫してしまった。

「そんな堅苦しい呼び方でなく、ビーチェとお呼び下さい、陛下」

「近い近い近い近い！　近いよベアトリーチェ」

　豪ごう奢しやな金髪美少女が常信に覆おおい被かぶさってくる。膝ひざの上に座り、身を預けてきた。彼女の吐息が頰ほおを撫なでる。

「どうした？　何が起きた？　何でこんなことになってるんだ!?」

「ビッチェ、へーかにくっついちゃダメーっ！」

「何な故ぜも何も、陛下が私をお求めになられたのでしょう？　宰相補の件、ただのお戯たわむれとは言わせませんよ？」

　耳元で囁ささやかれる。背筋がゾクゾクッとして顔が熱くなった。

「お戯たわむれじゃない！　お戯れじゃなくて本当に本気だから！　一いつ旦たん、離れよう！」

「そうだよ、あっちいってー！」

「何な故ぜです？　私は陛下の側近ですわよ？」

「側近ってそういう意味じゃないから！　分かってるよね？　分かってやってるよね、ベアトリー──」

「ビーチェ、とお呼び下さい」

　唇に人差し指を押し当てられた。艶えん然ぜんと微笑ほほえまれる。頭が真っ白になりそうだ。さらにベアトリーチェは常つね信のぶの手を取って自分の指を絡めてきた。

「陛下、側近もよろしいのですが、この際、もっと近い存在にしていただきたいですわ」

「もももももっと近い存在？」

「おわかりのくせに。女の口から言わせるだなんて、いけない方」

　絡み合った指を柔らかく握ってくる。

「私を陛下の──」

「えーい！」

　パオラがベアトリーチェを押しのけた。

　向かいの席に押し戻され、金髪の侯爵令嬢は不満そうに口を尖とがらせる。しかし、すぐに再びすり寄ってきた。常信の腕を取ってぐいぐい胸を押しつけながらパオラに告げる。
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「パオラ様、これからは私のことを実の姉と思っていただいて構いませんわ。すぐに、義理の姉となりますので」

　銀髪娘は膨れ面になり、対抗するように反対側の腕を取った。

「へーか！　ビッチェにくっついちゃダメーっ！」

「うふふふふ。イヤですわ、パオラ様。私、ビーチェですわよ」

　常つね信のぶを挟んで火花が散る。

　しかし常信自身は両腕に感じる柔らかなものに意識を根こそぎ奪われて、それどころではなかった。




「困ったことになりましたな」

　宰さい相しようが小声で言った。

「エヴァンジェリスティ公爵の機嫌を損ねぬよう、申し上げたというのに……」

「それは、悪かったと思っている……」

　常信も小声で返す。針のむしろに座らされている気分だった。

　翌日。エヴァンジェリスティ公爵が家出した娘を城まで迎えに来たのである。しかも折おり悪あしく休暇を終えた五大臣も戻ってきてしまった。

「いやはや全く。儂わしらがおらんと国政が滞るのう。ふぁっふぁっふぁっ」

「のんびり温泉に浸かっておったが、帰って来るなり大おお事ごとじゃわい。ひぃっひぃっひぃっ」

「宰相殿も、もう少ししっかりしておると思っとったが。ぶふふふふっ」

「しかし儂らが間に合って良かったのう。ふぇっふぇっふぇっ」

「妖精族と事を構えるなどあってはならぬことじゃからな。ふぉっふぉっふぉっ」

「……私は娘を迎えに来ただけでございます。陛下の馬車に勝手に乗り込むなど実に嘆なげかわしい。娘は二度と宮廷に近づけさせませんので、どうかご容赦下さい」

　五大臣が好き勝手に喋しやべる中、エヴァンジェリスティ公爵は冷静な態度で常信に申し出た。慇いん懃ぎんな態度だが、どこか有無を言わせぬ威圧感がある。

「嫌です。私、帰りませんわ。まして二度と宮廷に近づかないだなんて話になりません。お父さま、私は陛下から直々に宰相補に任じられたのです」

　それに対し、ベアトリーチェは一歩も引かない。常信の右隣で堂々と父親に楯たて突ついている。その様子をパオラが左隣で見ていた。

「ビーチェ。ここは我らが関かかわる場ではない。帝国と妖精族が交わした盟約で、そう取り決められているのだ」

「それはあくまで種族としての不干渉であって、個々人が関わりをもつことは認められております。その証拠に、エルフと人間の婚姻は幾いくつも例がございますわ」

「これは結婚の問題ではない。政治の問題なのだ。我らエルフが帝国の政治に口を出したと知られたら他種族が黙ってはおるまい」

「今更ですわ。妖精族は自分達たちの領地に引きこもって外の世界に興味を持とうとしない。このままでは私達は早晩、滅びます。エルフだって純血種は減る一方だと、お父さまはいつも嘆なげいておられるではありませんの」

「だからこそ！　お前は早く結婚してエルフの血を絶やさぬよう子孫を残す使命がある。人間達の些さ末まつな事柄に首を突っ込んでいる暇はない」

「その発言は帝国を侮辱するものですわよ、お父さま」

「揚げ足を取るな、ビーチェ。もういい。お前では話にならん」

「そうやってお逃げになるのはおやめ下さい。私は──」

「陛下、ビーチェにお命じ下さい。大人しく家に帰れと」

　娘を無視してロレンソは常つね信のぶに向き直った。神秘的な美しさと威厳を兼ね備えた紫の瞳ひとみに見み据すえられ、息を吞のむ。

「ロレンソ卿きよう、そなたの気持ちをないがしろにするつもりはない。盟約についても理解しておる」

　常信は言葉を選びながら答えた。

　帝国と妖精族の盟約については昨晩、急いで調べた。ようするに妖精族の暮らす土地で戦争をしない代わりに妖精族も帝国のやることに口を挟まないという内容のものだが、個人が互いに協力し合うことも認められており、帝国貴族の中にはエルフ等の妖精族を配下に加えている者も存在していた。

「その上で、そなたの娘、ベアトリーチェを宮廷に出仕させて欲しい。今、帝国は改革を必要としている。その改革を実行するためには彼女の力が不可欠なのだ」

　正直に頼む。本当は頭を下げたかったが、皇帝という立場上、それは控えた。その代わり、相手を一心に見つめる。少しでも誠意が伝われば良いと思ったのだが。

「はて？　改革が必要とはいかなることですかな？」

　内務大臣が横よこ槍やりを入れてきた。それに他の大臣達も続く。

「畏おそれながら陛下。偉大なるグロリア帝国は盤石安泰。何の改革も必要ございませぬ」

「全すべては滞りなく運んでおります。ふぇっふぇっふぇっ」

「そういえば、魔力通信網なる陛下のお戯たわむれ。あれはいただけませんな」

「おお、そうじゃ。それについても早うやめさせねばのう」

「全く。儂わしらがおらんと国政が滞って仕方ない。ふぁっふぁっふぁっ」

　頰ほおが引きつる。

　ロレンソは老大臣達を冷徹な目で一いち瞥べつしてから言った。

「改革は必要ないそうですぞ、陛下」

「改革は必要だ！　大臣！　お前達はこの国の現状を本当に理解しているのかっ？　不正が横行し実力のある者が力を発揮できずにいる、この現状を！」

「陛下、何を仰おつしやいます」

「そのようなこと、あるわけがございませぬ」

　五大臣は揃そろって首を振る。

　愕がく然ぜんとした。

　宰さい相しようの方を見るが、彼も渋い顔で首を振る。恐らく常つね信のぶ以上に幾度も思い知らされてきたのだろう。

「改革が必要ないのなら、娘の出番もありませぬな。聞いた通りだ、ビーチェ。帰るぞ」

　ロレンソが席を立つ。「それがええ」「それがええ」と五大臣が頷うなずいた。

「待ってくだ……待ってくれ！　ロレンソ卿きよう、あなたは娘の幸せを願っているか？」

　常信は咄とつ嗟さに立ち上がる。引ひき留とめられたエルフの公爵は「むろんでございます」と丁寧に礼をした。

「ならば、娘のやりたいようにやらせてみるのも親心であろう。何が幸せなのかは本人が決めることだ。ビーチェは政治をやりたがっている」

「お言葉ですが、陛下」

　ロレンソは先程の五大臣のように首を振った。

「娘の幸せは私が決めることです。正しい道を指し示すことこそ親の務め。ビーチェの将来は私が決めます」

「そんなわけあるか！」

　思わずテーブルを叩たたいていた。

　会議室にいた全員が常信を注視する。手の平にじっとり汗をかいた。しかし、ここで終わるわけにはいかない。まとまっていない頭でとにかく言い募る。

「正しい道と言ったな？　ロレンソ、お前は人間族より長命で聡そう明めいなエルフだ。その見識は私の比ではなかろう。お前なら正しい道が分かるのかもしれん」

「恐縮でございます」

「だが、正しい道を指し示すのは親の務めではない」

　皆の目が点になった。常信も口走ってから何を言っているのか考えてしまう。隣でパオラがしかつめらしい顔をしていて、少しだけ和んだ。

「親の務めとは……たとえどんなことになっても、子どもを受け入れてやることだ。どんな失敗をしようとも、誤った道を進もうとも、帰れる場所になってやることだ」

「おおっ」とムツィオの声が聞こえた。

「ロレンソ。進む道を決めるのは自分自身だ。ビーチェの将来はビーチェに決めさせろ。彼女の幸せは彼女が決める」

「お断り致します」

　常つね信のぶの訴えは言下に切り捨すてられた。

「陛下のお言葉、大変ありがたく存じますが、それもまた人間族の理ことわり。私わたし達たちには私達の理がございます」

　ロレンソは微み塵じんも揺るがない。もう一度、慇いん懃ぎんに礼をした。

「娘は連れて帰ります。二度とここには立ち入らせませんので、ご安心を」

「ロレンソ卿きよう……」

　歯がみする。

　今こそチート能力に目覚めたかった。どんな相手でも自在に説得できる力が。絶対的で圧倒的な力が欲しかった。

「ねぇねぇ、へーか。わたしがあの人達に従属魔法をかけてあげるよ」

　袖そでを引かれる。

　見下ろすと、パオラの無邪気な笑顔があった。

「そうすれば、みんなへーかの言うこと喜んで聞くよ！」

「……そうか」

　迷いは一瞬だった。

「パオラ、それはやっちゃダメだ」

　彼女にそう返す。「はうっ♪」と銀髪娘が身を震わせ、「はぁい」と甘い声で返事をした。ムツィオが険しい目で「よろしいのですか」と尋ねる。

「宰さい相しよう、従属魔法では信頼は得られない。俺はパオラにかけられた魔法も早く解いてあげたいくらいなんだ」

「ご賢けん察さつに存じます」

　宰相が呟つぶやいた。

「残念ですわ……」

　悲しそうにベアトリーチェが席を立つ。彼女の方を見る勇気がなかった。

「行くぞ、ビーチェ」

「嫌ですわ、お父さま。いいえ、ロレンソ・エヴァンジェリスティ公爵閣下」

　ロレンソが眉まゆを顰ひそめる。ベアトリーチェはドレスの中から一通の封筒を取り出した。

「本当に残念です。私、公爵閣下のことを心の底から軽けい蔑べつ致しますわ。閣下は陛下の本心が視みえていながら知らん振りをする小物でしたのね。この際、親子の縁を切ります」

「何を言っておる、ビーチェ？」

「これ、家を出るときお母様から預かりましたの。もし閣下がダダをこねるようなら渡しなさいと。どうぞ、ご覧下さいな」

　指先で放るようにして投げ渡す。娘から乱暴に渡された封筒を手にし、ロレンソは訝いぶかしげな顔になったが、封を切って中に入っていた便びん箋せんを開いた。

「陛下、実は私わたし達たちエルフには他人の心がある程度視みえるんですの。その者が噓うそつきなのか正直者なのか。本気なのか冗談なのか。そういう心の色いろ艶つやが視えます。だからはっきり分かりますわ。陛下が本気で帝国の未来を憂うれえ、この国をより良くしようと思われていること。そして何より、本気で私のことを思って下さっていること」

　そっと指先で胸を撫なでられる。ビクッとなってしまい、常つね信のぶは彼女を見つめた。蠱こ惑わく的てきな微笑ほほえみに捕らえられる。

「陛下、是非とも私を──」

「陛下！　是非、我が娘を陛下の側近にお取り立ていただきたく存じます！」

　予期せぬ大声にまたもビクッとなってしまった。振り向いた先には跪ひざまずいて頭こうべを垂れるロレンソの姿がある。想像を絶する光景に常信のみならずムツィオや五大臣まで固まっていた。パオラだけがきょとんと皆を見回している。

「ロレンソ卿きよう、いかがした？」

　かろうじて尋ねる。顔を上げたロレンソは額に汗をかいていた。顔色も悪い。娘の方をチラチラ見ながら、高貴なエルフに似合わぬ愛想笑いを浮かべて答えた。

「陛下の仰せの通りでございます。幸せとは本人が決めるもの……。私ごときが偉そうに思い上がったことを申しました。どうか、お許し下さい。娘のこと、改めてよろしくお願い致します」

「あ、ああ……」

　彼が握りしめている便びん箋せんがすごく気になったが、聞いても答えてはくれないだろう。ベアトリーチェを見ると、優雅に微笑み返された。

「となると、あとは改革の必要性についてなんだが……」

　まだ頭の痛い問題が残っている。あの五人の「老害」を何とかしなければ。

　ドンとテーブルに分厚い書類が載せられた。

「これを忘れておりました」

　ムツィオが仏頂面で口にする。目で問いかけると、老ろう獪かいな帝国宰さい相しようは意味深長に口の端をつり上げた。

「儂わしの長年の友にサルバドール・フェレーロという男がおります。帝国を長きに渡り支え続けておる最古参の公爵家でございますが、サルバは高潔な性格故ゆえ、宮廷の腐敗や下らぬ派閥争いに嫌気が差しましてな。いまだ小国が騒がしい東方に睨にらみを利かせるという名目で宮廷を去ったのです」

「それで？」

「そのサルバの置き土産にございます。ここには宮廷に出仕する大臣級の者たちの長年にわたる汚職の証拠が全すべて揃そろっております」

　ムツィオの言葉に、それまで余裕の表情を崩さなかった五大臣が同時に凍りつく。五人とも目が泳ぎ始めた。

「是非とも、陛下にご覧いただき、汚職を為なす不届き者を処刑していただきたく持参致しました。ただ……」

　書類に手を置き、ムツィオが露骨にため息を吐ついた。

「陛下は現在、帝国内の大改革を為さっている途中。日頃の激務に加えてこのような汚点をお見せして御み心こころを痛められるのは儂わしとしても心苦しく存じます。改革が途中で立ち消えとなり、陛下にお時間ができました折には目を通していただけるかと」

　宰さい相しようの狙ねらいが何なのか、常つね信のぶも途中で気づく。鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

「そうだな。改革は始まったばかり。全すべてを終えるには相当な年月がかかろう。その間、それに目を通す時間はなさそうだ。改革が何かのきっかけで中断されれば別なのだが」

　ゆっくり椅い子すに座り直し、凍りついている五大臣に声を掛ける。

「どう思う、内務大臣？」

「陛下、帝国には今こそ改革が必要であります！　儂も老骨に鞭むち打うって尽力致しますぞ。ふぁっふぁっふぁっ」

「まったくもって陛下の為さることには一切の誤りがございませぬなあ。儂は常々、陛下は名君であらせられると存じておりました。ひぃっひぃっひぃっ」

　典礼大臣が続き、さらに外務大臣が告げる。

「ぶふふふふっ。こやつらは調子が良いですなあ。儂こそ陛下の一番の僕しもべでございますぞ。どのようなご命令でも何なりとお申しつけ下さい」

「ふぇっふぇっふぇっ。帝国の未来に危機感を抱いておったのは儂だけではなかったのですなあ。大変嬉うれしゅうございますぞ。改革の資金に関かんしては儂にお任せ下さい」

「改革となれば新たな法整備が必須。儂が本気をお見せするときが来たように存じます。陛下の手となり足となり働いてご覧にいれましょうぞ。ふぉっふぉっふぉっ」

　財務大臣と法務大臣も調子を合わせ、最後に五人全員が奇妙な笑い声を上げる。

「そうか。では、そのように為せ」

　若干のアホらしさを感じつつ、常信はそう言い渡した。
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第四章　内政が上う手まくいき始めたし、これで勝ったな（フラグ）







「予想はしてたけど、反響がものすごいな」

　常つね信のぶは水晶球から目を離し、椅い子すに凭もたれて大きく伸びをした。

　ベアトリーチェを側近にして二ヶ月あまり。

　魔力通信網を活用した急速な制度改革に多くの帝国民が戸惑い、同時に喜びの声を上げていた。旧制度の上にあぐらをかいていた無能な貴族たちは不満を募らせているが、その辺りの反発も含めてムツィオとベアトリーチェが上手く操っている。

「パオラ組の方も活況だし」

　優秀な人材は身分を問わず帝都に集めているが、中には表だって政治に関かかわりたくない者たちもいた。彼らは専もつぱらパオラの質問に答えるばかりなので、それを逆手に取って彼女に頼んで常信が尋ねたいことを代わりに聞いてもらっている。

　帝国全土に散らばっている専門家たちは、パオラという存在によって一つの集合知を形成しているので、常信は彼らを「パオラ組」と呼んで知恵を拝借していた。

「あの五人も大人しいし……」

　五人の老大臣は実質、隠居状態で仕事を部下に任せきっている。

「このまま改革が上手くいってくれれば良いんだけど……って、まずい！　フラグみたいなこと言っちゃったよ……」

　常信は左右を見た。上手くいっているときほど足を掬すくわれるのが世の常。自分はただの凡人だ。主人公のように危険を察知できたりしないのだから言動には注意しなければ。

　そんなことを考えながら再び水晶球に目を通す。

　このところ、常信の仕事は執務室で水晶球から情報を得ることばかりになっていた。会議に出席しても、以前とは比べものにならないくらい高度な話し合いがなされているので、自分の出番は最後に「そのように為なせ」と命じるだけである。

「俺、何の役にも立ってないよなあ……」

　ハアとため息を吐つく。ロレンソも五大臣も自分は説得できなかった。パオラに偉そうに信頼がどうのと語ったけれど、結局はベアトリーチェとムツィオがそれぞれに切り札を出して相手を従わせただけである。

　あの後、どうして早く汚職の証拠を出さなかったのかと宰さい相しように尋ねたが、ムツィオには『最も効果的な使いどころというものがございます』と言われてしまった。

「そろそろ帰った方が良いのかな……」

　元の世界に帰るという選択肢が脳裏を過よぎった。しかし、すぐに一人の少女の顔が思い浮かぶ。何となく知恵袋を開いた。
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「……何やってんだよ」

　パオラとベアトリーチェの攻防はこんなところにまで広がっていた。

「別にビーチェの相手ばかりしてるわけじゃないんだけど、彼女が改革の指揮を執とってるから色々と打ち合わせることが多いんだよな。あまりパオラに構ってあげられていなかったから不満なのか……」

　しかし、二人とどう接すれば良いのか常つね信のぶ自身分からずにいた。

　ベアトリーチェは正妻の座を手に入れる気満々なのだろうが、自分は皇帝の替え玉に過ぎない。ある程度の時が経たち、呪のろいに対する策を講じることが出来るようになれば役目を終えて帰る身だ。そのとき、帝国の将来に問題を残していくわけにはいかない。

　パオラに関かんしては、彼女の心の傷が癒いえるまで側そばにいてやりたいと思うものの、無防備に懐かれると理性を保つのが難しくなる。おまけに彼女には、方向性を間違えている従属魔法までかかっているのだから。

「なるべく二人とは適切な距離を取るよう心がけないとな」

　改めて気持ちを引き締め、呟つぶやく。

　その一言こそがフラグだったのだと、後で気づいた。




　グロリア帝国の帝都は一年を通して比較的穏やかな気候だという。すでに三ヶ月ほど暮らしているが、とても快適だ。食事はパン食がメインだが米食も存在しており、常つね信のぶの舌に合う。特に調味料の一つに醬しよう油ゆがあったときは感動すら覚えた。

　そして帝国には入浴の習慣がある。

　ローマ様式に近く、宮廷には皇帝専用の大浴場があった。百人くらい余裕で入れるのではないかという湯船は対岸が湯気で霞かすんでいてよく見えない。

「はあ……。お風ふ呂ろと寝ているときだけが心休まるって、十八歳の生活じゃないよなあ」

　湯船につかり、常信は「あー」と息を吐いた。

「へーか、お疲れなの？」

「うん。そんなに働いてる自覚はないんだけど、気疲れっていうのかな……。何となく疲れがたまっててえええええっ？」

　飛び上がる。相手はすぐ隣でぽやんと小首を傾かしげた。

「どうしたの、へーか？」

「どうしたのじゃない！　パオラ！　こんなところで何してるんだっ？」

「えへへー。へーかのためにお背中流しに来たんだよっ」

　いつの間に入り込んだのか、パオラが湯船に浸かっている。慌てて距離を取ると、「待ってよーっ」と追いすがってきた。

「待った！　ちょっと待つんだ！」

「はうぅっ♪　はいっ……待ちます」

　パオラがビクンと震える。お湯に浮いていた大きな胸もたゆんと揺れて湯面に波紋を広げた。常信は危うくなりつつある下半身を押さえて銀髪娘から距離を取る。とろんとした表情のパオラに声を掛けた。

「とても嬉うれしい申し出だけど体は自分で洗うから」

「へ、へーかぁ……。あのねっ、知恵袋でねっ、まず服を脱ぎますって言ってたから」

　深しん淵えんなる紅ぐ蓮れんの碧へき眼がんっ！　あいつ、そろそろ出入り禁止にするか。と考えつつ湯船を出ようとする。その背中にそっと手が触れた。

「あら、陛下。先程、湯船につかったばかりではありませんか。もっとゆっくりなさって下さいな」

　背中を指先が這はい回り、肩にそっと添えられる。ギリギリギリ……と油の切れた機械のようなぎこちない動作で背後を振り向くと、一分の隙すきもない完かん璧ぺきな微笑ほほえみがあった。豪ごう奢しやな金髪を丁寧に後頭部で纏まとめたベアトリーチェが背後から常信に抱きつく。

「ほら、陛下。もうしばらく私と一緒にお風呂を楽しみましょう」

　人間は本当に驚くと声が出ないものなのだと初めて知った。

　背中にすごく柔らかな感触が押し当てられる。それだけでなく、尻しりや脹ふくら脛はぎにも未知の感触がすり寄せられた。常信はその場に棒立ちになってしまう。

「陛下、お体を洗うのでしたら私にお任せ下さい。毎晩、陛下にお仕え致しますわ」

　後ろから回された両手が常つね信のぶの胸を撫なでる。あくまで軽く指を這はわせるので、逆に感覚が鋭敏になり、全身に得も言われぬ刺激が駆け巡った。

「さあ、陛下。私と一緒に──」

「だ、ダメぇっ……！　へーかぁっ……！　はうぅっ♪」

　パオラの声に前を向く。そこには、下唇を嚙かんで自分の体をギュッと抱き、必死に何かを堪こらえながら少しずつこちらに向かってくるパオラの姿があった。

「くううぅっ……。へ、へーかっ……へーかぁっ……」

　ビクンと身を震わせ、膝ひざから崩れ落ちそうになる。けれどパオラは踏みとどまり、一歩一歩近づいていた。彼女は『待った！』という常信の命令に逆らい、従属魔法によってもたらされる悦楽の奔流に抗あらがって進んでいるのだ。

　きっと、とてつもない忍耐力が必要になる。それなのにパオラは懸命に戦い続けていた。その姿は感動的な光景のはずだ。そのはずなのだが。

「はあうっ♪　へーかっ……わたし、負けないよっ……」

　目の前で繰り広げられているのは、全裸の美少女が悦楽に抗って内股をもじもじさせ、身み悶もだえしながら近づいてくるというものである。

　どう足あ搔がいても、感動よりエロさの方が際立っていた。

「ぱ、パオラっ……。分かった！　待たなくて良い！　もう自由にして良いからな」

　もっと早く解放してあげれば良かったのだが、つい見入ってしまった。ようやく我に返った常信が命じると、従属魔法の枷かせを解かれたパオラがホッと息をつく。安心して気が抜けたのか、ふらりとよろけた。

「危ない！」

　助けに飛び出すが、一歩遅かった。

「ふやあっ？」

　パオラがこちらに倒れかかる。彼女は咄とつ嗟さに腕を伸ばして腰にしがみついた。そのまま湯船に膝をつき、「ふにゃあ」と脱力する。

　常信はパオラを立たせようとして、大変まずい状態に陥ってしまったことを悟った。

　挟まっている。

　パオラの胸の谷間に完全に挟まれている。

　まろやかに包み込まれ、より危険度が増した。

　下手に動かそうものなら大惨事を招きかねない。

「陛下？　どうなさいましたの？」

　硬直した常信の首筋にベアトリーチェが息を吹きかける。彼女は彼女で背後から完全に覆おおい被かぶさる体勢になっていた。こちらが少し中腰の状態になっているので体重が乗っており、先程よりも密着している。

「ふやーっ、危ないところだった。へーか、抱きついたりしてごめんね。……ん？　何か固いものが挟まってるよ？」

　パオラが膝ひざ立ちのままもぞもぞと身を動かす。

　背筋に電流が走ったかのような衝撃に襲われた。

「動かないで！　頼むから今は動かないでくれ、パオラっ……」

　理性をフル稼働させて堪こらえる。「ひゃううん♪」とパオラが胸を弾ませた。常つね信のぶにしがみついたまま動きを止める。「これでいい？」と甘い声で健けな気げに尋ねてくるので、余計まずいことになった。

「陛下ったら、いつまでもこのままでしたらお体が冷えてしまいますわ。さあ、もう一度湯船につかりましょう」

「あ、ああ……そうだな……。ゆっくり頼む」

　そろそろと、なるべく刺激しないように腰を下ろしていき、湯船につかり直した。腰にしがみついていたパオラに「もう動いて良いよ。ゆっくりね！」と頼んで事なきを得る。

「ねーねー、へーか！　さっきねぇ……わたしのおっぱいの間に何か挟まってたんだよ。あれ、何だったんだろう？」

　パオラが自分の胸の谷間を不思議そうに撫なでた。つい、そちらに目をやり、生まれたままの無む垢くな姿を間近で見てしまう。

　おっぱいは癒いやしだな。パオラ様は偉大だな（二重の意味で）という言葉に、今なら激しく同意できた。

「……これが、殿方の……そんなっ」

　黙って背中にくっついていたベアトリーチェが呟つぶやきを洩もらした。

　ビクッとして振り向く。彼女は常信の股間をまじまじと見つめていた。

「おおおあいやっ？　そんな……ビーチェにとっては大したものではないだろ……」

　慌てて隠し、縮こまる。まだ元気いっぱいなので押さえ込むのが大変だ。ハハハとごまかしの愛想笑いをしてみせたが、ベアトリーチェが柳りゆう眉びを逆立てた。

「何を仰おつしやいますの、陛下!?」

　水しぶきを上げて立ち上がり、常信の目の前で傲ごう然ぜんと胸を張る。

「おおーっ」とパオラが目を丸くし、常信は再び言葉を失った。

「陛下！　私の体をご覧下さい！」

「いやいやいやいや！　そんなこと出来ないって！」

　言われるまで思いきり見てしまっていたのだが、すぐに俯うつむいて両手を振る。ところがベアトリーチェはその手を払いのけ、さらに一歩前に出た。常信の頭を両手で摑つかみ、強引に上を向かせる。

「いいえ！　ご覧下さい！　どうですっ？　美しいでしょう!?　美しいに決まってますわ！　何な故ぜなら、私は世界一の美女になると決めたのですから！　そのために自分自身を磨き続けてまいりましたの！」

「…………」

「真の美び貌ぼうというものは一朝一夕に得られるものではございません！　肌の手入れはもちろんのこと、体の内側にも気を遣って、規則正しい生活と十分な睡眠、適度な運動によってこの体を作り上げてまいりました！」

「は、はいっ……」

「そうやって世界一の美女となった私に相応ふさわしい存在は、世界一の殿方だけですわ！　それ以外の雄オスになど興味ありませんの！」

「そ、そうですか……」

「先程、陛下は私のことを淫いん売ばいのように仰せになりました。これは許し難がたい屈辱ですわ！　私が肌をさらし、その身を委ゆだねるのは陛下ただお一人だけだというのに！　陛下は私のことをそのような目で見ておられたのですか!?」

「あ……いえ、決してそんなつもりは……」

「へーか、ひどーい！」

　何故か、パオラまで隣でプクッと頰ほおを膨れさせた。

「陛下！　かくなる上は、今ここで私の純潔を奪って、その貞操をご確認下さい！　私、身も心もすでに陛下に捧ささげておりますから、覚悟はできております！　さあっ！」

　ベアトリーチェがこちらの顔を両手で押さえつけたまま身を寄せる。

「……ちょ、ちょっと待ったあああ！」

　すんでのところで理性が勝利を収め、常つね信のぶは強引にその場を突破した。バシャバシャと湯面を叩たたき、四よつん這ばいのまま二人から離れる。すぐに追ってきたので咄とつ嗟さに叫んだ。

「パオラ！　ビーチェを取り押さえろ！」

「ひゃうん♪」

　パオラがビクンと震え、「えーい！」とベアトリーチェに飛びかかる。「何をなさいますの!?」「いかせないよーっ」ともみくちゃになり、とうとう二人とも盛大に水しぶきを上げて湯船にひっくり返った。

「大丈夫か、二人ともっ？」

　駆け寄りそうになり、ぎりぎりで踏みとどまった。ある程度の距離を保ったまま声を掛ける。先に返事をしたのはパオラの方だった。

「お尻しり打ったーっ……。へーか、痣あざになってないか見てぇ」

「よし。後で世話係のスザンナに見てもらいなさい。こっちにお尻を向けない！」

「陛下……私も、寝室で念入りに診ていただきたいですわ」

「うん。医者を呼ぼう」

　二人揃そろって不満そうな目を向けてくる。ハアとため息を吐つき、常つね信のぶは少しだけ二人に近づいた。

「なあ、ビーチェ。君は、自分に相応ふさわしいのは世界一の男だけだと言ったね。だとしたら、俺は君に相応しくない。確かに皇帝という立場は、この大陸に於おいて最高峰なのかもしれないけれど、それを取っ払ってしまったら、俺は何の取り柄もない、ただの凡人だよ」

「そんなことないよ！　へーかは──」

「ごめん、パオラ。今は静かにしててくれ」

「ふみゅうっ……♪」

　頰ほおを染めて内股をもじもじさせるパオラは一いつ旦たん、置いておく。

「俺も、いつまで皇帝でいられるか分からないし……。君のお陰で帝都には本当に優秀な人材が集まりつつある。その中には、きっと君の眼鏡に適かなう人がいるだろう。俺のような凡人でなく、本当の世界一の男を捕まえるべきだ」

　言いながら、どうしても俯うつむいてしまう。

「別に皇帝の妃きさきという立場に拘こだわらなくても、権勢を振るうことは出来るよ。君にはそれだけの力があるから、これから──」

「やはり、陛下は私が見込んだ通りの御お方かたでしたわ！」

　むにゅっと抱きしめられた。

　頰を優しく押おし潰つぶす感触に、軽くパニックを起こす。

「…………えええええええええええ!?　ちょっ！　えっ？　何でえええええっ？」

　さらに下腹にも柔らかな感触が押しつけられた。ベアトリーチェの白い腕の隙すき間まから下を覗のぞき込こむと、口を尖とがらせたパオラがしがみつき、上目遣いにこちらを睨にらんでいる。

　何が起きたのか理解できず、ただただ固まっていると、ベアトリーチェが愛いとおしそうに常信の髪を指で梳すきながら囁ささやいた。

「陛下。ご自身を凡人と仰せになる、それこそが陛下の非凡たる証左です。とるに足らない凡人は、自らの凡庸さを決して受け入れられないもの。自分は特別な存在だと思いたがり、そうでありながら何の努力もしないのが凡人ですわ」

　俺、正にそれなんですけど。この間もチート能力が欲しいとか嘆なげいてましたけど……と頭の中で叫ぶものの、実際の口は暖かなぬくもりに塞ふさがれてピクリとも動かせない。

「陛下はご自身の凡庸さを受け入れ、率先して才ある者を求めました。これこそ世界を統べる王者の器。古来より名君は己の才に固執せず、常に師を求めて教えを乞こうことを躊躇ためらいません。頂点に立つ者は才ある者を従え、その者の力を存分に発揮させれば良いのです。私の目は確かでしたわ。陛下こそ、全すべてを捧ささげるに相応しい、世界一の御方です」

　ギュッと抱きしめられる。ほぼ同時にパオラも強く抱きついてきた。

「陛下、どうか私を……陛下？」

　頭がぼんやりしている。鼻から温かいものが流れ落ちてきた。

「陛下っ？　陛下っ……」

　そして常つね信のぶは鼻血を垂れ流しながら意識を失った。




「という夢を……いや、やめよう……」

　精緻な模様の描かれた天てん蓋がいを目にして、常信は軽く首を振った。

　ここが皇帝の寝室だということはすぐに分かった。五、六人まとめて寝られる豪勢なベッドから身を起こそうとして腕の感覚がないことに気づく。おや？　と目をやった。

　右隣にベアトリーチェが、左隣にパオラが寝ていた。

　二人とも常信の腕を枕にしているので圧迫されて痺しびれた状態になっている。「まったく、しょうがないなあ」と呟つぶやき、一拍置いて目を見開いた。

「何これ!?　何でっ？　俺、風ふ呂ろ場ばで倒れて、その後……その後、どうなった!?」

　どうにかこうにか両腕を二人の首から引っこ抜き、感覚がじわじわ戻っていくのを感じながら布団を捲まくる。

「……良かった。寝間着は着てる」

　両隣を見ても、二人とも裸ではなかった。汗を吸う機能があるのか疑問に思うほど薄い素材でできたネグリジェを着てスヤスヤと寝息を立てている。常信は二人を起こさないようそっとベッドから抜け出し、手早く服を着替えた。

　カーテンを少しだけ開ける。外には日の出前の淡い明るさが広がっていた。

「ちょっと外の空気を吸うか」

　居間に向かい、そこからバルコニーに出た。早朝の清すが々すがしい風に軽く身震いする。

「この景色は本当にすごいよなあ」

　手すりから軽く身を乗り出した。眼下に広がるのは広大な都市の町並み。その外縁には稲刈りを終えた田園風景があり、更に遠く目をやると重厚な山脈が連なっていた。

　帝都の東を流れる大河ルビーク川の水みな面もがちらちらと光を反射させている。もうじき日が昇る兆しだ。手すりに寄りかかり、じっとそのときを待った。

　東の空が白くなり、川かわ面もに朝の光が差す。

　知らず、「おお」と声が洩もれ──

「皇帝陛下ああああああああああああああああああ!!」

　感動の瞬間をぶち壊す絶叫が辺りに轟とどろいた。

「何だっ？　誰だっ？」

　急いで周囲を見回す。声は城の中庭付近から聞こえてきた。そちらに目を向けるが、死角になっていて様子を窺うかがうことが出来ない。身を翻ひるがえし、常信は私室を飛び出した。

「ここからなら！」

　廊下の窓から中庭を見下ろす。人だかりが出来ており、その真ん中で一人の騎士らしき人物が兵士に捕らえられていた。それでも騎士は大声で「皇帝陛下！」と叫び続けている。声の感じからして女性だ。続々と警備兵が集まってくる。

　常つね信のぶは中庭まで走った。後ろで警備兵が引ひき留とめようと叫んでいるが、気にせず中庭に飛び出す。人だかりまで駆け寄った。

「陛下!?　近づいてはなりません！　どうか、足をお止め下さい！」

　警備兵長の中年男が跪ひざまずきながら制止する。彼の前で立ち止まり、常信は兵士たちに捕らえられている騎士を見下ろした。

「俺を呼んだのは、お前か？　朝っぱらから随分と大きな声だったが、何用だ？」

「陛下！　どうか、どうか私の話をお聞き下さい……」

　地べたに押さえつけられていた騎士が懸命に身を捩よじって顔を上げる。

　常信は息を吞のんだ。

　強い決意を秘めた青灰色の瞳ひとみに射抜かれる。

　短めに切きり揃そろえたプラチナブロンドの髪が凛り々りしい。高潔そうな美少女である。

「黙れ、裏切り貴族の小娘が！　陛下に直訴するなど思い上がりも甚はなはだしい！」

　警備兵長が騎士に向き直り、吐き捨すてた。その言葉に彼女は悔しそうに歯を食いしばる。ただ、その目だけは常信を捉とらえ続けた。

「何だ、その目は！　陛下に対して無礼であろう！」

　腰に提げていた剣を鞘さやごと外し、警備兵長が騎士を殴りつける。常信は「やめろ！」と兵長の肩を摑つかんだ。

「ははっ！　畏おそれながら、陛下……」

　素早く跪いたものの、警備兵長は直言する。

「この者は許しなく城内に侵入し、陛下のご安あん寧ねいを妨げた不届き者にございます。処罰せねば私が責任を問われます」

「……職務に忠実なのは嬉うれしく思う。だが、その者も何か事情がありそうだ。ここまでやるからには相応の覚悟をもって来たのだろう。話くらいは聞こう」

「ですが、陛下」

「俺は話を聞くと言ったんだ」

　あえて冷徹に告げる。警備兵長は「ははっ！」と頭を下げた。

「それで、話とは何だ？　大したことでなかったら厳しい処罰を受けることになるぞ」

　なるべく威厳が出るよう重々しく言ってみせる。地べたに押しつけられたままの騎士は「ありがとうございます、陛下」とまず礼を言った。

　しかし、すぐにその表情が曇る。僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、騎士は声を上げた。
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「陛下！　今すぐ東部戦線に増援をお送り下さい。十四カ国連合軍の侵攻はとどまるところを知らず、帝国軍はもはや崩壊寸前です！」

「何だと!?　そのようなこと、あるはずがっ……！」

　警備兵長が真っ先に叫んだ。周囲の警備兵にも動揺が広がる。騎士は真剣な眼まな差ざしで訴えかけてきた。

「事実なのです！　申し遅れました。私はヒルデガルト・スターリング。今はフェレーロ公爵様の下で働いております。テッサリーニ様の軍は悉ことごとく敵の奸かん計けいにはまり、敗走を重ねています！　陛下！　どうか東部戦線に増援を！」




「東部戦線は優勢なんじゃなかったのか!?」

「……どうやらジルベルト卿きようは劣勢であることを隠しておったようですな」

　早朝の執務室。常つね信のぶの問いにムツィオ老は険しい表情で答えた。

「それにしても、あのスターリング家の娘が来るとは……」

「あの、ということは、訳ありなのか？」

　常信の問いにムツィオが重く頷うなずく。

「スターリング家は不名誉の烙らく印いんを捺おされた貴族。本来なら陛下のお目に触れるだけでも重罪といえましょう。ですが、今回は状況が状況だけに……」

「随分と嫌われているようだな。一体、どんな罪を犯したんだ？」

「……そうですな。一通り、ご説明致しましょう。そもそもスターリング家はイグドラル王国の王家の血筋にございます。ヒルデガルトは現国王の姪めいにあたりますな」

「他国だけど名門じゃないか」

「あの娘の父、ハインリヒ卿きようは国王の弟であり、重臣の一人としてイグドラルの飛び地を治めておりました。それが、およそ五年前のことになりますなあ。アレサンドロ様がイグドラル王国に宣戦布告なさいました」

「また、その展開か……」

　常つね信のぶは項垂うなだれた。

「帝国軍はまず、飛び地を包囲しました。するとハインリヒ卿はすぐさま降伏し、自らの命と引き替えに領民の保護を求めたのです。まあ、致し方のない判断でありましょうなあ。こちらが三万の兵を向かわせたのに対し、あの飛び地では千の兵を揃そろえるので精一杯だったでしょうから」

「ハインリヒ卿は領民を守ったのか……」

「我らはハインリヒ卿の降伏を受け入れ、彼を客将として迎えました」

「へえ……。意外と優しいじゃないか。俺はてっきり首を刎はねたのかと思ったぞ」

「陛下。それはいささか甘あもうございますな」

　ムツィオの目つきが鋭くなった。

「スターリング家の汚名はここからにございます。陛下、もし頼りにしていた弟が敵国に早々に降伏し、あまつさえ客将として迎えられたら、どのように思いますかな？」

「それは……裏切られたと思う、かな……」

「ご明察に存じます。イグドラル国王はハインリヒ卿の『裏切り』に激怒し、当時、側そばに仕えさせていたハインリヒ卿の嫡男、すなわち自身の甥おいの首を刎ねました」

「なっ……」

「その後、戦は終始、我らの圧勝でありましたが、唯一、ロザリンドという姫騎士がおりましてな。イグドラル国王の娘で、当時から非常に優れた剣技の持ち主として知られておったのですが、この者があろうことか『七勇神姫セテイオ・プリンサ』として目覚めたのでございます」

　常信は「ああ」と洩もらす。

「『七勇神姫』って確か、この世界の古い伝承で、大陸に未み曾ぞ有うの災いが訪れたとき、女神の加護を受けた七人の聖女が現れて世界を救うとか、そういうのだよな？」

「ロザリンドは『風の姫ヴエネリツサ』を名乗り、ときに竜巻を起こすほどの強大な力で帝国軍を押し返した結果、我らはイグドラル王国を滅ぼすには至りませなんだ……」

　ムツィオが肩を落とした。

「滅びはしなかったのか。ん？　そうなるとスターリング家の立場は……」

「早々に降伏して『寝返った』にも拘かかわらず、本国は生き延びました。スターリング家はそれだけでも肩身の狭い思いをすることになったわけでございますが、加えて帝国内ではイグドラル王国憎しの風潮が起きましてな。多くの領土を奪ったとはいえ、ロザリンドの登場で兵士たちの間には負け戦だったという思いが渦巻いておりました。スターリング家は、その鬱憤の捌はけ口ぐちとなったのでございます」

　ギリッと歯を食いしばる。

　常つね信のぶにも想像できた。ムツィオたちは万が一の保険として、ハインリヒ卿きようを生かしておいたのだ。「裏切り者」という分かりやすい悪人を国民の前にさらし、戦の咎とがを一身に背負わせるために。

「ムツィオ……お前の差し金か？」

「これが政治というものです、陛下」

　帝国宰さい相しようは平然と返す。ふてぶてしい態度は老ろう獪かいそのものだ。

「スターリング家は王族でありながら国を裏切った不名誉な一族。その烙らく印いんを捺おされ、領地は没収。フェレーロ公爵領に一軒の邸宅を与えられ、そこで暮らすこととなりましたが、ハインリヒ卿は三年ほど前に病死致しました。その後、唯一人残った娘、ヒルデガルトが家を継いだようですが、さしたる役職には就いておらぬのでしょうな」

「そのスターリング家の娘が東部戦線の窮状を訴えてきた。なるほど、お前たちにとっては面白くない話だな」

「ご明察に存じます」

「うるさい！　とにかく、ヒルデガルトの話を聞いて今すぐ対策を立てろ。いいか？　スターリング家だからといって、ぞんざいに扱うなよ。もし、そんなことをしたら……」

「どうなさるおつもりですかな？」

「パオラに、お前が時々カツラを被かぶって鏡の前でニヤニヤしてることを帝国中に暴露するよう命じてやる」

「陛下あああああああっ？　それは人間の所業ではございませんぞおおおおお！」

　ムツィオの格別の計らいがあり、ヒルデガルトは丁重に扱われ、重臣たちの前で東部戦線の現状をありのままに話すことができたらしい。
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「みんな無責任に言いたい放題だな！」

　常つね信のぶは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　ヒルデガルトの直訴から数日。帝都にもたらされる報告は帝国軍の敗北を知らせるものばかりであった。常信自身、打開策を見み出いだせず、藁わらにもすがる思いで知恵袋と井戸端会議を覗のぞいてみたのだが、危機感のない会話ばかりが繰り広げられている。

「あー……兵力だけなら圧倒的なのになあ……。どうして負けているんだろう？」

「戦術の差ではないかと、陛下」

　執務室にベアトリーチェが入ってきた。常信以上に忙しく働いているはずなのに、今日も彼女は一分の隙すきもない豪ごう奢しやな出いで立たちで優雅に歩を進める。執務机に地図を広げてみせた。東部戦線の状況をまとめたもののようだ。

「十四カ国連合軍はときに伏兵を潜ませ、ときに奇襲を行い、こちらを翻ほん弄ろうしておりますわ。そうやって部隊の間にほころびが出来たところを突いて七勇神姫セテイオ・プリンサが猛威を振るう。起きたことを解説すれば、それほど複雑なことではありませんけれど……」

「ここまで見事にしてやられ続けるとはね……」

　常信は眉まゆ根ねを寄せる。幾いくつか気になった点を尋ねてみた。

「なあ、ビーチェ。どうしてジルベルトは大軍をむざむざ隘あい路ろに進ませて各個撃破されるなんて愚かな真ま似ねをしたんだ？」

「それは前日、連合軍に快勝したからです。もちろん『快勝』も敵の演出で、偽りの勢いをこちらに作り出させ、翌日、逃げると見せかけて死地に引き入れる作戦でした」

「この砦とりでを三日で落とされたのは？　かなり堅けん牢ろうな要よう塞さいだと聞いていたんだが……」

「敵軍が少数の別働隊を組織して断崖絶壁を密ひそかによじ登ったのです。とても人が登れるような高さではないと油断していたのが徒あだになりました。内側から門を開かれてしまい、あえなく陥落致しました」

「こっちの平原での野戦は？　兵の数ならこちらが圧倒していたはずだ」

「風向きを読んだのです。風上に陣取った敵軍に火を放たれ、為なす術すべなく……」

「いちいち頭良いな、敵軍の将は！」

　敵ながら感心してしまう。

「それにつきまして、新たな情報が」

　ベアトリーチェが手にしていた書類の束を捲めくった。

「十四カ国連合軍の実質的な指揮官が判明致しました」

「実質的な指揮官？　総大将じゃなくて？」

「総大将はイグドラル国王アドルフⅣ世ですが、十四カ国連合軍を作り上げ、戦の指揮を執とり続けている軍師がおります」

「軍師……そいつが、これまでの作戦を全すべて考え実行してきた奴やつか」

「はい。その者の名はマサト・ホウライ。蓬ほう萊らい国王家の後継を名乗っております」




「あーっ……こいつ、主人公だよ……」

　常つね信のぶはソファにぐったりと凭もたれ顔を覆った。

　私室に戻ってベアトリーチェから渡されたマサト・ホウライの資料を読んでいたのだが、読めば読むほど彼の超人的な活躍を思い知らされることになり、心が折れそうだ。

　マサト・ホウライ。

　十数年前に滅亡した東方諸国の一つ、蓬萊国王家の生き残り。大陸の東の端、ビランテ伯爵領内の小さな村に匿かくまわれ密ひそかに育てられた。しかし村が盗賊団に襲われた際、村人を守るため剣を取ったことにより、その存在を伯爵に知られることになる。

　伯爵は彼を捕らえるよう命じるが村人たちは抵抗し、伯爵の兵と争う事態になった。村に勝ち目はないと思われたが、マサトの巧たくみな戦術と圧倒的な剣技により勝利する。

　怒ったビランテ伯爵は自ら軍を率いて村を攻めようとした。ところが、周辺の村や町が伯爵に反旗を翻ひるがえし、一転、孤立してしまう。その裏には、領主の圧政に苦しめられてきた住民の怒りがあった。マサトはそれを巧妙に煽あおって協力を取りつけたのだ。

　伯爵はイゼルダ城に追い詰められ、深夜、城を逃げだそうとしたところを捕らえられて殺される。住民が喜びに沸く中、マサトはイゼルダ城に入った。その後、ビランテ伯爵領奪還のため差し向けられた帝国軍五万をたった百人で蹴け散ちらす。

　この戦いは「イゼルダ城防衛戦」として大陸中に知れ渡り、同時にマサト・ホウライの名も広く知られるようになった。

「これが二年前……。それからしばらく、帝国も様子見の状態でいたわけだ。でも、その間にマサトは周辺諸国を味方に引き入れていた……」

　そして約一年前、十四カ国連合軍が「諸悪の根元、悪の帝国を討伐し、大陸に真の平和を取り戻す」という名目で挙兵する。七勇神姫セテイオ・プリンサも数名が連合軍に参戦。

　あとは勝利、勝利、勝利……。どんなに不利な戦況でもひっくり返し、破竹の勢いで進軍。さらに「地の姫」マライカが戦線に加わってからは、八体の巨大ゴーレムが連合軍の先陣に立ち、帝国軍を蹴散らしているそうだ。

「どう考えても、こいつが主人公だろ……。マサトの下には運命に導かれた一騎当千の仲間たちが集い、強大な敵、グロリア帝国を打ち破っていく。うあーっ……考えれば考えるほど、俺って敵側だーっ……。完全にやられ役だよぉぉぉっ……」

　ソファに倒れて悶もだえる。

「あれ？　ちょっと待てよ……。マサト・ホウライって、蓬萊将まさ人ととか書けないか……」

　サアッと血の気が引いた。

「まさか、このマサトって人、異世界召喚されたんじゃないだろうな!?　俺と違って神様的な存在からチート能力もらって異世界で無双中とか!?　あ……ありそう……。異世界召喚の技術はこの世界にあるわけだし、いかにも主人公な大活躍をしてるし……」

　ハアアアアと深いため息を吐つく。

「へーか、さっきから独り言言ってどうしたの？」

　パオラがひょこっとソファの背から顔を出した。そのまま身を乗り出して「えいっ」と常つね信のぶに抱きついてくる。もそもそ動いてこちらの腹に跨またがった。

「お疲れのへーかにマッサージしてあげるね！　キャラちゃんに教えてもらったんだ」

　そう言って胸を撫なでさすってきたので「ふわっ？」と声を上げてしまった。パオラがキョトンと目を丸くする。そこに猫耳娘が歩いてきた。

「パオラー、仰あお向むけじゃなくて俯うつぶせになってもらわないとー……」

「あ、そっか！　へーか！　俯せになって」

　ぐいぐいと引っ張られるので仕方なく俯せになる。腰の辺りにパオラの体温を感じた。そして何な故ぜかキャラまで常信の尻しりに座ったようだ。振り向いて見てみると、二人は背中合わせになっている。

「二人とも、何をする気だ？」

「言ったでしょ？　マッサージだよっ。へーかの凝りをほぐしてあげまーす」

「ねー、陛下ー……早くあたしを愛あい妾しようにして養ってよー……」

「あ！　あのね！　こないだキャラちゃんの家をお城の中に引っ越してもらったんだ！　これでキャラちゃんとも毎日一緒にいられるよ！　へーか、嬉うれしいでしょっ？　わたしはとっても嬉しいよ！」

　明るい笑顔でグイグイ背中を押してくる。キャラも「ねーねー、陛下ー……」とやる気なさそうな声で、意外と器用に脹ふくら脛はぎを揉もんできた。

「……そうか。俺が凡人だろうと主人公だろうと、関係ないんだよな」

　パオラもキャラも、常信の心配をしてくれている。

　敵側だから主人公に負けなければならないという道理などどこにもないのだ。もし本当にマサトが自分と同じように召喚された存在であっても、いや、むしろ召喚された者同士なら尚なおのこと、負けてやる謂いわれはない。

「そうだよ……。そっちがその気なら、こっちも好きにやらせてもらおうじゃないか」

「どう？　どうっ？　へーか、気持ち良い？」

「陛下ってさー……あんま歩いてないよねー……。足、ふよふよじゃーん……」

　背中の上で美少女二人が遊んでいる。

「なあ、パオラ。キャラも」

　首を巡らし、二人を見た。

「ちょっと出かけようか。東部の戦場まで」
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第五章　主人公補正のせいで嘆なげいている皇帝だっているんですよ！（激怒）







　帝国軍の宿営地にはまるで覇気がなかった。

　敗走に次ぐ敗走で士気が下がりきっているのだろう。戦が長引いているので、帰りたいと望んでいる者も少なくなさそうだ。

「ようこそ、お出いで下さいました！　陛下！　ささ、どうぞお座り下さい！」

　そんな中、本陣で常つね信のぶを出迎えた帝国軍総大将ジルベルト・テッサリーニは、異様な程、陽気だった。負け戦が続いているとは思えぬ自信に満みち溢あふれた表情でテントに招き入れ、上座を大げさな身振りで指し示す。

　常信はひとまず腰を下ろした。その右側にベアトリーチェが座る。ジルベルトは甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら常信の前に跪ひざまずいた。

　図体の大きな男だな……というのがジルベルトに対する第一印象だった。目測で二メートル近くある。筋骨隆々としているので幅もあった。見た目だけなら大将軍の名にふさわしい男だろう。

「負けているようだな」

　挨あい拶さつ代わりに告げてみた。ジルベルトがバシッと大きな手の平を己の頭に当てる。

「陛下！　俺、やっちまいましたーっ」

　声量を間違えているのではないかという大声で総大将が叫んだ。

「悉ことごとく敵の罠わなにかかってしまい、俺について来てくれた将兵たちを次々に失ってしまいましたーっ！　このままでは、あの世であいつらに会わせる顔がありません!!」

　眉まゆを顰ひそめて耳を塞ふさぐ。それでもジルベルトの声は通常の音声並に聞こえてきた。

「連合軍はぁっ！　何な故ぜか俺たちの動きを把握しておるのです！　攻めかければ伏兵に背後を突かれ、逃げた先にも待ち伏せしている！　奴やつらは油断なりませんぞぉっ！」

「うるさい！　少し黙りなさい、ジルベルト卿きよう。陛下の御前ですよ。あなたの聞くに堪えない胴どう間ま声ごえで陛下のお耳を汚すなど許し難がたいことだわ」

　戦場でも豪ごう奢しやなドレスとハイヒールという出いで立たちで悠然と足を組み、ベアトリーチェが怒鳴りつける。大男のジルベルトが肩をしゅんとさせた。

「ジルベルト、苦戦している原因が理解できているか？」

　努めて冷徹に問う。ジルベルトは心持ち声量を下げて答えた。

「それはもちろん！　敵軍が卑ひ怯きよう極まりない戦いを繰り広げておるからでありまぁす！　正々堂々、正面からぶつかり合うことをせず、幾度も姑こ息そくな真ま似ねをしおって！　騎士の風上にもおけませんな！」

「巨大ゴーレムに手こずっていると聞いたが？」

「あれこそ卑ひ怯きようの塊！　奴やつらは巨大な盾を前面に押し出し、その陰に隠れてこそこそ進軍しているに過ぎません！　あれさえなければ我が軍は圧勝に次ぐ圧勝でございます！」

「……そうだな。よく分かった」

　常つね信のぶは席を立った。

「ゲナム砦とりでまで本陣を下げよ。山岳地帯の要衝で連合軍を迎え撃ち、何としても三日持ちこたえるのだ。俺はパダノ荒野の出口にあるヴィゴーレ砦に腰を据すえる」

「ハハッ！　仰せのままに！」

　ジルベルトが威勢良く返事をする。居並ぶ将軍たちの顔には疲弊の色が濃かった。それをさりげなく確認しつつテントを出る。

「ビーチェ、手はずは？」

「全すべて整えております。……陛下、本当に実行なさるおつもりですか？」

「ああ。はっきり言ってマサト・ホウライは天才だ。俺にはあいつの考えなんて予想できないし、対策も立てられない。あいつと同じ土俵に立つなんて無理なんだよ。だから」

　常信はベアトリーチェを振り向いた。

「こっちの土俵、圧倒的な数の力で押し勝ってやる」




　それから三日。常信はキャラにドローンで周囲を監視させながらパダノ荒野に広大な落とし穴を掘らせた。穴掘りに投入した人員は三〇万人。朝、昼、夜の三交代制で掘らせ続け、念のため魔法師団三万人による幻覚魔法を広域に張り巡らせて隠いん蔽ぺいも行った。

　ジルベルトの軍には三日持ちこたえるように伝えてあったが、計算上、連合軍がゲナム砦のある山岳地帯まで進軍するには四日かかる。もし予想より一日早く進軍してきても問題はない。現時点で疲弊しきっている兵たちには何も期待していなかった。

「知恵袋では否定されまくってたけど、やろうと思えば出来ないことはないな。あとは連合軍が、というかマサトが引っ掛かってくれるかどうかなんだけど……」

　相手はチート級の主人公。どんな奇跡が起きて、こちらの目もく論ろ見みを破られるか分からない。砦の一室で状況を何度も確認し、落とし穴が完成した後も連合軍の動きが気になって上う手まく眠れなかった。

　帝国軍と連合軍がパダノ荒野手前の山岳地帯で相まみえた日。

　横一列に並んで歩いてくる八体のゴーレムを目の当たりにした常信は正直、あんなものと戦えるわけがないと感じた。恐れを為なして帝国兵が総崩れとなり、空になった砦をゴーレムが破壊していくのを見ても、「そりゃそうだろう」としか思えなかった。




　そして八体の巨大ゴーレム全てが、まんまと落とし穴にはまった。




『我が軍の大勝利にございます、陛下！　俺、やってやりましたよ！』

　ジルベルトが、まるで自分の手柄のように報告してきた。

　帝都への道すがら、馬車の中で水晶球を通して戦況を聞く。度重なる勝利と巨大ゴーレムの存在が十四カ国連合軍にも油断を生じさせていたようだ。ひとたび混乱に陥った連合軍は、ヒルデガルトが指揮を執とった帝国軍の前に潰かい走そうし、大きく後退したという。

「ご苦労。指揮権を引き継いだら、守りを固めよ。連合軍の挑発には絶対に乗るな」

『仰せのままに！　このジルベルトにお任せ下さい！』

「それから、ヒルデと替われ」

『はあ……。あの娘でございますか？　少々お待ちを！』

　少ししてプラチナブロンドの髪が画面に映し出された。青灰色の瞳ひとみが画面の大半を占める。『お呼びでしょうか、陛下!?』とヒルデガルトの声がした。

「だから近いって……。ヒルデ、君は今すぐ戻って俺たちと合流してくれ」

『かしこまりました！』

　ようやくヒルデガルトの顔がまともに見えるようになる。彼女は敬礼をしてすぐにその場から姿を消してしまった。

「……優秀だとは思うんだけど、何というか、落ち着きがないよな」

「生き真面目まじめに過ぎるのでしょう。自分に自信がないから余裕がないのです」

　右隣でベアトリーチェが呟つぶやく。そちらを一いち瞥べつすると、彼女に艶えん然ぜんと微笑ほほえまれた。

「詳しいことは陛下の寝室でお話ししたく存じます」

「ここで話してくれ」

　何となく左隣でスヤスヤと寝息を立てているパオラを意識する。ちなみにキャラは常つね信のぶの向かい側の席でだらしなく爆睡していた。

「仕方ないですわねぇ」

　こちらにしなだれかかりながらベアトリーチェが囁ささやく。

「ヒルデがイグドラルの出だというのは陛下もご存ぞん知じでしょう？」

「ああ、スターリング家は不名誉の烙らく印いんを捺おされているようだな」

「彼女は『風の姫ヴエネリツサ』ロザリンド・スターリングの従妹いとこです。幼少期から何かと比較されてきたようですわね」

「なるほど……」

　苦い顔になってしまった。

「しかもヒルデとロザリンドは同い年。あらゆる面でヒルデはロザリンドに勝ったことがないようです。ああ、一つだけ勝っている点がありましたわ」

「それは？」

　常信の問いにベアトリーチェが意味深長な含み笑いを見せた。

「胸の大きさです、陛下。ロザリンドもそれなりのようですが、ヒルデの方が大きいとか。いずれにしても私の方が大きさも形も美しいですわよ」

　腕を取って自分の胸を触らせようとするので急いで振り払う。

「それなら『十二星姫ドーデイ・ステラ』構想は彼女にとって雪辱の機会になるのかもしれないな」

「ああ、それでヒルデを呼び戻されたのですか……」

「選定は色々と大変だったけど井戸端会議でもかなり話題になっているし、とにかく物量で押し勝ってやる！」

　決意を込めて手て許もとの水晶球を見つめる。

『陛下！　大変なことになりましたぞっ』

　いきなりムツィオの顔が映し出された。珍しく切羽詰まった様子である。「どうした!?」と問いかけると、宰さい相しようは胸に手を当てて呼吸を整えてから伝えてきた。

『ルビーク川に、「水の姫アクウイツサ」の船団が現れました！』




　水晶球に映し出されたのは、予想外の光景だった。

『マサト・ホウライって奴やつ、相当な食わせもんだねぇ。自分たち十四カ国連合軍と帝国がやり合ってる間、帝都に隙すきが見えたらすぐさまルビークを遡さかのぼって帝都を攻めろだなんて。ありゃ、相当な修羅場潜くぐってるよ』

『姫さま。それは分かりましたから、そろそろ戦装束にお着替え下さい』

『バカ言うな、ソニア。まだ帝都どころかペルジャすら見えてねえよ。こんなところから暑苦しい格好なんて出来るかっての！　お前もその堅苦しい装束脱げよ』

『そうは参りません。私は姫さまの護衛隊長ですので』

『つまり、あたしの部下ってことだろ？　だったら命令に従え。それともあたしに脱がせて欲しいのかい？　仕方ねえ奴だなぁ』

『違います！　まったく……遊びではないのですよっ……』

『わーってるって！　せっかくならマライカとどっちが先に帝都落とすか競争でもやりゃ良かったなぁ。あいつ、今頃どの辺進軍してんだろ？』

『先日の報告ではパダノ荒野に進んだとか。そこを越えればフェレーロ公爵領です』

『うげぇ……。もうそんなところまで来てんのか……。親父おやじが出陣を渋るから出遅れちまったんだ。帝都からけっこうな数の兵士が東部に送られたのは、とっくの昔に摑つかんでたってのによぉ』

　水着姿の女性がビーチベッドに寝転がって優雅に船旅を楽しんでいる。

「この女性が？」

　常つね信のぶはビーチベッドの女性を指さす。ベアトリーチェが「七勇神姫セテイオ・プリンサが一人、『水の姫』ナタリア・テラディリャス本人ですわね」と頷うなずいた。

　小麦色の肌に水色のビキニ。黒髪をポニーテールにまとめている。背は高そうだ。彼女の周囲には水着にエプロンという格好をした娘たちが控えている。その中で一人だけ軍服を着込んでいたボブカットの少女──ソニアというらしい──も主の命令に渋々といった様子で服を脱ぎ、水着姿になった。こちらは青の縁取りがされた白のワンピースである。ソニアが水着姿になるなり、ナタリアは口笛を吹いた。

『いいねえ、ソニア。あたしの見立て通り似合ってんじゃん。こっち来て酌しろよぉ』

『発言がただのエロオヤジになっていますよ、姫さま』

『ソニアがエロい格好するからだろぉ』

『姫さまが脱げと仰おつしやったのです！』

　顔を真っ赤にしてソニアが言い返す。陽気な笑い声を上げ、ナタリアは銀の杯をグイッと煽あおった。

「……また、独特な姫騎士が現れたな」

　常つね信のぶは首を振る。

　ムツィオからの急報を受け、キャラを叩たたき起おこしてルビーク川まで鷹たか型のドローンを飛ばしてもらった。ナタリアの船団を上空から捉とらえた映像が水晶球に映し出されているのだが、予想外に吞のん気きな光景で戸惑ってしまう。

「陛下、油断なさいませんように。いくら隙すきを突かれたとはいえ、アレグランサ王国は洋上の島国。そこからルビーク沿岸のペルジャ付近まで船団を率いてきたということは、すでに三つの関所を越えてきたということになりますわ」

「宰さい相しよう！　何な故ぜ、このような事態になるまで報告を怠った!?」

『畏おそれながら陛下……。ナタリア卿きようの船団はアレグランサから、たった一日で遡そ上じようしおったのです。このままでは、明日には帝都に至るかとっ……』

「速すぎるだろ！　普通は三日以上かかる距離だぞ。これが七勇神姫セテイオ・プリンサのチート能力……」

「あー、陛下ー……。ペルジャの水軍が出てきたよー」

　キャラがだるそうに水晶を弄いじった。

　遠景になり、ルビーク川が大きく映し出される。ナタリア船団の行く手を遮るように軍艦が十数隻並んでいた。弓兵の配置も整っており、あとは敵が射程内に入るのを待つばかりである。

『プッチーニ伯爵は若いのになかなかやりますな！　すぐさま陣容を整えて万全を期しております。これなら「水の姫アクウイツサ」も苦戦するのではありませぬか』

　同じ映像を観みているらしく、ムツィオの満足そうな声が聞こえてきた。逆に嫌な予感がしたのだが、黙って成り行きを見守る。映像をナタリアの船に戻すと、彼女は水着エプロンの侍女から報告を受け、『やれやれ』とビーチベッドから立ち上がるところだった。

『帝国軍は学ぶってことを知らねえのかねぇ。エバ、カルラ』

『はい、姫さま』

　ナタリアが軽く指を動かすと、うり二つの少女が長なが槍やりを恭しく捧ささげる。それをひょいと手に取り、軽く振り回して構えた。周りの水着エプロンたちが黄色い歓声を上げる。

『姫さまのお手を煩わせるほどのことでは……』

　唯ただ一人、ニコリともしなかったソニアが彼女に進言する。ナタリアは片かた眉まゆを上げ、ニヤリとした。

『まあ、そう言うなって。あたしも退屈だったんだよ。帝都を落とす前の準備運動ってことで、よろしく！』

　そう言ってソニアの尻しりをするりと撫なでる。『ひゃああっ？』と可愛かわいらしい悲鳴を上げ、次いで『姫さま！』とソニアが柳りゆう眉びを逆立てた。ところがナタリアはすでに視線を帝国軍に向けている。一人、船首へ向かった。

　帝国軍の船から一斉に矢が放たれた。

『だからぁ……そんなの効かねえんだって』

　ナタリアが適当に手を振る。

　次の瞬間、川の水が跳ね上がり、水の壁を作り上げた。飛んできた矢は全すべて壁に遮られ、水みな面もに落ちていく。どれだけの矢を射かけようとも、一矢すら届かせることはできなかった。そうこうしているうちに距離が狭まる。船同士をぶつけ、甲板上での白兵戦に移行するかと思われたとき、ナタリアが改めて槍やりを構えた。

『邪魔だから、さっさとどけよ』

　一いつ閃せん。

　川かわ面もが割れた。

　鋭い水流が走り、直撃を食らった軍艦が三隻、真っ二つになる。

　さらに大波が左右に向かって押し寄せ、帝国軍の軍艦を川岸へと突き飛ばした。

『背後を突かれるのも面倒だしな。一通り、潰つぶしとくか』

　ナタリアが左右に目を向ける。槍を振るいながら何ごとか呟つぶやいた。最後に槍の石突きで甲板を打つ。

　巨大な魔法陣が広がった。

　岸辺に近い川の水が急速に凍りつく。氷山のように軍艦の船底を貫き、食い破った。次々に座礁させられ、兵士たちが慌てて船から逃げ出す。プッチーニ伯爵の水軍はあえなく壊滅した。

『はい、一丁上がりぃっ！　余裕だったねぇ』

　ナタリアは敵軍を顧みることもなく、侍女たちの下へ戻る。水着エプロンたちが歓声を上げた。

『さすがです姫さま！』

『ステキです姫さま！』

『もう姫さまだけでいいと思います！』

『はいはい、ありがとうねぇ。みんな良い子良い子』

　はしゃぐ侍女たちの頭を撫なで、槍やりを双子らしき二人に渡してから、ナタリアは再びビーチベッドに寝転がった。ソニアが側そばに立つ。

『あのような大技を使って……。魔力をかなり消費したのではありませんか？』

『そんなに怖い顔すんなよ、ソニアぁ。どうせ、あとは帝都まで大した戦いもないだろうし、一晩寝れば回復するって。んじゃ、お休みぃ～』

　ひらひらと手を振り、ナタリアは目を閉じた。『まったく』とぼやきながら、ソニアは侍女の一人にタオルケットを掛けるよう指示して船内に入っていった。

「…………瞬殺かよ」

　常つね信のぶはかろうじてそれだけ口にした。

　さすがのベアトリーチェも眉み間けんに皺しわを寄せて黙り込んでいる。

「うあー……井戸端会議もすごいことになってるねー」

　キャラが寝転がったまま晶機コムニカを弄いじっていた。「見せてくれ」と彼女の晶機を覗のぞき込こむ。
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「……相変わらず、緊張感のない奴やつらだな」

「早くナタリアに対する策を講じなければなりませんね……。水神の加護を得て、海戦では無敵だとは聞いておりましたけれど、これほどとは……」

　ベアトリーチェが珍しく渋面になっている。

　口元に指を当て、対策を考え始めた彼女から視線を対面の席に移すと、キャラがごろりと再び寝転がった。

「とりあえず、鷹たかは戻すねー」

　のんびり言って晶機コムニカを弄いじる。しかし彼女の尻尾しつぽは気き忙ぜわしく揺れていた。彼女も先程の光景に少なからず衝撃を受けているらしい。

　常つね信のぶは浮き足立ちそうな心を落ち着けるため、深く息を吸った。

　ふわりと花の香りがする。

　ハッとしてパオラに向き直った。

「そうだ！　パオラ、ナタリアについて知恵袋に聞いてくれないか？」

「うん！　気になったことはもう聞いたよ！」

　キャラと一緒に目を覚ましてから存外に大人しくしていると思えば、彼女はすでに動いてくれていたようだ。自分の晶機画面を見せてくれる。
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「そこじゃない！」

　思わず叫んでしまった。

「そこじゃないんだよ、パオラ！　ナタリアの弱点とか対抗策とかそういうやつ！　そういうやつを求めてるんだ！」

　パオラが目を瞬かせる。「へーか、そんなことを聞きたかったの？」と首を傾かしげた。

「そんなことって……」

「それなら聞くまでもないよ！　わたし、ナタリアさんの弱点ならすぐに分かったから！」

　ふふーんとパオラが胸を張る。たゆんと揺れたので、つい目が行ってしまったが、それより聞き返さずにはいられなかった。

「彼女の弱点がすぐに分かった!?　パオラ、それ、本当かっ？」

「うん！　こんな簡単なことも分からないなんて、へーかには困ったものですねえ」

　パオラは鼻高々だ。常つね信のぶは彼女の両肩を摑つかむ。

「頼む、パオラ！　ナタリアの弱点を教えてくれっ」

「はうぅっ♪　はい！　お答えしますぅ」

　パオラがビクンと身を震わせた。

「ナタリアさんは海で無敵なんだから、陸に上げれば良いんだよ！　陸に上げちゃえば船は使えないでしょ！」

「……お、おうっ。そうだね」

「パオラ様に少しでも期待してしまった私が愚かでしたわ」

　窓から外を眺めながらベアトリーチェが零こぼす。

「パオラー……ちなみに、どうやってあの大船団を陸に揚げるのー？　上がってって言って上がってくれる人たちじゃないよー」

　意外にもキャラが話を繫つないできた。これ以上、その話を引っ張っても仕方ないんだけどなあと思いながら常信は水晶球に目を落とす。

「それは、えっとねえ……。ルビーク川の水を全部なくしちゃうんだよ！　こう、えいってせき止めて！」

「うーん……。すごく無理があるようなー……。流れは緩やかだけど、あそこをせき止めるなんて出来るのかなー……？　大型船が余裕で十隻並ぶくらい幅もあるしなー……」

「じゃあ、二〇隻は!?」

「うーん……。それは厳しいかもねー……。でもパオラ、そういう話じゃなくてさー」

「ちょっと待て」

　常信は水晶球を見つめたまま声を上げた。

「二〇隻は無理なのか？」

「陛下までどうしたの？　まさか、パオラの言うこと実行しようと思ってるのー？」

　キャラが目を丸くして体を起こす。「キャラちゃん、それ、どういう意味？」とむくれるパオラは無視してこちらを見るので、常つね信のぶも真顔で返した。

「パオラの言う通りだ。俺は向こうの土俵に乗る気はない」

　怪け訝げんな表情でベアトリーチェが振り向く。キャラも理解できないという顔をしていた。パオラだけが嬉うれしそうに「さすが、へーか♪」とくっついてくる。

　常信はきっぱり宣言した。

「ナタリアとは陸で戦おう」




　翌朝。常信はルビーク川の上に立っていた。

　水みな面もが朝日を反射していて眩まぶしい。

　ナタリア軍の船影はまだ見えなかった。

「自分で命じておいて何だけど、こんなことよくやったもんだよなあ」

「帝国の工兵技術は世界一にございます、陛下」

　隣でムツィオが誇らしげに一礼する。

　大河ルビーク川に巨大な橋が架けられていた。

「しかし、陛下も大胆なことを思いつかれますなあ」

「元ネタはパオラだよ。彼女が陸に上げれば良いって言ってくれたから思いついたんだ。具体的な計画は皆に任せたけど」

「それが儂わしらの役目にございます。いや、しかし。さすがパオラ。あの子は本当に気立てが良くて愛らしくて賢い子ですのう」

「ああ、うん……。そうだな」

「さて、後は『水の姫アクウイツサ』と一戦交えるだけ。徹底的に粉砕してやりましょうぞ」

「上う手まくいくといいけど……。それにしても頑丈だな」

　足元の床を踵かかとで蹴けってみた。

　たった一日で完成した巨大な橋は、大量の船をつなぎ合わせ、その上に無数の板を張り巡らせて作り上げられている。敵の進軍で行き場を失っていた多くの商船を積み荷ごと接収し、それにありったけの軍艦を加えて川幅いっぱいに敷き詰めたのだ。

　端から見れば正気の沙汰ではないだろう。

　普通なら実現など不可能だ。

　だが、帝国の莫ばく大だいな国力をもってすれば一日で成し遂げられる。

　しかも、この「橋」にはもう一つ、仕掛けがあった。

「それでは陛下は城にお戻り下さい。ここの指揮はお任せを」

「ああ。彼女たちにも期待しているぞ」




『なあ、ソニア……。ありゃ何だ？』

『橋、のようですね、姫さま。帝国軍も不可解なことを』

『あたしと船で戦うのは不利だって少しは理解したみたいだねぇ。でも、急造の橋をこしらえたからって何も変わらないよ。この槍やりでぶった切ってやれば良いだけなんだから。ほほう。見たところ、橋はし桁げたじゃなくて船を繫つないでるだけじゃないか。あんなの、火矢でも放てばまとめて焼き払えるねぇ』

『とてつもない規模で浅はかなことをしたものです』

　画面の中でナタリアとソニアが嘲あざ笑わらっている。

　会議室でドローンからの映像を眺めていた常つね信のぶは「まあ、そう思うよな」と呟つぶやいた。

「んー……。始まったのー……？」

　左隣でパオラが身を起こす。目をこすり、眠そうにあくびをした。

「パオラ、無理しないで寝てていいんだぞ。すごく頑張ってくれたんだから」

「んーっ……。へーかと一緒にいる……」

　ぽてっと寄りかかってきたので、とりあえず肩を貸す。彼女が疲れているのには理由があった。今回の作戦のために膨大な魔力を消費したのである。ちなみに右隣には誰もいない。ベアトリーチェは別の用事に出ており、キャラはまだ寝ているようだ。

　常信はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　ナタリアの船団が「橋」に迫る。橋上の兵士たちが弓に矢をつがえた。

『放てえええええっ！』

　号令によって戦が始まる。

　大量の矢が雨あられと降り注いだ。

　しかし、その全すべては水の壁によって防がれる。

『だから何度同じこと言わせんだよ！』

　ナタリアが槍を振った。水みな面もが割れ、水流が橋桁代わりの船を切り裂く。

『どうよ？　こんなもんで……あん？』

　船は切り裂かれた。しかし、それだけだった。

　橋は厳然とそこにある。

『繫がってるせいで多少は頑丈になってるみてぇだな。だったら本気でいくぜぇっ！』

　船首でナタリアは演舞の如ごとくに槍を振るった。水流が四方八方から船を切り払い、断ち割る。橋の底面にも切り傷がついた。

　ところが、それでも「橋」は微み塵じんも揺るがない。さしものナタリアも異常に気づいたのか腕を止めた。その隙すきをついて矢の雨が降りかかる。

『チイッ……。ソニア、どうなってんだよ!?』

『今、調べさせています！　あんな急ごしらえの橋を頑丈に作れるはずがありません！　必ず綻ほころびがっ……姫さま？』

『何だよ!?　あたしは矢を防ぐので忙しいんだ！　集中を乱すなっ』

『何か変です……。先程より水位が下がっていませんか？』

『何だと!?　そんなわけがっ……』

『姫さま！　背後に……橋が出来ています！』

『何ぃぃっ!?』

　常つね信のぶはドローンを操って川下の様子を確認する。手はず通り、新たな「橋」が姿を現していた。突然、背後に現れた「伏兵」にナタリア軍の兵士は狼狽うろたえている。

「プッチーニ伯爵の執念を感じるよ」

　苦笑してしまう。昨日、ナタリアに一いつ蹴しゆうされた恨みからか、プッチーニ伯爵は常信の命令を忠実に実行し、川下で立ち往生していた商船とかろうじて生き残った軍艦をまとめ上げ、こちらと同じ規模の「橋」を完成させていた。

　連絡係としてベアトリーチェを差し向けておいたが、その必要もなかったかもしれない。それほど完かん璧ぺきにプッチーニ伯爵は作戦を遂行している。

「さて、ここからが見物だな」

「ねーねー、へーか？　これって陸で戦ってないよ？　大丈夫なの？」

　パオラが寝ぼけ眼で尋ねてきた。

「大丈夫だよ、パオラ。これから『陸』になるからね」

　実はすでに変化は始まっている。ソニアは気づきかけていたようだが、戦場を俯ふ瞰かんして見ることができる常信たちと違い、あの場にいる者が気づくのは難しいだろう。それこそマサト・ホウライのような天才でなければ分かるまい。

「ほら、ここまで来れば分かるよね」

　常信は画面を指さした。パオラが「おおーっ」と目を丸くする。

「へーか！　川の水がどんどんなくなってるよ！　何でっ？」

　ナタリアの船団を挟む二つの橋。その間の水位だけが徐々に下がっていた。すでに軍艦は船底が川底に着こうとしている。ナタリア軍の兵士たちが悲鳴を上げた。

「あの橋は仕切りなんだよ。水門みたいに川の水を区切っているんだ。そして、パオラが昨夜、頑張って呼び戻してくれた人たちが水をせき止めているんだよ」

　常信はパオラに仕掛けの正体を見せてやる。橋上で矢を放つ兵士たちの背後には魔法師団の面々がずらりと並んでいた。全員が川の水を凍結させる呪文を唱え続けている。

「どんなに橋を攻撃しても壊れないのは、あれのお陰だよ。本当に橋を支えているのは凍りついた川の水そのものだからね。土台の船が壊れても問題ない」

「わーっ！　みんな頑張ってるんだね！」

　すっかり目が覚めたのか、パオラは瞳ひとみを輝かせて画面に見入った。

『やってくれるじゃねえか！　「水の姫アクウイツサ」を嘗なめんじゃないってのぉっ！』

　ナタリアが吠ほえる。仁王立ちになり踏ん張ると、彼女の船の周りに水が集まり始めた。

『水を操ることに関かんしちゃ、あたしの右に出る者なんていないんだよ！』

　川下の水がナタリアの下に引き寄せられていく。ナタリア軍の兵士たちが歓声を上げた。再び水位が戻るかと思いきや、やはり川の水は減っていく。ナタリアが『チイッ』と舌打ちをした。

『あたしと水の引っ張り合いをするだなんて、良い度胸じゃないのっ！』

　彼女の船を中心に渦が起きる。味方の船も巻き込んでいるが、お構いなしだ。じりじりと川の水を引きずり寄せ──

『こんのぉぉぉっ！　どうなってんのよぉぉぉっ……!?』

　ナタリアのこめかみに青い筋が浮いた。隣でソニアが信じられないと首を振る。

　川の水はどんどん失われ、ついに川底が露あらわになった。ぬかるみに船団が乗り上げる。傾いた甲板で膝ひざをつき、水の姫はギリッと歯を食いしばった。

『何でよっ？　このあたしが、引っ張り負けた!?　そんなわけない！　水魔法に関しては、そんじょそこらの魔法使いが百人束になってかかってきても負けたことないのに！　百人どころか千人がかりでもあたしを止めることなんて出来ないはずよ！』

　槍やりを振り、絶叫する。

『帝国は何人の魔法使いをここに集めたっていうの!?』

「ざっと五万人だよ」

　相手には聞こえないことを承知で、常つね信のぶは答える。隣で「わたし、頑張ったもん」とパオラが大きな胸を張った。

　昨夜、東部戦線から引き上げている最中の魔法師団三万人を彼女の召喚魔法で帝都まで呼び戻したのである。ただ、一度に三万人もの人間を召喚することはパオラにも無理だったので数百人単位に分けて行った。

「よく頑張ったよな、パオラ」

　常信は彼女の頭を優しく撫なでる。

　パオラは魔力回復のための飲み薬を何本も飲み、幾いくつもの魔法具を消費して、夜通し頑張ってくれたのだ。おかげで夜明け前に三万人を呼び戻すことに成功し、帝都を守らせていた二万人と合わせて出撃させることができた。

　現在、川上の橋に二万五千、川下の橋にも二万五千の魔法使いが並んでおり、全力で川の水を引き寄せ、せき止めて凍結させている。

「さすがに五万対一だったら、『水の姫』でも分が悪いか」

　そう呟つぶやいているうちに帝国兵が「陸」と化した川底になだれ込んだ。軍艦はただの障害物と化し、ナタリア軍は混乱を極める。

『くっそ……。何でこんなことになっちまってんだ!?　訳が分かんねえ！』

　ナタリアはそれでも巧たくみに槍やりを操り、川底の僅わずかな水を使役して暴れ回っている。帝国兵も彼女にだけは近づけないでいた。

『おらおらおらぁっ！　かかってこいよ、帝国の腰抜けどもぉっ！』

『姫さま！　無駄に煽あおらないで下さいっ』

　側近の少女たちがナタリアの周りに集まってくる。戦いは膠こう着ちやくするかに見えた。

『そこまでです、「水の姫アクウイツサ」ナタリア！』

『ここからは私たち「十二星姫ドーデイ・ステラ」がお相手致しますわっ』

『お覚悟はよろしくて！』

　戦場に似つかわしくない可愛かわいらしい声が響く。

　とうっ！　とかけ声を上げ、数十人の少女たちがナタリアの前に立った。『何だぁ？』と眉まゆ根ねを寄せる彼女に対し、一人がビシッと剣を突きつける。

『私たちは陛下の命によって結成された、対「七勇神姫セテイオ・プリンサ」部隊、「十二星姫」です！　帝国の平和は私たちが守る！』

　決め台詞ぜりふと同時に全員がポーズを決めた。どこかで効果音も鳴る。そこまでは指示していなかったので、常つね信のぶは啞あ然ぜんとした。

「やったー！　すごい！　すごい！　十二星姫登場だよ！」

　パオラが跳びはねて喜ぶ。

　対して、ナタリアはあんぐりと口を開けていた。

『何だ、あんたら……？』

『七勇神姫に対する切り札、十二星姫です！』

　律儀に答える育ちの良い美少女騎士。ナタリアは『ああ、うん……』と頷うなずき、それから首を捻ひねった。

『一つ、聞いて良い？』

『何でしょう!?　ご自由にどうぞ』

『あたしの見間違いでなかったら、あんたら、ひいふうみい……ざっと数えても三〇人くらいいないか？』

『三七人です！　今回はこれだけしか集まることができず、大変心苦しく思っておりますけれど、精一杯努めますのでよろしくお願い致します！』

　瞳ひとみをキラキラと輝かせて、十二星姫の一人が答える。

『ちょっと待てやあああっ！　あんたら十二星姫なんだろっ？　何で三七人もいるんだよ!?　数、多すぎだろっ？』

『陛下のご予定によりますと、十二星姫は総勢一〇八名になりますわ！』

『何でだよ！　もはや桁けたが違うわ！　十二でも何でもねえよ！』

　ナタリアが地団駄を踏む。ぬかるみの泥が飛び散った。しかし、三七人の十二星姫ドーデイ・ステラたちはキョトンとした顔で彼女を見つめるばかりだ。それにも腹が立ったのか、ナタリアは『こいつらあああっ』と歯をギリギリ鳴らした。

『姫さま。つまらないことを気にしている場合ではありません。所しよ詮せん、彼女たちは七勇神姫セテイオ・プリンサを模した偽物。早々に蹴け散ちらしましょう』

『それもそうだな、ソニア。数が多けりゃ良いってもんじゃねえんだよ！　顔は良いから勿もつ体たいねえが、とっとと吹っ飛びな！』

　ナタリアが槍やりを振るう。

『もちろん、そのための準備もして参りましたわ！』

　十二星姫ドーデイ・ステラの一人が小さな宝石を取り出した。それをグッと握りしめるとパリンと音を立てて簡単に砕け散る。三七人の騎士たち全員が淡い光に包まれた。

『へええ、霊石かい。良いもん持ってんじゃないの。それ一個で仲間全員の戦闘力を幾いくらか向上させられるんだよねぇ？　でも、たった一個とはあたしも甘く見られたもんだ』

　鋭い目つきでナタリアは言い放つ。

『あたしと対等に切り結びたいんだったら、霊石をあと十個は用意しな！』

　パリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリンパリン
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『ねえ、ジャンナ。今、何個割ったー？』

『ドロテアさんが数えてらしたのではなかったのですか？　恐らく、二〇個ほどかと』

『まだ、そんだけーっ……？　この袋、何個入ってんのよー？』

『確か千個ほどと伺っておりますわ。全すべて使いなさいと陛下から仰せつかっておりますので、頑張って割りましょう！』

『しょうがないなー』

『…………おい』

　大きな革袋の中から霊石を取り出しては次々に割っていく十二星姫ドーデイ・ステラを凝視し、ナタリアが呟つぶやいた。しかし彼女たちは霊石を割るのに集中していて全く聞いていない。

『そろそろいかがかしら、ガブリエラ？　五〇個は割ったと思いますけど……』

『そうね。皆様、準備はよろしくて？　それでは参りましょう！』

『はい！』

　かけ声とともに三〇人以上の騎士が一斉にナタリアに挑みかかった。

『ちょっと待てぇぇぇっ！』

　さしもの彼女も凄すさまじい猛攻を捌さばくだけで精一杯になる。ソニアたち侍女も奮戦するが異常なまでに強化された十二星姫一人一人の攻撃は尋常でなく速く、あげく重い。あっさり数人が弾はじき飛とばされ、叩たたき伏せられた。

『チイッ！　こいつら霊石どんだけ割ってんだよ！』

　それでもナタリア一人は攻撃を凌しのぐ。

　槍やりを薙なぎ、突き出し、同時に魔法の水弾を撃って帝国の美少女騎士を懐まで踏み込ませなかった。正面や左右からの攻撃はもちろん、背中にまで目がついているのかと思うほど鮮やかに背後からの剣も受け流す。その動きは力強く且かつ優美ですらあった。

『素晴らしい槍捌きですわ！　敬意を表します！』

『これが伝説の七勇神姫セテイオ・プリンサなのですね！　戦うことができて光栄です！』

　十二星姫は瞳ひとみをキラキラ輝かせてナタリアと切り結ぶ。周囲から賞賛の声を上げながらひっきりなしに飛びかかってくる彼女たちに、ナタリアは大声で側近の名を呼んだ。

『ソニア！　ちょっと、あたしの背中を守れ！』

『姫さま！　ぐっ……』

　しかし、それと相前後してソニアが三方から攻撃を受ける。深手を負って膝ひざをついた彼女を視界の端に捉とらえ、ナタリアがカッと目を見開いた。

『ソニア!?　……あんたら、あたしを本気で怒らせたみたいだねぇっ！』

　闘志が爆発する。

　水の姫アクウイツサを中心に風が唸うなりを上げて渦巻いた。

　十二星姫ドーデイ・ステラたちを睨にらみ据すえ、改めて槍やりを構える。

『あたしから、まんまと水を奪ったつもりなんだろうけど、残念だったね。まだ、ここに残ってんのよぉっ！』

　ぬかるみが一瞬にして干上がった。ナタリアが土中の水分を吸い上げたのだ。彼女は傲ごう然ぜんと敵を見下ろす。

『さあ、お仕置きの時間よ』

　美少女騎士たちがハッと頭上を見上げた。

　空中に無数の氷柱つららが浮かんでいる。それら全すべてが敵に狙ねらいを定めていた。

『ソニアを傷つけた罪、死んで贖あがなえ』

　冷たい一言と同時に、氷柱の雨が十二星姫たちに降り注いだ。

『クラリッサ！　ドロテア！　グリセルダ！』

『はい！』『任せて！』『行くわよ！』

　隊長の指揮に応こたえ、三人の少女が前に出る。

　あらゆるものを打ち砕く氷の槍が彼女たちに迫り──

　雲散霧消する。

『何っ？』

　ナタリアが目を見張った。その隙すきを逃さず騎士たちが斬きりかかる。それはぎりぎり防いだが、さらに数人が跳躍してナタリアに斬りかかった。

『あんたら、何をしやがった!?』

『私たちは帝国全土から選び抜かれた騎士です！』

『陛下から賜たまわった伝説の武具によって武装しております！　あなたが水を操るのは先刻承知ですわ！』

『ですから、それに対抗できる子たちを盾役として連れてまいりましたの！』

　舞うように繰り出される剣けん戟げきの中、十二星姫たちは解説も怠らない。

『ですがガブリエラ様、先程の攻撃で水霊符が六枚も失われてしまいました』

『まあ！　一枚でも大抵の水魔法は防ぐことができるという水霊符を一度に六枚もっ……。何て恐ろしい力なのかしら……』

『大変です！　水霊符の残りが、あと九十四枚しかありません！』

『何ですって!?　それでは、あと十五回しか防ぐことができませんわっ……。厳しい戦いになりそうね』

『皆様！　ここが正念場ですわよ！　力を合わせて戦い抜きましょう！』

『はい！』

『ウゼええええええええええええええ！　何だ、こいつら？　色んな意味でウゼえ！』

　ナタリアが絶叫した。

『一対一なら絶対負けねえのにっ！　おいコラ！　一人相手に大勢でかかってきやがって！　騎士として恥ずかしくねえのかっ！』

　相手の猛攻にたまらず距離を取り、ナタリアが文句を言った。十二星姫ドーデイ・ステラたちが動きを止め、互いに顔を見合わせる。

『ジャンナ。あの方、何を怒っていらっしゃるのかしら？』

『多分、一騎打ちをご所望なのではないかしら、ガブリエラ』

『それは困りましたわね。だって、私たち……』

『おいおい、どうしたぁっ？　十二星姫は一人じゃ戦えねえ腰抜け揃ぞろいかぁっ！』

　効果ありと見たらしく、ナタリアが煽あおってきた。ひそひそと話し合っていた十二星姫たちは皆でコクリと頷うなずき、水の姫アクウイツサに向き直る。

『私たちは一〇八人で一つ！　たとえ今は離ればなれでも、残り七一人の思いも私たちの胸に宿っています！　だから決して一人ではありません！　みんなの思いを、力を、重ね合わせて戦うんです！』

『意味が分からねええええええええっ!?』

　ナタリアが悲鳴を上げた。

『えっ？　何なの、あんたら!?　一〇八人で一つとか、そういうこと言ってんじゃねえんだけどっ……。うわ、怖い！　その瞳ひとみが純粋すぎて逆に怖い！』

『皆さん、参りましょう！』

『はい！』

　十二星姫たちが再びナタリアに戦いを挑む。それらを打ち払う彼女は若干、腰が引けていた。想定外の相手にペースを乱されてしまったらしい。

『だああ、ちっくしょぉぉぉっ！　撤退だ！』

　膝ひざをついているソニアを小脇に抱えた。

『こんな連中とやってられるかってのぉっ！』

　槍やりを振り上げ、石突きで地面を打つ。

　瞬間、凄すさまじい光が辺りを覆い、画面が真っ白になった。

「うわっ？　何の魔法だ？」

「この感じ……転移魔法だよ」

　パオラは意外と冷静だった。画面が再び戦場の様子を映し出す。

　そこにナタリアの姿はなかった。

　それだけでなく、アレグランサの兵士は一人残らず消えていた。

「どうなってるんだ……？」

　呆ぼう然ぜんとする常つね信のぶに、パオラがあっさり告げる。

「すんごい転移魔法を展開して、ナタリアさんたちはみんなまとめて逃げたんだよ。きっと自分たちの国まで帰ったんだと思う」

「そんなこと出来るのか？」

「んー……。わたしも使えるけど、たくさん準備しないといけないし、ものすごくいっぱい魔力を消費するから、やれても月に一回かなあ」

「……ってことは、しばらくの間、ナタリアは動けない？」

「さっきみたいな魔法は使えないよ」

「そうか……。ということは……」

　口元が緩む。

「俺たち帝国軍の勝利だ！」

　画面を見上げる。そこには健闘を称たたえ合う美少女騎士たちの姿と、その周りで勝ちどきを上げる帝国兵の姿があった。




　二日後、ヒルデガルトが城に辿たどり着ついた。

「アレグランサとの戦に間に合わず、面目次第もございません！」

　悲痛な面持ちで跪ひざまずく彼女に「それはいいから」と軽く返し、常つね信のぶは用件を伝えた。

「先日のパダノ荒野での指揮は見事であった。そこで、そなたに新たな部隊の隊長を務めてもらうことにした」

「私に、一軍の将としての機会をお与え下さるのですかっ？」

　ヒルデガルトの顔には驚きと戸惑いがあった。

「スターリング家の汚名は俺も知っている。そのうえで抜ばつ擢てきすることにしたのだ」

「ははぁっ！　ありがたき幸せに存じます！　このヒルデガルト・スターリング！　身命を賭として務め上げてみせます！」

　大声で返事をすると、ヒルデガルトは深々と頭を下げた。ジルベルトと雰囲気が似ている。帝国の騎士は皆、こういうタイプばかりなのかと怖くなってしまった。

「うむ。そなたに任せる部隊について、詳しくは宰さい相しよう補に──」

「陛下！　ジルベルト卿きようから緊急連絡にございます」

　脇に控えていたムツィオが突然、進み出てきた。「少し待て」とヒルデガルトに告げ、水晶球を持ってこさせる。覗のぞき込こむとジルベルトの顔が画面いっぱいに映っていた。

『陛下ーっ！　俺、やっちまいましたーっ！』

「またか……」

　うんざりと呟つぶやく。ジルベルトは鼻息荒く言い募った。

『今こそ十四カ国連合軍を壊滅させる絶好機と考え、攻勢に出たのですが、マサト・ホウライを見失いましたーっ！　しかも、気づいたら連合軍も見失い、仕方ないのでフェレーロ公爵領まで引き返したところ、関所で入国を拒否されましたーっ！』

「……どういうことだ？」

『詳しいことは分からんのですが、フェレーロ公からの伝言によりますと、公爵は連合軍に寝返ったようでぇす！　……な、何だとぉぉぉっ!?　うおおおおっ？　本当だ!?　そう書いてあった！　陛下！　一大事にございます！　フェレーロ公が、フェレーロ公が、帝国を裏切りましたあああああああああっ!!』

　あまりの五月蠅うるささに水晶球を遠ざける。

　ジルベルトの声は謁見の間にいる全員の耳に届いた。居並ぶ諸侯がどよめく。

『陛下ぁっ！　一大事にございますぅっ！　我らは、我らはどのようにすればぁっ！　……あ、大回りになるが、北回りで帝都に帰還すれば良いのか。いやいやいやいや！　それどころではない！　今すぐフェレーロ公の真意を問とい糾ただし、裏切りが事実であれば直ちに誅ちゆう伐ばつせねばっ！　うおおおおおおっ！　皆の者、俺に続けぇぇぇっ！』

「待て、ジルベルト！　勝手な真ま似ねは許さん！」

『ははぁっ！　陛下、如何いかが致しましょう!?』

「フェレーロ公の件については、こちらで考える。お前は軍をまとめて帝都に帰還せよ。連合軍との戦闘は極力避けて帰還することだけ考えれば良い」

『かしこまりましたぁっ！』

　常つね信のぶは宰さい相しように水晶球を突き返した。ところがムツィオは小刻みに震えている。「そんなバカな……」と小さく繰り返していた。

「火急の事態だ。一いつ旦たん、俺は下がる。宰相と宰相補は執務室に来るように」

　そう言い残し、常信は謁見の間を出る。

　周囲の反応からことの重大さは嫌と言うほど感じ取れた。廊下を足早に進み、執務室に入る。ほどなくしてムツィオとベアトリーチェが難しい顔をしてやって来た。

「……大変なことになりましたぞ、陛下」

「フェレーロ公が裏切るだなんて信じられません。これもマサトの仕掛けた罠わなでは？　速やかに真偽を確かめるべきです」

　正直なところ、常信には「フェレーロ公爵の離反」というのが帝国においてどれほどの意味を持つのか分からない。それとなく聞き出すにはどうしたら良いか考えていると、ムツィオの方が勘づいたらしく、「オホン」と咳せき払ばらいをした。

「陛下におかれましては自明のことと存じますが、事態を正しく把握するために改めてご説明申し上げます」

「ああ、そうだな」

「フェレーロ公は、偉大なるグロリア帝国がグロリア王国という大陸の一国家に過ぎなかった頃から王家を支えてきた最古参の重臣にございます。代々、陛下の剣となり盾となり、政治軍事の両面で重要な役割を果たしてまいりました。近年は周辺諸国に睨にらみを利かせるため宮廷を離れ、自領より東部貴族をまとめております」

「大臣たちの汚職の証拠を宰さい相しように託していったんだったな……」

「私もフェレーロ公とは面識がございます。現当主のサルバドール卿きようは大変、見識が高く思慮深い御お方かたで、齢よわい五〇を数えても槍やりの鍛錬を欠かさないという壮健ぶり。あの方が、たとえ何らかの弱みを握られたのだとしても、帝国を裏切るとは思えません」

　ベアトリーチェもフェレーロ公爵の人となりを語る。無能を嫌う彼女にここまで言わせるのだから、本当に実力のある大貴族なのだろう。

「しかし、現にジルベルトは領内への進入を断られている。水晶球でフェレーロ公と直接話がしたいな」

「それがよろしいかと」

　沈ちん鬱うつな面持ちでムツィオが水晶球を操作する。だが、その手が途中で止まった。

「フェレーロ公は……通信を絶っておりますな……」

　背筋に嫌な汗をかく。

「すぐに使者を送れ」

「御意」

　ムツィオが執務室を出ていく。その足取りはいつになく重かった。

「……フェレーロ公は宰相閣下の無二の親友と窺うかがっております。その心痛はいかばかりか、私には計り知れません」

　ベアトリーチェが愁しゆう眉びを見せる。常つね信のぶはあえて尋ねた。

「フェレーロ公の離反が事実だとしたら、この先、どのような影響を及ぼす？」

「陛下、そのようなこと……。そうですわね。常に最悪の事態に備えておかなければ。もし事実だとしたら、帝国を二分する争いに発展する恐れがございます。フェレーロ公は特に東部の貴族に影響力が強く、縁えん戚せきとなっている者も少なくないはず。陛下と公爵が敵対するような事態になれば公爵の側につく貴族も出てまいりましょう」

「そうか……」

「しかし、フェレーロ公を帝国から離反させられる者がいるとは思えませんわ！　きっと公爵は、あのジルベルトに少し灸きゆうを据すえようとお考えになったのではないでしょうか」

「へーか！　へーか！　キャラちゃんがすごいの見つけたよ！」

　張り詰めていた空気を一気に弛し緩かんさせる声が飛び込んできた。パオラが大きな胸をたゆんたゆん揺らしながらやって来る。常信が止める間もなく水晶球に手を伸ばした。

「パオラっ。今は仕事中で……」

「分かってるの！　キャラちゃんが、これはへーかに伝えた方が良いって言ったんだ！　ほら、これこれっ」

　パオラが表示させたのは、とある井戸端会議のものだった。日付は昨日である。
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「結局、主人公補正かよ！」

　たまらず叫ぶ。執務机を乱暴に叩たたくと、パオラが「ふやっ」と目を丸くした。

「主人公補正とは何でしょうか、陛下？」

　ベアトリーチェが怪け訝げんな顔になる。「ああ、いや」と軽く手を挙げ、常つね信のぶは執務室をうろうろと歩き回った。

　「主人公」に攻められる「魔王」の気持ちが痛いほどよく分かる。こちらにはない強力な武器で攻めてきて、打ち負かしたと思っても息を吹き返し、有能な部下を寝返らせて窮地に追い込んでくる。やられる側としてはたまったものではない。

「ああ、もう……。こっちは穏やかに暮らしたいだけなのに……」

「陛下……この記録が真実と決まったわけではありません……。使者の帰りを待ってご判断なさるべきと存じます」

　ベアトリーチェが進言する。「ああ」と答えることしかできなかった。





第六章　一体いつから帝国が追い詰められていると錯覚していた？（威圧）







　数日後、戻ってきた使者は一通の書状を携えていた。

「陛下にお渡しするよう、フェレーロ公爵閣下から直々に預かってまいりました」

　使者から書状を受け取り、宰さい相しようが読み上げる。帝国における手紙の作法なのか、長々と時候の挨あい拶さつをした後、本題が綴つづられていた。

『グロリア帝国は肥大化し過ぎました。その治世の乱れは目に余るばかり。陛下を諫いさめるのも臣下の務めと心得、十四カ国連合軍を受け入れました。我らが求めるのは陛下の退位と連合軍各国の失地回復にございます。大陸のため、帝国民のために思慮深いご決断をいただけますよう』

　つまり、寝返ったということだ。

　途中からムツィオの声は震えていた。全すべて読み終えると、深々と頭を下げる。

「少し、一人にさせてくれ……」

　そう言い残し、常つね信のぶは私室に戻った。

「ヤバイ！　本当にヤバイぞ！　これ、どうするんだっ？　ジルベルトの軍がもうじき帰還するけど、またフェレーロ領に差し向けるのか？　いや、でも、そうなると東部の貴族たちとも戦うことになりかねないのかっ……。ああ、頭良いなあ、マサトの奴やつ！」

　ソファに座り込むなり一人悶もだえる。

　マサトたち十四カ国連合軍としては、皇帝対フェレーロ公爵という構図は所しよ詮せん、帝国内の争いに過ぎないのだ。自分たちは一兵も失うことなく敵の戦力を削そぐことができる。どちらが勝とうと損をすることがない。

　しかも皇帝とフェレーロ公爵が争っている間、十四カ国連合軍は兵を休ませることができる。マサトはその間に他国とも連携を取ろうと画策するだろう。内乱が長引けば長引くほど彼らに有利に働くのだ。

「二重三重に策を巡らせて、こちらが嫌がることを仕掛ける……。本当に存在自体がチートだろっ……。俺みたいな凡人にどうしろっていうんだよぉ……」

「ごめんなさい、へーか」

　パオラの声がしたのでビクッとしてしまった。驚くほど近くに銀髪の美少女が立っている。翡ひ翠すい色の瞳ひとみが涙で潤うるんでいた。

「ど、どうしたんだ、パオラっ？　君が謝るようなことなんてないよ……」

「……だって、へーかの力になれないから。わたし、みんなにも聞いてみたんだけど」

　ソファにぺたんと腰を下ろし、自分の晶機コムニカを差し出した。常信はパオラのそれを覗のぞき込こむ。お馴な染じみの知恵袋だった。
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「…………」

　他にも多くの回答が寄せられていたが、そのどれもがフェレーロ公爵との戦争に否定的だった。効果的な策を提案してくれている回答は一つもない。

「皇帝の退位と、失地回復か……」

　フェレーロ公爵の手紙にはそうあった。ただ、あの内容はおそらくマサトが書かせたものだ。皇帝が自ら退位するとは端はなから考えておらず、失地回復だけで譲歩するよう交渉をもちかけてくると予測しているのではないか。

「その場合も、交渉の席が準備されている間、時間が稼げるわけだ……」

　しかもフェレーロ公爵を寝返らせたというマサトの交渉術に対抗できる存在が帝国内にいるかどうかも分からない。

「まいったなあ……」

　画面を戻しながら洩もらす。パオラがぺたっとくっついてきた。俯うつむいたまましがみついてくる。何となく銀髪を撫なでた。さらりとした手触りが心地よい。

「大丈夫。大丈夫だよ、パオラ」

　強がってみせる。図書館でのことが思い出された。あのときはパオラの方が強がっていたので勇気を振り絞って抱きしめた。ひょっとしたら今、彼女はそれを真ま似ねているのかもしれない。

「大丈夫だから……。きっと何か解決策が……解決策……」

　晶機コムニカの画面をスクロールさせていた指を止める。「ああっ！」と思わず声が出た。

「へーか？」

「いや、でも、そんなことしても……。確かめてみないと……」

　ぶつぶつ呟つぶやく常つね信のぶの顔をパオラが覗のぞき込こんでくる。

「へーか、どうしたのぉ？」

「もしかしたら……いけるかもしれないぞっ」

　頰ほおが緩むのを堪こらえきれない。あまりにもバカバカしい思いつきに笑ってしまう。

「へーか……笑ってるのぉ？」

　パオラが不思議そうに小首を傾かしげた。彼女をグイッと抱き寄せる。目をまん丸にして頰を染めるパオラを見つめて言った。

「パオラ、大収穫祭をやろう！　パーッと派手に遊び倒すぞ！」
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　笑みが洩もれる。

　皆、楽しんでくれているようだ。

「陛下。このようなところにお一人で、何をなさっておられるのですか」

　金髪を結い上げた豪ごう奢しやな美少女が常つね信のぶの側そばにやって来た。

「民の声が気になってな。少し晶機コムニカを見ていた」

「帝都だけでなく、帝国全土で大収穫祭が行われておりますわ。東部貴族の中にも陛下のお考えに賛同した者たちは少なくありません。これも全すべて陛下の人徳の賜たま物ものかと」

　今夜のベアトリーチェは緑のドレスを着ていた。彼女にしては地味な色合いだなと初めは思ったのだが、緑地に金髪がよく映える上、耳飾りや首飾りに赤い宝石をあしらってアクセントにしている。上品さを保ちながら存在感も際立たせているのは見事としか言いようがなかった。

「さあ、こちらへ。私を踊りに誘って下さらないのかしら？」

　艶つやっぽく微笑ほほえまれ、常信は焦る。

「すまないが、踊りは苦手だ……」

「ご冗談を。以前、舞踏会でお姿を拝見致しましたわ」

「そんなこともあったかな？」

　ハハハハハ……と乾いた笑いが出た。ベアトリーチェが拗すねたように口を尖とがらせる。

「陛下は私と踊りたくないんですの？」

「いや、そういうわけでは……本当に調子が悪くて……」

「あーっ！　ビッチェがまたへーかにちょっかいかけてる！」

　白いドレスを着たパオラが駆け寄ってきた。常つね信のぶにひしと抱きついてベアトリーチェに対し膨れ面を見せる。「こんばんは、パオラ様」と言いながら公爵令嬢の頰ほおが引きつった。

「よし。二人とも広間に戻ろうか！」

　素早く二人の背を押してバルコニーから室内に戻る。

　美しい弦楽器の調べが聞こえてきた。

　二階の吹き抜けから一階大広間を見下ろす。大勢の貴族たちが社交ダンスを踊っていた。皆、楽しそうに踊っているので自分もできそうな気になるが、十日前、試しに練習してみたところ、足運びと姿勢の維持だけで挫ざ折せつしてしまった。

「そういえば、キャラはどうした？　近頃、見てないが」

　パオラに尋ねると、「キャラちゃんは寝てるよ」と予想通りの答えが返ってきた。ベアトリーチェが耳元で囁ささやく。

「私がいるのに、他の女の話ですの？」

「ただの確認だよ、確認……」

　こちらが背を押していたはずなのに、いつの間にか腕を取られている。冷や汗を搔かきながら言い訳していると、規則正しい足音が聞こえてきた。周りの貴族たちが気け圧おされて道を開ける。落ち着いた紺のドレスを身に纏まとい、姿を現したのはヒルデガルトだった。

「陛下！　このたびはかように盛大な舞踏会にお招き頂き感謝の言葉もございません！」

　挑みかかるような眼まな差ざしと声量で礼を述べる。肩を怒らせているせいで、せっかくのドレスなのに優美さの欠片かけらもない。あげく、その場に跪ひざまずいた。

「ヒルデっ。君も騎士である前に一人の淑女なんだ。その礼式は間違っている」

　まさか自分が貴族の礼法について口にするとは思ってもいなかったが、ヒルデガルトは常信の指摘に顔を真っ赤にして立ち上がる。「ごきげんよう」とぎこちなく礼をした。

「陛下……その……先日のお話なのですがっ……私に務まるかどうか……」

　肩を落として告げる。感情の起伏が激しいなあと思いつつ、常信は彼女を励ました。

「君は自分で思っているより遥はるかに優秀だ。もっと自信を持って良い」

「あ……ありがたき幸せっ！」

　再び跪いた。それから自分の失態に気づき、「失礼致しましたぁっ！」と首まで真っ赤にして走り去ってしまった。

「陛下はあの者を少々買いかぶり過ぎではありませんかぁ？」

　ベアトリーチェが人差し指で常信の胸をぐりぐり押す。パオラは「ふわ～っ」とヒルデガルトの走り去った後を眺めていた。

　不意に一階大広間がざわつく。広間の中央付近にキャラが立っていた。いつものシャツ姿で、着飾った貴族たちの中では異様に目立つ。しかも猫耳と尻尾しつぽが人目を引いた。

「何だ、あの獣人は？」「汚らわしい……」「平民の小娘が何な故ぜ紛れ込んでおる」「衛兵を呼べ！」「せっかくの舞踏会が台無しだ」等々、貴族たちはキャラに蔑さげすみの目を向け、彼女から距離を取る。そこだけ穴が開いたようだった。

「キャラちゃん！」

　パオラが駆け出した。階段を降りて幼なじみの下に向かう。常つね信のぶも後を追おうとしてベアトリーチェに強く引ひき留とめられた。

「陛下っ。陛下が行かれては示しがつきません。ここはパオラ様にお任せを」

「……なるほど。君はエルフだったな」

　足を止める。彼女の力が和らいだのを見て素早く身を翻ひるがえした。

「陛下!?」

　常信はベアトリーチェの膝ひざ裏に腕を回し、彼女を抱え上げた。いわゆるお姫様だっこというやつだ。思っていた以上に力のいる抱え方だったが、ベアトリーチェは存外に大人しくしがみついてくれたので、どうにかこうにか階段を降りることが出来た。

「へーか？　むーっ……何してるのー……？」

　キャラに寄り添っていたパオラが膨れ面になった。常信は二人の側そばに来たところでベアトリーチェを下ろす。ところが彼女はよろよろとその場に座り込んでしまった。こちらを眩まぶしそうに見上げ、しかし、目が合いそうになると俯うつむいて顔を隠す。

「もーっ！　へーかってば、もーっ！」

　背中をぽこぽこ叩たたかれる。パオラがすっかりむくれていた。その隣でキャラがやれやれと呆あきれ顔がおになっている。

「陛下は分かってないなー……」

「何だよ？　それより、どうしてこんなところに来たんだ？」

「あー、うん……。邪魔しちゃ悪いから顔出さないでおこうと思ってたんだけど……良い感じに設置できたからさー……。早く知らせた方が良いと思って……」

　キャラが晶機コムニカを振ってみせた。

「こないだはマサトに見破られたからねー。今度はもっとすごいの作ってフェレーロ公爵んところに飛ばしたんだー……。そこの映像……見る？」

「見る！　今すぐ！　……場所を変えよう」

　貴族たちが怪け訝げんな顔でこちらを注視している。時折、「陛下が……」「何故？」という声も微かすかに聞き取れた。早くここから離れた方が良さそうだ。

「ビーチェ、悪いがここの収拾を頼む。行こう、キャラ、パオラ」

　座り込んだままのベアトリーチェに後始末を任せて歩き出そうとしたが、何故かパオラが動こうとしない。「むーっ」と上目遣いに睨にらんでくる。少し涙ぐんでいた。キャラが「陛下ー……パオラを抱えていった方が良いよー」と淡々と告げ、先に歩いていく。仕方ないので「ほら、行くぞ」と今度はパオラをお姫様だっこした。

「えへへーっ。うん！」

　パオラが首に腕を回してギュッと抱きついてくる。そうしてくれると抱きかかえやすくはあるのだが、同時に色々と密着してしまうので体が熱くなった。必死に平常心を保って大広間を後にする。執務室に落ち着いた。

「それで、どんな映像が観みれるんだ？」

「フェレーロ公爵の屋敷だねー……。大抵の場所はいけると思うよー。まー、今は夜だからみんな寝てると思うけどー」

　執務室の水晶球を操作しながらキャラがやる気なく説明する。

「そっちに映すねー」

　壁に映像が照射された。

『これ以上、兵糧が用意できないとはどういうことだ、フェレーロ公!?』

　いきなり怒鳴り声が聞こえた。机を叩たたく音もする。画面には一棟の建物が映し出されており、夜よ闇やみの中、そこだけは明々と光が灯ともされていた。

「おー……何か面白いことになってるみたいだねー……」

　キャラが淡々と水晶球を弄いじる。画面が切り替わり、明かりの灯された室内を映し出した。常つね信のぶは「おおっ」と声を上げる。

「これ、どうやって撮影しているんだ？」

「今度のは蠅はえに擬装してみたよー。通信範囲は狭いんだけど、外の木に梟ふくろう型を置いて中継させてるんだー」

「どんどんＳＦじみていくなあ……」

　感心する常信の目の前では、長机を挟んで二十人近い男たちが険しい表情で話し合っていた。その中には漆黒のマントを羽織った黒髪黒こく瞳どうの少年もいる。「黒衣の天才軍師」マサト・ホウライだ。どうやら十四カ国連合軍の代表が集まって会議をしているらしい。

『少し落ち着かれよ、アドルフ殿。フェレーロ公も困惑しておられる。決して、我らに悪意あってのものではあるまい』

『ほほう。お優しいことだ、クラウディオ殿。その男は我らに餓死しろと言ったのだぞ！』

　全体的にふくよかな体つきの男性──クラウディオというらしい──が烈火の如ごとく吠ほえていたアドルフという男を諫いさめたが、すぐに言い返された。鋭い眼光を周囲に放ち、アドルフが怒鳴る。

『我らが挙兵して一年経たつ。すでに本国だけでは補給が間に合わんのはどこの国も同じではないのか？　それでもここまで進軍してきたのは、補給のあてはあると、そこの軍師が言ったからだ！　この失態、どうしてくれるつもりだ、マサトっ？』

『想定外の事態が起きたのは確かです、アドルフ殿』

　マサトは落ち着いた口調で答えた。

『何だ、その余裕ぶった態度は!?　貴様の策は皇帝にまるで効いておらぬではないか！　帝都が対応に苦慮している間に我らは力を蓄えることができるのではなかったのか!?　あいつら、大収穫祭だなどと浮かれ騒ぎおって！　我らを嘗なめきっておるぞ！』

『本当に陛下は、ああ、いや……皇帝は何を考えているのか……。一時は退位を決めて、最後の晩ばん餐さんを楽しんでいるのかとも考えたが、こうなってくると真意が読めぬ……』

　長机の短い辺。室内の一番奥まった位置に座っている男が項垂うなだれた。苦渋に顔を顰しかめているが、彫りの深い顔立ちをした品の良さそうな紳士である。

「あ！　サルバさんだ！」

　パオラがピッと指さした。「誰？」と尋ねると「サルバドール・フェレーロ公爵だよ。お祖じ父いちゃんの友だちなんだ」という答えが返ってくる。常つね信のぶは目を見張った。

「この人がフェレーロ公……今も格好良い感じのオジサンだけど、若い頃はイケメンだったんだろうなあ……」

　それだけで軽く苦手意識を覚える。フェレーロ公は苦い顔のまま語を継いだ。

『予定では、皇帝は退位を良しとせず、連合軍の失地回復について交渉の場を設けようと提案してくるはずだったのだ。さもなくば、東部の諸侯を敵に回しても私を誅ちゆう伐ばつしに来るか……。いずれにしても私たちは向こうの出方を窺うかがっておれば良かったはず。それなのに、どこで攻守が逆転した？』

『そんな話はどうでもいい！　今は兵糧の確保が最優先であろうが！　フェレーロ！　貴様の領民に食料を出させろ！　周辺の領主からも徴収すれば良い！　ここの蔵が空になろうと、領民の下には蓄えもあろう！』

『それが敵かなわぬから、兵糧は用意できぬと申し上げたのだ。もう、この地にはあなた方に渡せるだけの糧食がない。全すべて商人たちが帝都に運び入れてしまった。周辺の町も村も、必要な分だけを残して蓄えを売り払っている。東部諸侯は軒並み同じ状況だ』

『何だ、それはっ……。大収穫祭が……あの皇帝のバカげた所業が巡り巡って我らを苦しめているというのかっ？　そんなバカな話があるか！』




『焦土の計、というものがあります』




　マサトが口を開いた。

　たった一言で、全員が彼に注目する。マサトは誰とも目を合わさず、まるで独り言のように語った。

『敵軍に攻められた折、あえて自国の村を焼き、町を壊す。蔵から蓄えを奪い、井戸には毒を放る。そうして攻め入ってきた敵軍が村や町で強奪を働き、物資を得ることを防ぐ。遠征となると補給は途絶えがちになります。そのため現地調達せざるを得なくなりますが、焦土の計はそれを妨げることによって敵軍の補給を断ち、進軍を止める。結果、敵軍は退くことになる。恐るべき計略です』

『それがどうした？　そんなもの、計略と呼ぶほどのこともない手だ。民が王を守るのは当然の義務。村を焼かれようが町を壊されようが、王が生き延びればそれで良いのだ。民は王のために喜んで死ぬ』

　アドルフがフンと鼻を鳴らす。周囲の男たちも概おおむね同じ意見のようだった。フェレーロ公とマサトだけが表情を険しくする。

『つまり、それと同じことを皇帝はやってみせたのです。多少のアレンジを加えて』

　マサトが話を続けた。フェレーロ公が首を傾かしげる。

『同じこと？　大収穫祭は焦土の計とは真逆のものではないか？　村を焼いたわけでも町を壊したわけでもなく、むしろ民に大いに楽しむよう命じた。蓄えも商人が買い付けていっただけで軍が無理やり奪ったわけではない』

『敵軍の補給を断ったという点では完全に同じです、フェレーロ公。現に私たちは兵糧のあてを失い、進軍を止めている。まさに焦土の計です』

　マサトの言葉に室内がどよめいた。アドルフが苛いら立だたしげに机を叩たたく。

『ならば奪え！　我らに差し出す余剰分がないというだけで、村にも町にも食料はあるのだろう!?　容赦なく徴収すれば良いだけのこと！　逆らう身の程知らずは皆殺しにせよ！　所しよ詮せん、帝国民の血など幾いくら流れようと知ったことかぁっ！』

『アドルフ殿！　何ということを……』

　クラウディオが席を立つ。フェレーロ公もアドルフを睨にらみつけた。

『私の領民に危害を加えることは許さない。私はマサト殿から連合軍の崇高な理想を聞き、それに共鳴したからこそ帝国と袂たもとを分かったのだ！　ただの野盗に成り下がるというのなら、今すぐ領内から出ていってもらおう！』

『何だ、その態度は？　裏切り者のフェレーロ。代々、帝国に仕えていながら我らに寝返ったくせに。偉そうに説教できる立場か？　貴様とて、もう後戻りはできまい？　これで皇帝を打倒できねば貴様は裏切り者として処刑されるだけだぞ！　それどころか一族郎党皆殺しでフェレーロ家はこの世から消えてなくなるであろうなあ。それが嫌なら今すぐ兵糧を用意しろ。領民の命など、銅銭一枚の価値もないわぁっ！』

　アドルフは全く退くことなく、それどころかフェレーロ公爵を恫どう喝かつした。さしもの公爵も痛いところを突かれたらしく言葉を失う。立ち上がったはいいものの、何も言えずにクラウディオがおろおろと左右を見る。

『焦ることはありません、アドルフ殿』

　場の空気を一変させる声が響いた。マサトが平然と告げる。

『連合軍十五万を支えるための糧食がない。それだけのことです』

『そっ、それが最大の問題であろうがぁっ？』

『いいえ。さしたる問題ではありません。十五万の兵を維持しようとすれば三日で兵糧が尽きます。ですが、同じ量あれば千の兵なら何日保つでしょうか？』

　彼の視線に促され、アドルフは少し考えてから答えた。

『四五〇日……一年以上は保つな……』

『その通り。方々、どうか私に千の兵をお与え下さい。ただちに帝都に攻め入り、皇帝の首を獲とってまいります』

『何とっ？』

『それはまことかっ？』

　周囲がどよめく。常つね信のぶも「えええええ!?」と声を上げてしまった。

『バカも休み休み言え！　千の兵で帝都に攻め入るだとっ？　自惚うぬぼれが過ぎるぞ、マサト。いくら貴様が天才軍師だろうと、それだけの寡兵で勝てるものか！　さては貴様、逃げるつもりだな？』

　アドルフが睨ねめつける。しかしマサトは涼しげな顔で言い放った。

『フェレーロ公がお味方について下さった時点で、帝都には手が届いたも同然です。公爵は東部諸侯への影響力が大きい御お方かたですから』

『その割に従う者が少ないせいで窮地に立たされておるのだろうが！』

『彼らを付き従わせようとするなら、そうでしょう。ですが、「進軍を見なかったことにしろ」というものならいかがですか？　東部貴族はどちらにつくか迷っております。我々は奇策を用いて関所を抜けたため、進軍を察知できなかった。そういうことにするのなら、彼らは門を開けるでしょう』

『皇帝には言い訳が立ち、公爵には恩を売れるか……。それで、帝都まで辿たどり着ついたとして、その後はどうする？』

『あとはただ、皇帝の首を獲るだけ。そのために必要な兵の数は千。それだけです』

『……どのような策があるというのだ？　言ってみろ！』

　マサトは人差し指を自分の唇に当てた。

『ここで話すわけにはまいりません。誰が聞いているか知れないので』

『ふざけおってぇっ！　初めから策などないのであろうが！　この詐欺師が！　多少、もてはやされたからといって奢おごりおって。やはり所しよ詮せんは、格好ばかりの小国生まれ──』

　常信は息を吞のんだ。

　アドルフが凍りついている。その首筋には刃やいばが押し当てられていた。

『俺のことはどれだけ罵ののしっても構わない。だが、祖国に対する侮辱は許さない。前もそう伝えたはずだぞ。イグドラル国王アドルフⅣ世』

　いつ刀を抜いたのか、誰にも分からない。それほどの神速。そして尋常でない殺気。

『う……あ……』

　アドルフが呻うめく。マサトの腕に力が籠こもった。

『待ってくれ！』

　凛りんとした声とともに扉が開かれる。一人の騎士が颯さつ爽そうと室内に入ってきた。長いプラチナブロンドの髪が揺れる。青灰色の瞳ひとみには強い光が宿っていた。

「あれ？　ヒルデ？　じゃないの？」

　パオラが首を捻ひねる。常つね信のぶも一瞬、彼女かと思った。しかし、はっきり違う点が二つある。髪の長さと立ち居振る舞いだ。ヒルデガルトそっくりの美少女は、背中まで無造作に流している髪を軽く払い、マサトの前に立った。堂々とした姿はそれだけで絵になる。

　自然な所作で礼をすると、彼女はマサトに詫わびた。

『私が代わりに謝罪する。どうか、父の暴言を許して欲しい。私たちは貴国を貶おとしめる気持ちなど一切ない』

『ロザリンド殿、頭を上げてくれ。高潔な君の言葉を信じよう』

　マサトはいつの間にか刀を収めている。アドルフがよろめいて椅い子すに腰を落とした。

『この俺にっ……イグドラル国王に剣を向けおって……！』

『父上！　いえ、陛下！　お願いしたきことがございます』

　ロザリンドと呼ばれた騎士がアドルフの前に跪ひざまずく。そこでようやく常信は気づいた。彼女こそ「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンド・スターリング・フォン・イグドラルだ。

　ロザリンドは不機嫌そうな父王に「何だ？」と鷹おう揚ように尋ねられ、眼光を鋭くした。

『私に千の兵をお与え下さい。マサト殿とともに皇帝の首を獲とってまいります』

『なにぃっ……？　貴様まで、そこの若憎の妄言に乗せられおって……』

『畏おそれながら陛下。私たちがここまで戦ってこられたのも、そのほとんどがマサト殿の策あってこそ。十四カ国連合軍の軍師として、これまで幾度も功績を重ねてきたではありませんか。陛下も連合軍盟主として、よくご存ぞん知じのはずです』

　アドルフが歯がみする。フンと鼻を鳴らした。

『マサト殿、いくら兵糧が少なくて済むとはいえ、一年もかかるのはご免被りたい。一月だ。一月で皇帝の首を獲ってみせろ。連合軍盟主として命じる』

『ご安心下さい、アドルフ殿。一週間の内に皇帝の首を獲ってみせます』

　オオオッ……と人々が歓声を上げる。アドルフは口の端をつり上げ『ならば一週間だ』と言った。マサトが不敵な笑みとともに一礼した。

『必ず成し遂げます。俺は絶対に諦あきらめない！』

「いや、噓うそだろっ……」

　常つね信のぶは思わず呟つぶやいていた。

「一週間以内に、俺の首を獲とるって……それもたった千の兵で……。あー、もう、やめてくれよーっ……。何かこういうの、まさに主人公って感じの展開だよーっ……」

　頭を抱える。パオラが「つまり一週間生き残ればへーかの勝ちだね！」と笑顔で言った。

「いや、そうかもしれないけど、問題はそこじゃなくてね……」

「陛下！　こちらにいらっしゃるんですのっ？」

　扉を弾はじき飛とばしかねない勢いで開け、ベアトリーチェが執務室に入ってきた。

「あ、ああ……。さっきはすまない。全すべて任せきりにしてしまって」

「まったくですわ！　私にあのようなことをしてっ……これはもう、絶対に責任を取って私を正妻に迎えていただかないとっ……」

　常信と目が合うなり、頰ほおを染め、視線を逸そらす。もじもじと恥じらう様子は普段の彼女からは想像できないものだった。

「ぶーっ！　へーかはわたしもだっこしてくれたもんね！」

　パオラが常信にしがみつく。ベアトリーチェがニッコリ微笑ほほえんだ。

「パオラ様は妹君であらせられますから」

「むーっ……。妹だけど、妹じゃないから良いの！」

「……何を仰おつしやってますの？」

「あはははは！　それで、何の用っ？」

　常信はパオラを背中に押しやる。ベアトリーチェはまたそわそわしながら答えた。

「急に陛下のお姿が見られなくなったので、皆、戸惑っておりますわ。一度、大広間にお戻り下さい」

「ああ、そうだな。キャラ、ビーチェにもさっきの映像を見せてやってくれ」

「ういー……行ってらー……」

　半分寝かかっている顔でキャラが手を振る。すでにマサトは映っておらず、アドルフに叱しつ責せきされているロザリンドの姿があった。どうやら父王の八つ当たりにつき合わされているらしい。

「陛下ぁっ！　先程はまことに失礼致しました！　改めてお詫わび致したく……あああっ！　伯父上に、ロザリー!?　何な故ぜ、こんなところにっ？　ええっ？　壁っ？」

　新たな闖ちん入にゆう者が執務室に飛び込んできた。紺のドレスを翻ひるがえし、常信に頭を下げようとして壁に映し出されたアドルフとロザリンドの姿に気づき大声で叫ぶ。

「伯父上とロザリーを壁に張りつけてしまうだなんてっ！　一体、どうやって!?」

　あれ？　この子、直情型なだけじゃなくてバカなの？　帝国の騎士ってやっぱりみんなジルベルトみたいになっちゃうの？　と恐ろしい想像が脳裏を過よぎったが、それはそれとしてヒルデガルトに声を掛ける。

「ヒルデ。それは幻影だ。アドルフもロザリンドも今はフェレーロ公の邸宅にいる。そこの様子を盗み見ているだけだよ」

「ええ!?　陛下、どういう意味ですか？」

「あ、やっぱりバカの子だ」

「そんなっ……確かに幼い頃からバカ正直だとは言われてきましたが……」

　ドレス姿のまま膝ひざを屈するヒルデガルト。そんな彼女の頭をパオラが「よしよし」と撫なでて慰める。ベアトリーチェはゴミを見るような目で彼女を見下ろしていた。

「陛下、そろそろ参りましょう」

　腕を取られる。「ああ」と頷うなずいたところに画面の中からロザリンドの声が聞こえた。

『必ず、私が皇帝の首を獲とってまいります！　この命に代えても！』

　皆が、項垂うなだれていたヒルデガルトまでもが彼女を凝視する。

『必ずだぞ、ロザリンド。死んでも使命を果たせ！』

　実の娘に対し、アドルフは冷酷な態度で命じた。

「…………」

　それをじっと見つめるヒルデガルトの横顔が、常つね信のぶはひどく気になった。
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「こんなもんか……」

　常つね信のぶは水晶球から目を離した。外を見る。夕焼けがきれいだった。

　フェレーロ公爵邸での一件から、すでに三日が過ぎていた。

　ロザリンドの軍勢はルビーク川を越えた後、二日ほど動きを止めている。キャラの発明品のお陰で彼女たちの動きは把握できているが、肝心の「風の姫ヴエネリツサ」対策が決まっていなかった。ナタリアのときのように十二星姫ドーデイ・ステラで取り囲んでも良いが、一つ、どうしても引っ掛かっていることがある。

「どうするかなあ……」

　そう呟つぶやいたとき、ノックの音がした。「入れ」と促すと、少しやつれた様子の宰さい相しようが「ご無沙汰致しております」と入ってきた。

「体の具合はどうだ？」

「精神的なものでしたので……。宰相の身でありながら、情けないことでございます」

　ムツィオが深々と頭を下げる。

「フェレーロ公から、交渉の場につくよう求める書状が届いております」

「ああ。向こうも切羽詰まっているようだな。マサトに対する援護という意味もあるのだろう。放っておけ」

「陛下……フェレーロ公は東部貴族をまとめられておりませぬ。ジルベルト卿きように出陣させれば討ち取ることは可能でしょう」

　思いがけない言葉に常信は宰相を見つめた。彼の顔には悲ひ愴そうな覚悟がある。

「そうだな。しかし、大収穫祭の後片付けも終わっていない。軍勢を整えるには時間がかかろう。その前に十四カ国連合軍が瓦が解かいする。その後で兵を差し向ければ良い」

「御意。それから、ヒルデガルト・スターリングがお目通りを願い出ております」

「そうか。通せ」

　ムツィオが引っ込み、代わりにヒルデガルトが入室した。規則正しい歩幅で姿勢良く執務机の前まで来ると、跪ひざまずいて「陛下、ご機嫌うるわしゅう！」と大声で挨あい拶さつする。

「ああ。何用だ？」

「陛下、私にロザリンドとの一騎打ちをお許し下さい！」

「やっぱり、そうなるか……」

　あの夜、彼女の横顔を見たときから胸騒ぎがしていた。

「私の家は戦わずして帝国に降伏した不名誉な家柄。ですが、それ故ゆえに決着は元イグドラル国民である自分がつけねばなりません。ロザリンドが千の兵を率いて帝都を急襲する旨、キャラ殿から教えていただきました。どうか、私にロザリンド討伐の命を！」

「そうだな。ヒルデ、ついてこい」

　常信は席を立ち、物問いたげな表情のヒルデガルトを連れて宝物庫に向かった。

　きらびやかな財宝の数々に彼女は呆ほうけた顔になる。

「ああ、あった。確か聖剣ブランジェルだったよな」

　宝物庫の奥で伝説の武具の一つを手に取り、常つね信のぶはヒルデガルトを手招いた。

「ヒルデ、これをやる。他にも風の魔法に効果的な防具とか護符とか色々集めて武装しろ。それでロザリンドとは互角以上に戦えるだろ」

「陛下!?　わ、私はあくまで正々堂々と……」

「ヒルデガルト・スターリング。君を十二星姫ドーデイ・ステラに任命する。十二星姫は七勇神姫セテイオ・プリンサに対抗する切り札として伝説の武具で武装するのがきまりだ」

「あ、う……か、かしこまりました！　勅命を拝受致します！　身命を賭として戦い、この身に代えても必ずロザリンドを討ち取ってみせます！」

　ヒルデガルトは跪ひざまずき、両手で聖剣を捧ささげ持もつ。「ああ、それから」と常信はつけ足した。

「この身に代えても、とか、そういうの禁止だから。ヒルデ、絶対に生きて帰ってこい。勝つに越したことはないが、負けても良い。とにかく君は生きて帰ってこい。逃げるのに邪魔なら途中で伝説の武具だろうと何だろうと捨すててきても構わない。だから君は絶対に生きて帰ってくるんだ」

「へ、陛下！　何を仰せになっているのか理解できませんっ」

　ヒルデガルトが顔を上げ、困惑の眼まな差ざしを向けてくる。常信は真剣な顔で言った。

「ヒルデ。君がスターリング家の名誉を取り戻すため必死なのは分かる。貴族にとって、騎士にとってそれがどれだけ大切なことなのかも理解しているつもりだ。だが、それでもなお、第一に考えるべきは君の命だ。敗北の屈辱を背負い、生き恥をさらすことになっても、絶対に死ぬな。必ず生きて俺の下に帰って来い。そうすれば、汚名返上の機会は必ず訪れる。俺が用意する。スターリングの名誉を挽回する機会を俺が絶対に。だから生きて帰って来い。それだけで良い。そのための武装だ」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとこちらを見上げたまま、ヒルデガルトは何も答えなかった。その瞳ひとみには驚きよう愕がくと、何か強い熱が宿ったように見えた。





第七章　姫騎士って名称は矛盾してないか？（どうでもいい）







　ロザリンドが兵を進めたのは、それから二日後のことだった。

　マサトが宣言した期日まで残り二日。彼にとって予定通りの進軍なのだろう。常つね信のぶは二万の軍を展開させ、ロザリンド軍一千を帝都近郊のロンバル平原で包囲した。

「さて、始まるな」

　会議室の壁に戦場の様子を映し出し、戦の行く末を見守る。

　側そばにはパオラ、ベアトリーチェ、キャラ、そしてムツィオがいた。

「二万対一千。しかも平野での野戦。これで負けたら、あの田舎娘の首をお刎はねになるべきですわ」

　ベアトリーチェが右肩にしなだれかかってくる。

　兵数だけでいえば帝国軍が圧倒的に有利だ。戦場も広い平原なので大軍を有効に機能させられる。

　ただし、敵には「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンドがいる。彼女一人で万の兵を薙なぎ払はらうことも可能だろう。そうなると形勢は簡単にひっくり返る。この戦いの最大の鍵かぎは彼女が握っているといっても過言ではない。

　戦端は帝国軍が開いた。

　スターリング家の娘に従う謂いわれはないと、副将が突撃を命じたのである。自ら先頭に立って指揮を執とる副将に兵士たちが続いた。ヒルデガルトと数名の騎士が本陣に取り残される形になる。

「余計なことを……」

　常信はぼやいた。数に任せて突き進む帝国兵の前に馬を駆って躍り出る騎士が一人。ロザリンドだ。プラチナブロンドが風に舞い、美しく輝く。

『その程度の数で私を討ち取れると思うな！』

　彼女が剣を横に薙ないだ。

　烈風が吹き荒れ、先頭の副将はもちろん、それに続いた帝国兵をも薙ぎ払う。ただの一振りで陣形は瓦が解かいし、兵士たちは及び腰になった。そこに第二、第三の攻撃が襲い来る。突風が数百の兵を弾はじき飛とばし、竜巻が数千の兵を巻き込んだ。

　ただの自然災害。

　常信は、知恵袋で語られていた評価を思い出した。

『退ひけ！　退けぇっ……！』

　突撃を指揮した副将が馬を失い、這ほう々ほうの体ていで逃げ惑っている。ロザリンドは彼らに追い討ちをかけようとしていた。

『そこまでだ！』

　退却する帝国軍の中から一人の騎士が飛び出してきた。馬を駆り、ロザリンドの前に立ちふさがる。

『久し振りだな、ロザリー！』

　ヒルデガルトが堂々と従姉妹いとこの名を呼んだ。双方の兵士がざわつく。

『ヒルデか。できればこのような形で会いたくはなかったが、これも乱世の理ことわり』

　ロザリンドが応じた。全く同じ青灰色の瞳ひとみが互いを捉とらえる。

『ロザリー、いくら兵士たちを薙なぎ払はらっても、あなたの騎士道に傷がつくだけではないか？　一対一で勝負しよう』

　ヒルデガルトが馬から降りた。帝国兵がどよめく。

『一騎打ちの申し出なら、断るわけにはいくまい！』

　ロザリンドも馬を降りた。今度は連合兵がどよめく。ともに馬を下がらせると、互いの手が届く距離まで近づいた。

『……ヒルデ、あえて言わせてもらう。これまであなたとは幾度も剣を交わしたが、私はあなたに負けたことが一度もない。加えて、私は「風の姫ヴエネリツサ」として覚醒した。あの頃より遥はるかに強くなっている。これは決して自惚うぬぼれで言っているのではないぞ』

『あなたが自惚れるような人間でないのは私が一番よく知っている。だが、私とて昔とは違う。ロザリー、あなたは今日、私に初めて敗北することになる』

『そうか……。その覚悟を汚すわけにはいかないな。本気でいかせてもらう』

『そうでなければ困る。始めようか』

　二人がともに背を向け、自軍に戦場から離れるよう命じる。兵士の姿が豆粒ほどになるまで待ち、改めて向かい合った。抜刀する。

『イグドラル王家に伝わりし聖剣シュトゥルム。どうか風神の加護を我に授けたまえ』

　ロザリンドが剣を手に唱えると、刀身につむじ風がまとわりついた。彼女はヒルデガルトの剣を見て目を細める。

『その剣は、見慣れないものだな？』

『陛下より授かりし聖剣ブランジェルだ。私にも風の加護はある！』

『ならば、今から確かめさせてもらおう！　いざ、尋常に』

『勝負！』

　瞬間、爆風が吹き荒れた。

　十分に距離を取っていたにもかかわらず、両軍から悲鳴が上がる。

　猛烈な風と風の激突で草が次々に千切れ飛んだ。

　そのただ中でヒルデガルトとロザリンドが切り結んでいる。

　常つね信のぶは拳こぶしを握りしめた。

　パオラが「ふわーっ」と目をまん丸にし、ベアトリーチェも口元を押さえて見入っている。キャラは相変わらずの眠そうな顔だが、画面から決して目を離さない。

『なるほど！　風の加護があるのは事実らしい。ならば、これはどうだ！』

　ロザリンドが軽く後ろに下がった。

　と思ったときには宙に舞い上がっている。上空から地面に向けて剣を振り下ろした。突風がヒルデガルトを押おし潰つぶす勢いで放たれる。

『その程度、避よけるまでもない！』

　空を舞う敵を見上げ、剣を切り上げた。突風を衝撃波が切り裂き、「風の姫ヴエネリツサ」を打つ。しかし、その一撃は彼女の纏まとう空気の層によって受け流された。

『お見事！　本当に腕を上げたようだな、ヒルデ！』

『いつまで上からものを言うつもりだ、ロザリー！』

　ヒルデガルトが跳躍する。

　荒れ狂う風に乗り、ロザリンドに迫った。刃やいばが交差し、火花が散る。

　甲高い金属音を鳴らしながら鬩せめぎ合あい、互いに相手を押しのけた。

　すぐに身を翻ひるがえして再びぶつかり合う。

　火花と剣けん戟げきの音。

　目まぐるしく入れ替わる攻守。
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　嵐あらしの中で二人の姫騎士が踊るように斬きり合った。

　一振りごとに巻き起こる風は竜巻となって平原を暴れ回る。両軍とも吹き飛ばされないよう堪こらえるので精一杯だ。

『せああああ!!』

　一際強烈な衝撃が走り、大地が割れた。

『このおおお!!』

　二度、三度、ひび割れができる。

『落ちろおおおおおおおおおおおおお!!』

　そして四度目。何かが地面に叩たたきつけられた。

　砂煙が天上に巻き上がる。

　強風の中、痛みを堪えて立ち上がったのはヒルデガルトだった。

『どうした？　もう終わりか？』

　宙に浮いたままロザリンドが見下ろしてくる。それを見み据すえ、再び彼女は跳んだ。

　暴風が荒れ狂い、大地をさらに割る。

　無骨な突進を繰り返すヒルデガルト。

　それを華麗に受け流し、迎え撃ち、反撃を仕掛けるロザリンド。

　二人の激突は激しさを増すばかりだ。

「まさに人知を超えた戦いですわね」

　ベアトリーチェが呆あきれ半分恐れ半分といった様子で呟つぶやく。

「……ヒルデガルト殿は苦戦しておるようじゃ」

　ムツィオが険しい顔になった。

　ヒルデガルトは「風の姫ヴエネリツサ」相手に善戦しているものの、あと一歩、いや二歩及ばずといった様子である。伝説の武具で武装したとはいえ、神の加護を得ているという「七勇神姫セテイオ・プリンサ」と対等にまでは至っていないのだ。しかも純粋な剣技においてもロザリンドはヒルデガルトを上回っている。

「ヒルデ、頑張れーっ！」

　パオラが声援を送る。大きく腕を振って応援するので、弾みでおっぱいが揺れている。そちらに目が行ってしまいそうになり、常つね信のぶは頭を振った。難敵に挑み続けるヒルデガルトの勇姿を固唾を吞のんで見守る。

　彼女の勝利を、ただひたすらに願った。

　しかし、戦いは徐々に優劣がはっきりしてくる。

　幾度も飛びかかっては打ち落とされるヒルデガルトに対し、ロザリンドは空中のほぼ一点にとどまって戦い続けていた。互いに傷を負っているものの、その数は明らかにヒルデガルトの方が多い。疲労の色も彼女の方が濃かった。

　何度目かの墜落の後、剣を杖つえにして立ち上がったヒルデガルトは肩で息をしていた。右腕の出血が酷ひどい。剣を握り直したが、まともに構えられていなかった。

『ヒルデ、勝敗は決した。降伏してくれ』

　ロザリンドが痛ましそうに声を掛ける。

　従姉妹いとこを見上げ、荒い息を吐きながらヒルデガルトは笑った。

『どうした……ロザリー……？　もう終わりか？　私は、まだ……生きているぞ……』

　ガクッと膝ひざが落ちる。片膝を突き、それでも彼女は空を睨にらんだ。

『勝手に勝敗を決めるな！　まだ終わってなどいない！』

　血を吐くような叫び。

　ロザリンドは瞑めい目もくし、ゆっくり地面に降りてきた。

　平原には凄すさまじい戦いの跡が刻みつけられている。その大地を踏みしめ、一歩一歩、「風の姫ヴエネリツサ」がヒルデガルトに近づいた。

『先程は失礼した。確かに終わってなどいない。あなたの騎士道を危うく汚すところだった。お詫わびと敬意を込めて、永と久わの別れを告げよう。ヒルデ』

　片膝をついたままの従姉妹の前に立つ。ロザリンドが剣を振り上げた。

　刹せつ那な。ヒルデガルトが踏み込む。

　必殺の気迫を込めた横薙なぎが放たれた。

「!!」

　風が吹き荒れる。

　ヒルデガルトの体が吹き飛ばされ、地面を転がった。

　ロザリンドは、無傷だ。

　彼女の体は風の鎧よろいによって守られている。不意打ちですら、その身に刃やいばを通すことはできなかった。

『……哀あわれだな、ヒルデ。あなたは皇帝から数々の武具を授かり、自分自身が強くなったのだと錯覚したのだろう』

　悲しげな表情でロザリンドが歩き出す。

『それは大きな間違いだ。どんなに優れた武具を身につけようと、それは所しよ詮せん、借り物の力に過ぎない。仮初めの力に溺おぼれ、自分を見失う。今のあなたは偽物の塊だ。そんな噓うそ偽りの存在に、私が負けるはずがない』

『…………』

　もはや立つ気力もないのか、蹲つくばったままの従姉妹を見下ろした。

『今度こそ最後だ、哀れな従姉妹よ。偽りの力から解放してやろう』

　ロザリンドがヒルデガルトの首に刃を押し当てる。

　そして──

『……な、にっ？』

　固まった。

『か、体がっ……バカなっ……これは!?』

『今、あなたは強力な結界の中にいる。自分の力では指一本動かせない。相当に強い魔法らしいからな。まあ、私は魔法に詳しくないのでカタリナの受け売りなんだが』

　自分の首に押し当てられた剣を押しのけ、ヒルデガルトが立ち上がる。愕がく然ぜんとしている従姉妹いとこを哀あわれみの眼まな差ざしで見つめた。

『カタリナ？　誰だ、それはっ？　この勝負は私とあなたの一騎打ちであったはず！　騎士にあるまじき行いだぞ、ヒルデ！』

　ロザリンドが怒りを露あらわにする。ヒルデガルトは一つ大きく頷うなずいた。

『カタリナは私たち十二星姫ドーデイ・ステラの一人だ。実は戦いが始まった頃から密ひそかに動いてもらっていた。今は姿を消しているが、もういいぞ！』

　彼女が虚空に声を掛けると、六人の少女が二人を取り囲むように姿を現す。

『はじめまして、ロザリンドさん。カタリナ・メルクリアーニと申します。あなたにかけた束縛魔法は「ヘクセの杖つえ」という名杖により強化されておりますので、風神の力をお持ちでも破ることはできません。抵抗なさらない方がよろしいですよ』

　一人が丁寧にお辞儀をして自己紹介から魔法の説明までした。ロザリンドが激げつ昂こうする。

『ヒルデ！　この茶番は何だ!?　あなたの、あなたの誇りは！　騎士道は！　どこに行ってしまった!?　スターリング家の再興をっ……不名誉の烙らく印いんを返上することが、あなたの悲願ではなかったのか!?』

　涙ぐみながら叫ぶ。それを当のヒルデガルトはずっと哀れみの目で見ていた。

『ロザリー。少し前まで、私の悲願はあなたの言う通りのものだった。スターリング家の汚名を返上し、亡くなった父上の無念を晴らす。それが私の全すべてだった。しかし、今はもう違うのだ』

『今は、違う……？　どういうことだ、ヒルデ？』

『私は今までずっと、あなたに憧あこがれてきた。目標だった。ロザリー、あなたはいつも私より強く賢く気高く美しかった。何度羨うらやみ、妬ねたみ、そんな自分を恥じただろう。でも、今はあなたを心の底から哀れんでいる』

　剣を鞘さやに収め、ヒルデガルトはロザリンドの手から聖剣シュトゥルムを奪い取る。『何をする!?』と怒鳴られても意に介した様子はない。相手の腰から鞘を外し、シュトゥルムも鞘に収める。そして従姉妹を見下ろした。

『あなたはさっき、私が偽物の塊だと言った。仮初めの力に溺おぼれて自分を見失っていると。確かに陛下から授かった武具は借り物。その力もあなたには到底及ばなかった』

　トンと、ヒルデガルトは自分の胸に手を当てる。

『けれど、たった一つ。噓うそ偽りでない本物が私の中にある。それは、あなたがいまだ持ち得ないものだ』

『私が持ち得ないもの？』

『ロザリー、あなたは騎士だと名乗りながら、真に忠誠を尽くす相手に出会えていないだろう？　私は出会えた。只ただお一人、身も心も捧ささげるに足る真の主君に。皇帝陛下に』

『……皇帝が、真の主君だと？　目を覚ませ、ヒルデ！　帝国に忠義を尽くしたところであなたは報われないっ』

『だから哀あわれなんだ、ロザリー。陛下は私にこう仰せになった。「必ず生きて帰ってこい」と。ここで負ければあなたを帝都に入れてしまうという大事な戦に向かう私に対して、「負けても良いから必ず生きて帰ってこい」と仰せになったのだ』

『…………』

　ロザリンドが絶句する。ヒルデガルトが、初めて自信に満みち溢あふれた笑みを浮かべた。

『だから私は、陛下のためなら喜んで死ねる！』

「ええええええええええ!?　いや、何でそうなる？」

　常つね信のぶは椅い子すから立ち上がった。右隣でベアトリーチェがうっとりと頷うなずく。

「さすが陛下。そう言って、あの田舎娘を操ったのですね。人心掌握にも長たけていらっしゃるとは、さすが私の未来の夫」

「いや、違うよ！　俺は本当にヒルデに生きて帰ってきてもらいたかっただけだよ！　人心掌握とかそういうの全くないよ！」

「へーかは策士なんだねっ」

　ふむーっとパオラが腕を組んでしかつめらしい顔をする。

「だから、誤解だって！」

「陛下。ヒルデガルト殿の話がよく聞こえませぬ」

　ムツィオに諫いさめられてしまった。納得いかないものを感じながらも画面を見ると、ヒルデガルトは滔とう々とうと語っている。

『私はただ、陛下に勝利を捧げるためだけの存在！　そのためなら自分がどんな生き恥をさらそうと構わない！　あなたに勝つためなら騎士道などドブに捨すててやる！　私一人では勝てない相手に仲間の力を借りて何が悪い！　陛下に勝利を捧げることさえできれば、スターリング家が滅ぼうと私が死のうと全すべて些さ細さいなこと！』

『あなたにそこまで言わせるとはっ……。一体、皇帝とは何者なのだ……？』

　ただの一凡人です。買いかぶらないで下さい。と今すぐ伝えたかったが、残念ながらそんな機能は備わっていない。本気で悔しがっているロザリンドをヒルデガルトは嬉き々きとして縛り上げ、遠巻きに様子を窺うかがっていた帝国兵に勝ちどきを上げさせた。それを聞いてロザリンド軍の兵士は我先にと逃げ去っていく。

『陛下ぁっ！　やりました！　この勝利は全すべて陛下のお力によるものです！　ありがとうございます！　ありがとうございまぁす！』

　天高く叫ぶヒルデガルト。

　帰ってきたら何と声を掛けるべきか、正直、非常に悩むところだった。




　常つね信のぶは地ち下か牢ろうへの階段を降りた。

　魔法の明かりで照らされた地下牢は思っていたより清潔そうだ。捕らえた相手によって扱いが異なるのかもしれないが。

「陛下、お待ち致しておりました」

　常信を迎えたのは意外なことにベアトリーチェだった。その隣にパオラ、ヒルデガルトと続く。パオラは何な故ぜかフフンと自慢げな顔をしていた。

「ビーチェ、君が地下牢にいるとは意外だな」

「私も、できればこのような場所、遠慮したいのですが、陛下の身の安全がかかっておりますから、そうも言っていられませんわ」

「陛下！　どうぞ、こちらへ！」

　ヒルデガルトが割り込んで常信を一つの牢ろうの前に誘いざなう。そこには姫騎士が一人、鎖に繫つながれて吊つるされていた。捕らえられたロザリンドである。

「うおおっ……。こんな光景を見る機会が来るなんて……」

「くっ……殺せ！　これ以上、私に生き恥をかかせるな！　この外道！」

　本物の「くっころ」だ！　と感動してしまった。

　ロザリンドはキッとこちらを睨にらみつける。鎧よろいを奪われ、簡単な衣服だけにされていてもなお、彼女からは凛りんとした気品が漂っていた。

「陛下に対して無礼ね、小娘。品のない小国の田舎娘はまるで躾しつけがなってないわ。これなら犬猫の方がお行儀が良くってよ」

　ベアトリーチェは容赦がない。牢の前に立つと傲ごう然ぜんと「風の姫ヴエネリツサ」を見下し、鼻で嗤わらった。

「ねえ、今、どんな気分？　カタリナたちに入念に力を封じさせたから『風の姫』の力は一切使えない。ただの虜りよ囚しゆうとして鎖に繫がれて、今、どんな気分？」

「ビーチェ、そのくらいにするんだ」

　煽あおる彼女を下がらせ、常信はヒルデガルトに尋ねた。

「それで、マサトの居場所は吐いたのか？」

「いえ！　それが全く！　我が従姉妹いとこながら強情なものだと困っておった次第です！」

　ロザリンド軍の中に、マサトの姿はなかった。

　戦場の様子は撮影していたので、後から映像を確認させたのだが、マサトの姿は初めからどこにも映っていなかった。つまり、ロンバル平原での戦いが始まる前にマサトは姿を消していたことになる。

「マサトが指定した期日まで、あと一日。何としても喋しやべってもらわないといけないな」

　ずっと自分を睨にらみ続けている姫騎士を見み据すえながら呟つぶやく。

「マサト殿は必ず皇帝の首を獲とる！　お前はもう終わりだ！」

「余計なことはベラベラ喋るのね。無能で脆ぜい弱じやくな小物によくある傾向だわ」

　自分の爪の具合を眺めながらベアトリーチェが毒を吐いた。ロザリンドに睨まれるが、歯し牙がにも掛けない。

「ええと、俺はここで何をすれば良いんだ？　まさか、俺が直々に拷問とか……？」

　常つね信のぶは左右を見た。正直、拷問は止やめて欲しい。

「ご安心を、陛下。もっと効率的なやり方があります。パオラ様にご協力いただきました」

「そうだよ！　わたし、頑張ったんだから！　もうバッチリだよ！」

　ベアトリーチェの言葉にパオラがフフンと大きな胸を張った。

「ロザリンドさんに従属魔法をかけたんだ！　これで何でも言うこと聞くよ！」

「ああ、なるほど。それじゃロザリンドはパオラの言いなりってわけだな」

「ううん！　違うよっ」

　パオラがぷるぷる首を振る。嫌な予感がした。

「命令するのはへーかだから、ちゃんとへーかの言いなりになるよう魔法をかけたよ！」

「ああーっ……結局、そういう展開かー……」

　額に手を当てる。自分が地ち下か牢ろうまで呼ばれた理由がよく分かった。

「まったく……。パオラ様が余計なことをされたお陰で、こんな薄汚いところまで陛下にご足労いただくことになってしまいました。早々に片付けて一緒に寝室に戻りましょう」

「うん。さりげなく俺の寝室に来ようとするのはやめてくれないか」

「陛下ったら、私はいつでもよろしいんですのよ」

　胸を指でぐりぐりされる。

「とりあえず、始めようか。ええと、ロザリンド」

「お前に呼び捨すてにされる謂いわれはない！」

　敵意剝むき出だしの彼女に命じた。

「マサトの居場所を言え」

「!?　くうっ……」

　ビクンとロザリンドの体が跳ねる。

「な……何をしたっ？　これは一体っ……？」

「早く素直になった方が良いわよ。田舎娘の下品な本性が露あらわになる前に」

　クスクスとベアトリーチェが嗜し虐ぎやく的に笑う。頰ほおを赤く染めながらもロザリンドは気丈にこちらを睨みつけてきた。

「おおーっ。ロザリンドさん耐えてるね！」

　パオラが何な故ぜか嬉うれしそうに言う。仕方ないので、心を鬼にして常つね信のぶは命令を重ねた。

「ロザリンド。マサトの居場所を言うんだ」

「はうぅっ？　なっ……？　くっ……こんな辱めっ……許さんぞぉっ」

　ビクビクと小刻みに体を震わせ、内股をもじもじと擦り合わせる。とても扇情的な光景で激しい罪悪感に苛さいなまれるのだが、こちらも命がかかっているのだ。

「頼むから早く答えてくれ。マサトの居場所を言え！」

「あうううっ！　おのれぇっ……こんなっ、こんなことで私が屈するとでもっ……」

　彼女の手首を縛っている鎖がガチャガチャと鳴った。身を捩よじり、懸命に堪こらえる姿は見ているこちらが恥ずかしくなる。じんわり汗を搔かいてきたようで、服が肌に張りついて体の曲線を強調した。

「くっ、殺せ！　早く私を殺せぇっ！　このような辱めを受けてっ……これ以上、生きていられるか！　皇帝！　お、お前に慈悲の心が少しでも残っているのなら、早くうっ」

　またビクンと身を震わせる。必死に歯を食いしばっているが、全身を駆け巡る悦楽に吐息が熱くなっていた。ツウッと一筋、涎よだれが首を伝い落ちる。「ああっ」と喘あえぎ声が洩もれた。鎖が一際激しく鳴る。

「本当に強情な娘ですわね。陛下、もっともっとお命じ下さい。この者の理性が壊れるまで。従順な雌にしてしまえば、きっと素直に口を開きますわ」

「ビーチェ。君は時々、冗談抜きで怖いな」

「そうでしょうか？　至極、合理的な判断かと」

「ロザリー、素直になるんだ！　陛下に全すべて委ゆだねてしまえば、あなたも幸せになれる！」

「ヒルデも無自覚に怖いこと言うねっ。これ、洗脳とかそういうのじゃないからねっ」

「まだまだ堪こらえますかーっ。わたしもあのくらいまでは耐えたもんね！」

「パオラ、ちょっと落ち着こうか」

「はうぅっ♪　はい、落ち着きます」

　三者三様に問題のある仲間たちに囲まれて姫騎士の悶もだえる様を観察するという状況の異常さに目眩めまいを覚えそうだ。

　不意に鎖が下がり、ロザリンドが「ああああっ！」と叫ぶ。何ごとかとそちらを見た常信の目の前で「風の姫ヴエネリツサ」が四よつん這ばいになっていた。両腕は鎖で吊つるされているので、正確には膝ひざだけをついた状態だが。

「えっ？　あれっ？　何でっ？　何がどうなった!?」

「鎖が緩んだのかもしれません！　調べてきます！」

　ヒルデガルトが牢ろうの鍵かぎを開け、中に入った。鎖の状態を確かめる。ハアハアと苦しげに喘ぐ従姉妹いとこを見やり、「早く素直になれ」と声を掛けた。

「ヒルデ……私のことを哀あわれと思うのなら、殺してくれっ……」

　悦楽の奔流に苛さいなまれながら、ロザリンドは懸命に立ち上がろうとする。生まれたての子鹿のように足を震えさせながら立ったものの、上体を起こすことが出来ず、余計に扇情的な体勢になってしまった。内股を幾筋もの雫しずくが伝い落ちる。

「むむむむむ。堪えますねーっ。わたしより我慢してるかも！」

　いつの間にかパオラまで牢ろうの中に入っていた。下唇を食いしばって喘あえぎ声が洩もれるのを堪えているロザリンドの顔をしげしげと見つめる。

「パオラ！　何してるんだ!?」

　常つね信のぶは慌てて牢の中に入った。小柄な彼女を背後から抱きかかえ、牢の外に押し出す。そのとき、ロザリンドの瞳ひとみに光が宿った。なけなしの理性をかき集めて常信を睨にらみつけ、全力で宣言する。

「聞け、皇帝！　私はっ、絶対に、こんな卑劣な、従属魔法なんかに負けない！」

「マサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言えマサトの居場所を言え」

「んあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　ロザリンドが白目を剝むいて絶叫した。

「陛下？　あっ！」

　ヒルデガルトが手を滑らせ、鎖がさらに下がる。ロザリンドは牢の床に倒れてしまった。全身を震えさせ、だらしなく舌を出して涎よだれを垂らす。

「陛下……さすがにやり過ぎですわ……」

　ベアトリーチェが口元を押さえ、眉まゆを顰ひそめる。

「ごめん。つい、出来心で……」

「しっかりしろ、ロザリー！　だから言ったんだ！　早く素直になれって！」

　ヒルデガルトが脱力しきった従姉妹いとこを抱きかかえた。ロザリンドがぽろぽろと涙を零こぼす。「ごめんなさい」「ごめんなさい」と小声で呟つぶやきだした。

「どうしたんだ、ロザリー？　何を謝っているんだ？」

「お母様、ごめんなさい……。私、従属魔法には勝てませんでした……」

「良いんだ！　良いんだよ、ロザリー！　素直になろうっ。一緒に陛下のものになろう！」

「いや待って！　俺がすごく鬼畜な奴やつみたくなっちゃうから！」

「……本当は、私も知らないんです。マサト殿の行方」

「えっ？」

　耳を疑う。ロザリンドは弱々しい声で続けた。

「ルビーク川を越えたところで別れました。二日経たったら進軍して欲しいと頼まれて……彼はどこに向かうのか、何も教えてくれませんでした……」

　涙を流しながら放心した様子で語る彼女をヒルデガルトがギュッと抱きしめる。「ありがとう、話してくれて！」と彼女まで涙を流した。

「困りましたわね。ご自分の恋人にも真意を明かさないだなんて、マサト・ホウライは相当慎重な男ですわ」

　ベアトリーチェが軽く爪を嚙かむ。

　そこでロザリンドが真顔に戻った。

「誰が誰の恋人だって？」

「ロザリー、正気に戻ったのか？」

[image: ]

「……皇帝の命令に従ったからだろう。さっきまでの、その……奇妙な感覚はきれいさっぱり消え去った！　もう、頼むから殺してくれぇっ！」

　顔を覆い、首まで真っ赤にして蹲つくばる。おいおいと嘆なげく彼女に尋ねるのは忍びなかったが、常つね信のぶも気になったので聞いてみた。

「君とマサト・ホウライは恋仲ではないのか？　正直に答えろ」

　ビクンとロザリンドの体が跳ねる。ふるふる瞳ひとみをうるませて振り返った彼女は「違う！　何な故ぜ、そのようなことになるのだ！」と叫んだ。

「随分と信頼し合ってるみたいだったし、どう見ても主人公とヒロインだったから……」

「何を言っているのかよく分からんが、私とマサト殿は志を同じくする仲間以上の関係ではない。それに、マサト殿は妹以外の女性に興味がないのではないか？」

「妹？　マサトには妹がいるのか？」

「ああ。サクヤという三つ下の妹がいる。……彼が戦を始めた理由の一つは、サクヤの病を治すためだそうだ」

「そんなに深刻な病なのか？」

「私は医療には詳しくないが、不治の病と聞いている。治すことができるとしたら、多種多様な稀き少しよう素材を集め、何年もの時をかけてようやく作り上げることが出来るという神秘の霊薬『エリクサー』だけだそうだ」

「それと戦と何の関係があるんだ？　エリクサーが必要なら素材探しをすれば良いのに」

　常信が疑問を口にするとロザリンドに睨にらまれた。

「それが出来れば苦労はないっ。稀少素材はその名の通り稀少で、一つ見つけるだけでも数年がかりだ。とてもマサト殿一人の手には負えない。だからこそ、彼は大陸の覇者を目指した」

「そうか……。考え方は同じか……」

　皇帝の地位につけば、稀少素材集めも一度に大勢で行わせることができる。

「サクヤの命はもう長くない……。だからマサト殿は急いでいるんだ……」

「くだらない理由ですわね」

　ベアトリーチェが切り捨すてた。

「不治の病でなくても、病で命を落とすものは少なくない。それはエルフでも人間でも、さして違いはないわ。私の弟も幼い折、肺の病であっけなく逝った。妹の病を治すため、戦をする？　そんなものに巻き込まれた兵たちが可哀かわい想そうね」

「ビーチェ、口が過ぎるぞ」

　常信は彼女を止める。ベアトリーチェは無言で一礼した。

「それより今はマサトを探さないと……。一体、どこに消えたんだ？」

「逃げたのでは？」

　ヒルデガルトがさらりと言う。ロザリンドが眦まなじりを決した。

「マサト殿はそんな御仁ではない！　必ず皇帝の首を獲とる！」

「そうだよな……」

　常つね信のぶも同じ意見だ。マサトがこのまま行方をくらますとは考えられない。きっと思いも寄らない方法で常信の前に姿を現すだろう。

「あー、やめやめ！　天才の考えなんて分かるわけないんだし、ひとまず戻ろう。明日一日生き残れば、一応、こっちの勝ちだ」

　踵きびすを返す。そのとき、ロザリンドが呟つぶやいた。

「やはり、マサト殿の読み通りだったのか……」

「どういう意味だ、ロザリンド？　答えろっ」

　振り返る。ビクッと身を震わせた彼女は蕩とろけた瞳ひとみで答えた。

「はい♪　マサト殿は、何らかの方法で皇帝が私たちの動きを把握していると言ってました。だから計画を誰にも話すわけにはいかないと。私は、単に私たちが信頼されていないのだと思っていたのですが」

「おおっ？　ロザリーが従順に！　ついに堕おちましたよ、陛下！」

「うん。嬉うれしそうに報告しないでくれ、ヒルデ」

「先程、皇帝はあと一日生き残れば自分の勝ちだと言いました。一週間以内に首を獲るという約束はフェレーロ邸でなされたものです。あの場にいなかった皇帝には知り得ない情報のはずなのに、皇帝はそれを知っていました。だから……」

「マサトの読みが正しかったと確信できたってことか……。待てよ？　だとすると、マサトは俺たちが自分の動きを把握していると承知で行動していたのか？」

「陛下。マサトはロザリンドを囮おとりに使ったのではありませんか？　というか、結果的にロザリンドが囮役になってしまったと言うべきですね。マサトは連合軍の諸将に千の兵を預けるよう頼んだだけですから」

　ベアトリーチェが話に加わってきた。

「マサトは初めから単独行動するつもりだったのでしょう。千の兵は私たちの目を引きつけるための囮役。だから大した数は必要なかったのです。彼にとっては時間稼ぎになりさえすれば良かった……」

　喋しやべっている途中でベアトリーチェの表情が陰る。「まさか」と目を見開いた。

「陛下！　今すぐ帝都からお離れ下さい！　もうすでにマサトはこの城内に潜入しておりますわ！　きっと使用人や兵士になりすまし、陛下のお命を狙ねらっています！」





第八章　トラック転生とかチート無双とか何の話だ!?（困惑）







　勇者に城まで攻め込まれた魔王とはこんな気分なのだろうか。と玉座に座ったまま常つね信のぶはぼんやりと思った。

　ゲームに登場する魔王は勇者がやって来ても自信満々に迎える。まるで自分一人でも勝てると言わんばかりに。でも、本心はどうなのだろう。あの偉そうな態度は恐怖の裏返しなのではないか。本当は怖くて逃げ出したくて仕方ないのではなかろうか。

「凡人は辛つらいな……」

　ため息が出た。側そばに控えていたジルベルトがガチャガチャ派手な音をさせて向き直る。巨体を聳そびえさせ、大笑した。

「陛下ぁっ！　このジルベルトがついておりますぞ！　マサト・ホウライごとき一刀の下に斬きり伏ふせてご覧に入れましょう！」

「ジルベルト、無理はするな。お前とマサトでは雲泥の差がある」

　常信は淡々と告げる。

「例えば、お前の実力が九十九点だとする」

「お褒めに与あずかり光栄の至り！」

「マサトは何点だと思う？」

　僅わずかな思案の後、ジルベルトにしては謙虚な答えが返ってきた。

「……百点、でしょうか？」

「一万点だ」

「百点満点ではなかったのですかぁっ!?」

「そのくらい差があるってことだ。だから一人でどうにかしようと思うな。みんなで取り囲んでフルボッコにしろ」

「ハハアッ！」

　騒がしく跪ひざまずく。常信は玉座の横に据すえられた時計をチラリと見た。さっき見てからまだ五分も進んでいない。午前零時まで三時間以上あった。

　常信は城から出なかった。

　ベアトリーチェの言葉を信じなかったわけではない。むしろ納得がいった。きっとマサトは城内に潜んで自分の命を狙ねらっているだろう。

　ただ、同時に「逃げた方が危険だ」とも思ったのだ。マサトのことだ。こちらが逃げることも考慮に入れて策を練っているに違いない。彼の手が読めない以上、一番安全な場所にいた方が良い。そう考えて玉座に座り続けていた。

　万が一のため、パオラはムツィオに頼んで避難させている。ベアトリーチェとキャラも同行させた。彼女たちがいればグロリア帝国は安泰のはずだ。

　城内は兵士たちによって隈くま無なく調べられている。互いの顔を確認し合い、見知らぬ者が紛れていないかも調べた。それでもマサトは見つからない。

「陛下！　マサト・ホウライを匿かくまっていた者を捕らえました！」

　謁見の間の扉が開き、数名の警備兵が一人の少女を引っ立ててきた。城内で働く使用人の一人らしい。素朴な雰囲気の娘だった。

「町で暴漢に襲われかけたところを助けられ、その恩を返したくて城内に手引きしたそうです。そのとき、女性使用人の服も渡したと申しております！」

「うわ、すっごい主人公っぽい展開！」

「即刻、首を刎はねますか!?」

「やめろ！　とりあえず牢ろうに入れておけ。ご苦労、下がって良いぞ」

　少女は警備兵に引きずられながら「マサト様を殺さないで！」と泣なき喚わめいていた。

「怖いなぁ……。主人公って本当に怖い……」

　頭を振る。ジルベルトが鼻息荒く告げた。

「これで奴やつの正体が暴かれるのも時間の問題ですな！　女装癖がある者を捕らえれば良いのです！」

「そうじゃないぞ！　女装してる奴を探せば良いだけだからなっ。他人の性癖にまで口を挟むなよ！」

　そんなことを言っているうちに騒ぎ声が聞こえてきた。それに剣けん戟げきの音も混じる。ジルベルトが剣を抜き、「何ごとだ!?」と叫んだ。

「マサトです！　マサト・ホウライが現れましたーっ！」

　警備兵が一人、謁見の間に飛び込んできた。「何だとぉっ！」とジルベルトが飛び出す。開け放たれた扉の前をメイド服を着た者が走り抜けていった。「あやつめぇぇぇっ！」と巨漢の近衞このえ大隊長が駆ける。「我に続けぇっ！」と廊下を走り去っていった。

　報告に来た警備兵も駆け出す。

　常つね信のぶに向かって。

　剣を抜いた。

　刃やいばが振り下ろされる。

　甲高い金属音が鳴り、火花が散った。

　警備兵の剣は、すんでのところで剣と槍やりと斧おのと矛と薙刀なぎなたと大おお鎌がまとその他諸もろ々もろの武具によって防がれる。

「!?」

　魔力結界が発動した。半歩速く警備兵が飛び退すさる。謁見の間の中央付近に着地し、兜かぶとを脱ぎ捨すてた。

「そう簡単には首を獲とらせてくれないようだ」

　黒髪黒こく瞳どう。画面の中では幾度も見たが、こうして顔を合わせるのは初めてだ。

　マサト・ホウライが不敵な笑みを浮かべて立っている。

「皇帝、俺が来ると分かっていながら、逃げなかったことは褒めてやる。本当は逃げてくれた方が仕留めやすかったんだがな。色々と仕込んでおいた罠わなが無駄になった」

　剣を青眼に構え、油断なく常つね信のぶに狙ねらいを定めた。

　常信の周りは十二星姫ドーデイ・ステラが守っている。謁見の間に潜ませておいた美少女騎士たちが、マサトをぐるりと取り囲んだ。

「彼女たちがナタリア殿を追い払ったという十二星姫か……。なあ、人数、多くないか？」

「そういう仕様だ」

「十二の意味は？」

「何となく雰囲気で。十二って時間とか何かと身近だし、親近感湧わくかなと思って」

「大おお雑ざつ把ぱだな」

　マサトが苦笑する。

「ちなみに今は五一人しかいない。総勢百八人にする予定なんだが、すまんな」

「それは笑うところか？　十分過ぎるだろ」

「ところで、ジルベルトが追っていったのは何者だ？」

「あれは俺の作った魔法人形だよ。あまり得意じゃないんだが、魔法の心得も一応、あるんだ。このときのために一晩で作った」

「お前、もう何でもありだな」

　今度は常信が苦笑した。しかしマサトは肩をすくめる。

「そうでもない。自分の不ふ甲が斐いなさに泣けてくるよ。世の中、上う手まくいかないことだらけだ。現に皇帝の首一つ、まだ獲れていない」

「できれば諦あきらめて帰っていただきたいんだが」

「そうはいかん。俺は絶対に諦めない！」

　そう叫ぶやいなや、マサトが走り出した。十二星姫たちも彼を止めるため駆け出す。ヒルデガルトが一際気合いを入れて聖剣ブランジェルを一いつ閃せんさせた。

「せああああ！」

　風の刃やいばがマサトを捉とらえたと思った瞬間、彼の姿が消える。

「蓬ほう萊らい国秘伝の太刀、名刀マサムネ！」

　神速の抜刀術。風の刃が相殺され、次の瞬間にはヒルデガルトの脇を抜けていた。「くっ……」と彼女が脇腹を押さえる。じわりと血が滲にじんだ。

「悪いが、この数に手加減は出来ない。本気でいかせてもらうぞ！」

　マサトは護衛兵の鎧よろいを脱ぎ捨すてた。黒衣のマントがはためく。さらに彼の左手には新たな刀があった。

「蓬ほう萊らい国秘伝の太刀その二、名刀ムラマサ！」

　二刀流の剣士が宙を舞う。

　襲い来る槍やりを、斧おのを、鎌かまを、剣を、矢を、魔法を、次々に打ち払い、撫なで斬きって突き進んだ。十二星姫ドーデイ・ステラたちの悲鳴が謁見の間のあちこちで上がる。

「行かせはしない！」

　ヒルデガルトが再びマサトの前に立ちふさがった。すでに脇腹の傷は魔法で癒いやされており、霊石で十段階ほどの強化もしている。

「やああああ！」

「さっきより速い!?」

　マサトは風の刃やいばを今度は受け止めた。二振りの刀を交差させて相手を押し込む。だが、ヒルデガルトも渾こん身しんの力で押し返してきた。その周りを他の十二星姫が囲む。

「今のうちにっ……こいつを縛りつけろ！」

　踏ん張ったままヒルデガルトが叫んだ。数人が素早く杖つえを構え、呪文を唱える。

「ヒルデ様が賊を抑えて下さっている間に六重封陣セクセレツドを完成させます！」

　カタリナの号令一下、強力な束縛魔法がマサトを捕らえた。

　即席ではあるが、ロザリンドを捕らえたものと同じ魔法だ。二重三重どころか六重に彼を絡め取り縛りつける。さしものマサトも身動きを封じられた。

「やりましたわ！」

「これでもう動けませんわよ！」

　十二星姫たちが歓声を上げる。

「油断するな！」

　しかし、ヒルデガルトだけは彼から目を離さなかった。

「こいつ……僅わずかだが、動いているっ……？」

　ギシッと歯が鳴る。

　マサトが凄すさまじい形相で全身に力を込めていた。常人ならば指一本動かせない程の強力な束縛魔法に抵抗している。そして絶叫した。

「俺は、絶対に、諦あきらめなぁぁぁい！」

　ガラスが砕け散るような音と周囲を打ち払う衝撃。

　マサトは気合いで束縛魔法を打ち砕いた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　鬼神の如ごとき荒々しさで二刀を振るう。

　五一人の十二星姫が為なす術すべもなかった。

「そこを、どけぇぇぇっ！」

　二振りの刀で彼女たちの攻撃を力任せに打ち払い、いなし、弾はじき返かえす。鬩せめぎ合あうかと思えば受け流し、ときに下がり、ときに踏み込み、美少女騎士たちを翻ほん弄ろうした。

　体勢を立て直そうとする彼女たちを分断し、隙すきを見て切り込む。徐々に包囲が薄くなり、ついに玉座への道を開けてしまった。

「皇帝、覚悟ぉっ！」

　爆発音にも似た音をさせてマサトが踏み出す。

　たった三歩で間合いを詰めた。

　彼の刀が自分の首を狙ねらっている。それが、はっきり分かった。

「やっぱり、存在自体がチートだよ……」

　常つね信のぶは目を閉じる。

　主人公って強いなあと改めて思った。

　凡人の自分がかなう相手ではない。

　だから──

「ダメーッ！　お兄ちゃん！」

　声が響いた。

　マサトの刃やいばが止まる。

　常信の首筋までほんの僅わずかという状態で。

　マサトが目を見開き、玉座の後ろを見つめた。

　そこには皇帝の私室に続く廊下があるはずだ。途中には緊急避難用の隠し通路もある。

　常信がそのことに思い至ったときには、小柄な少女がマサトを力の限りに突き飛ばしていた。咄とつ嗟さに彼が剣を引く。数歩後ろに下がり、固まった。

「パオラ!?　何でここに……」

　しがみつかれる。彼女は泣いていた。ぐすぐすと幼い子どものように。

「ヤだよ……お兄ちゃん、死んじゃヤだ……死んじゃ……」

「……ごめん」

　きれいな銀髪をそっと撫なでる。

「ごめん、パオラ。ごめん……また泣かせちゃったな……」

　優しく抱きしめた。

「でも、俺は死なないから。安心してくれ」

　それからマサトの方を向く。

「どうした？　絶好のチャンスだぞ。斬きらないのか？」

「…………」

　マサトが苦く悶もんの表情を浮かべた。パオラが涙でぐしゃぐしゃになった顔で彼を睨にらむ。

「あっち行って！　お兄ちゃんに近寄らないで！」

「くそっ……」

　マサトが両手の剣を握りしめた。

「陛下ああああああああああああああっ！　俺、やっちまいましたあああああああああああああああああっ！　これ、ただの人形でしたあああああああああっ！」

　耳障りな大音声とともにジルベルトがその巨体に似合わぬ猛スピードで謁見の間に駆け込んできた。マサトを見つけるなり「おのれえええええええっ！」と小脇に抱えていた魔法人形を投げ捨すてて飛びかかった。マサトは初手を受け流し、素早くジルベルトの脇をすり抜ける。「ぬぐおおうっ？」とジルベルトが呻うめいた。

「皇帝！　俺は絶対に、諦あきらめない!!」

　二メートル近い大男を片腕で押しのけ、マサトがこちらを見み据すえる。

　次の瞬間、玉座の周りから無数の矢と炎と氷と鎖と鉄針が撃ち出され、彼に襲い掛かった。目を見張り、それでも脅威の反射神経でマサトが攻撃を捌さばく。

「さっき、五一人しかいないといったな。あれは噓うそだ」

　常つね信のぶはパオラを抱きしめたまま言った。

「皆さん、参りますわよ！」

「私たちは、一〇八人で一つ！　力を合わせて戦います！」

　魔法で姿を隠していた五〇人の十二星姫ドーデイ・ステラが一斉に黒衣の天才軍師に挑みかかった。さらに背後からは復活した五一人がマサトを狙ねらう。

「俺は、俺は絶対に諦めなぁぁぁい!!」

　たった一人で一〇一人の相手をし、マサトは獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せた。

　尋常でない力と剣技で十二星姫たちを決して寄せつけない。

「陛下のお命は、このジルベルトがお守り致しますぞおおおおおおおおお！」

　ジルベルトが猪いのししのように突っ込んだ。その豪腕で長大な両手剣を打ち下ろす。謁見の間の床が一撃で真っ二つに断ち割られた。

「とんでもない怪力だな！　まあ、当たらなければどうということもないが」

　マサトは危なげなく攻撃を躱かわし、同時に刀を振っている。

　耳障りな金属音とともに近衞このえ大隊長の鎧よろいが一部、削そぐように斬きられた。「ぬぐおうっ？」とジルベルトが目を剝むく。

「パオラ様親衛隊！　ただいま到着！　野郎ども、行くぞおおおおおおっ！」

　そのとき謁見の間に筋肉ムキムキの男たちが飛び込んできた。鬼気迫る姿のマサトに新たな百人が襲い掛かる。その後ろから近衛このえ兵へい二百人も突入。さらに衛兵、諸侯の私兵数百がなだれ込み、広間が人で埋め尽くされた。戦うどころか身動きすら難しくなり、「邪魔だ」「どけよ」と怒号が飛び交う。その中心で二刀を振るいながらマサトが叫んだ。

「一体、何人出てくるんだ!?　いい加減にしろっ」

「まだまだ、俺たちもいるぞぉっ！」

「陛下をお守りしろぉっ！」

　とうとう城の使用人たちまでやって来た。箒ほうきやモップ、包丁に剪せん定ていバサミ等々、武器なのか何なのか分からないものを掲げ、謁見の間に詰めかける。霊石の割れる音が立て続けに鳴り響き、護符が紙吹雪のように宙を舞った。あちこちで雄お叫たけびが上がる。

「このっ……いい加減にっ……人が多いなあ!!」

　すし詰め状態の広間で孤軍奮闘するマサトが怒鳴った。

「根性見せたらあああっ！」

　その隙すきに近衛このえ兵へいの一人が彼の腕に取りつく。それをきっかけにして、次々に男たちが体当たりを食らわし、しがみついた。その上から親衛隊が飛びつき、また近衛兵が足を捉とらえる。数十人の男たちに抱きつかれ、マサトが膝ひざを屈した。

「おのれええええっ！　皇帝ぃぃぃっ！　何だこの人数はぁぁぁっ！　常識の範はん疇ちゆうを超えているだろおおお!!」

　絶叫するマサトを玉座から見下ろし、常つね信のぶは平然と答えた。

「このくらいの人数は揃そろえられる。だってウチ、大国だから」

「くそおおおおおおおおおおおおおごっ……」

　マサトが無数の男たちに身動きを封じられ、押おし潰つぶされた。




「パオラ様のせいで予定が狂いましたわ」

　豪ごう奢しやな金髪を払い、不機嫌そうにベアトリーチェが言う。

　常信は「まあまあ」と宥なだめることしかできなかった。

「だって、聞いてなかったんだもん！　あんなにいっぱいで守ってるなんて！」

「うん。そこが一番重要な秘密だったから、教えられなかったんだよ」

　パオラの頭を撫なでる。

「途中でパオラが戻ったと知ったときには心臓が止まるかと思ったぞ」

　ムツィオが疲れ切った様子で呟つぶやいた。その隣でキャラが大きなあくびをする。

　マサト・ホウライを捕らえることに成功した。

　予定外のこともあったが、概おおむね計画通りだ。

　戦いの爪つめ痕あとが残る謁見の間に主だった者たちが集まり、勝利を喜び合う。

　広間の中程には、きつく縛られたマサトが座らされていた。

「さてと、少しばかり話をしようか、マサト・ホウライ」

　玉座に座り直し、常信はマサトを見下ろした。膝の上にパオラが乗っていて頑として降りてくれないので、少々威厳に欠けるのだが。

「まず、お前は本当に蓬ほう萊らい国王家の者なのだな？」

「俺の出自から貶おとしめようというのか、皇帝？　俺は蓬ほう萊らい国の正当なる後継者だ！」

　常つね信のぶの問いに誇りを傷つけられたらしく、マサトは強く言い返した。側そばで彼を見張っているジルベルトが「何だ、その口の利き方は！」と彼の横腹を蹴けりつける。

「やめろ、ジルベルト！　……そうだな。俺も素直に信じたいところだが」

　マサトをじっと見み据すえ、試しに言ってみた。

「トラック転生」

「？」

「チート無双」

「？？」

「リア充爆発しろ！」

「？？？」

　常信がものを言うごとにマサトは困惑を深めていく。周りの者たちも怪け訝げんそうな顔でこちらを見た。

「あ、うん。分かった。お前が本物の蓬萊国の王子だってことは認める」

「何だ!?　今ので何が分かったというんだ！　呪文だったのか!?　いや、しかし……魔力の気配は感じなかった……」

「気にするな。話を進めよう。マサト、妹がいるんだって？」

　相手の困惑など放っておいて次に進む。マサトの表情が引き締まった。

「サクヤには決して手を出させん！　俺の命に代えても！」

「あ、うん。そうだな。不治の病なんだろ？」

「あ、ああ……」

　常信があまりに軽いので、マサトも毒気を抜かれたらしく素直に頷うなずく。

「妹の病を治したくて戦を始めたらしいな」

「それだけではない。第一に、大陸に真の平和をもたらすためだ！　悪の帝国を討ち滅ぼし、皆が幸せに暮らせる世界を作る！　そして蓬萊国を復興する！　その先に、サクヤの病を治す方法があるんだ！」

　マサトは真摯な眼まな差ざしで断言した。

「ふーん。そう。そうか、そうか」

　常信は小さく何度も頷く。「あれを持ってこい」と近衛このえ兵へいに命じた。

　ほどなくして、兵士が台車を押して戻ってきた。その上には木箱がある。段差の前まで運んできて控えた。木箱の中に収められている瓶を一本取り出し、宰さい相しようが常信に差し出す。瓶自体は透明なグラスで出来ており、その中に虹色の液体が入っていた。

「マサト、お前が欲しがってる万能薬エリクサーってこれだよな？」

　ひょいと翳かざしてみせる。

　マサトの顎あごが外れた。

　そう見えるくらいあんぐり口を開けて瓶を見つめている。少しにじり寄った。

「何で……」

「ちょっと気になったから宝物庫を調べてみたんだ。そうしたら、ええと、その木箱に二四本入るんだよな？　何箱あったっけ？」

「三〇にございます、陛下」

　宰さい相しようが恭しく答える。

「七二〇本か……確かに稀き少しようみたいだな」

「なな……」

　マサトは絶句した。天才軍師もこれは予測できなかったようだ。

「とりあえず、予備も一本つけて二本やるよ。妹に飲ませろ」

　瓶を宰相に渡し、指示する。固まっているマサトの前にエリクサーの瓶が二本置かれた。

「あと、これなんだがな……」

　常つね信のぶは懐から布に包まれた宝玉を取り出す。直接触ると光り出して気味が悪いので、布越しに摑つかんでマサトに見せた。

「そ、それは蓬ほう萊らい国に伝わる聖なる宝玉！　やはり帝国の手に……」

　マサトが目を剝むき、悔しそうに歯がみする。常信はそれを確認してから布に包み直した。「ちょっとごめんね」とパオラを下ろして玉座から立ち上がり、しっかり握り込む。皆が何ごとかと見つめる中、大きく振りかぶって、ぶん投げた。

「こんなもん、いるかああああああああああっ！」

　宝玉は狙ねらい過あやまたず、マサト・ホウライの頰ほおにめり込む。「ぐはっ」とマサトがひっくり返った。宝玉が絨じゆう毯たんの上を少し転がって止まる。

「おおーっ！　へーか、投げるの上手だね！」

　パオラが拍手をした。

「それも持って、とっとと失うせろ！　二度と来るな、バーカ！　バーカ！　バーカ！」

　思い切り吐き捨すて、ジルベルトに「つまみ出せ」と命じる。周囲がどよめいた。宰相が「お待ち下さい！」と引ひき留とめる。しかし常信の意思は変わらない。

「つまみ出せ。お前みたいな小物にはつき合いきれん」

　マサトがジルベルトに引き起こされる。宝玉とエリクサー二本を服の間に乱雑に突っ込まれた。引っ立てられていく途中、無理やり振り向いてマサトは叫んだ。

「一応、礼は言わせてもらうぞ、皇帝！　だが、俺は絶対に諦あきらめないからな！」

　絵に描いたような捨て台詞ぜりふに、少しだけ溜りゆう飲いんが下がった。




　その後、十四カ国連合軍は瓦が解かいした。

[image: ]

　ジルベルトが軍を率いて攻め込むまでもなく、マサトが失敗したことを知るなり本国へと逃げ帰っていったのだ。フェレーロ公は自ら城を出て虜りよ囚しゆうとなった。念入りに言い含めておいたので、ジルベルトも連合軍を追撃せず大人しく帝都に戻ってきた。

　後ろ手に縛られ、謁見の間で数日前のマサトのように跪ひざまずいたフェレーロ公の顔色は紙のように白かった。明らかに憔しよう悴すいしている。

「ご機嫌うるわしゅう、陛下」

　床に額を押しつけるようにフェレーロ公は挨あい拶さつをした。

「老いたな、サルバ」

　常つね信のぶにとっては初対面だが、皇帝は面識があったのだとムツィオに聞いていたので、あえてそう返す。のろのろと顔を上げたフェレーロ公は微かすかに笑った。

「このたびの責めは全すべて私めにあります。どうか、この首をもって収めていただきたく、厚顔無恥にも陛下の御前に参りました」

「全くだ！」「この恥知らずが！」「今までどれだけ恩恵をいただいてきたと思っておるのだ！」と周囲の諸侯が罵ば声せいを浴びせる。その中には東部貴族もいた。彼らは保身のため、口汚くフェレーロ公を詰なじっている。

　常信は手を挙げて諸侯を黙らせた。

「サルバ、お前の首は随分と高いのだな。あわや帝国を二分する大事件になるところだったというのに、お前一人の首を刎はねて終わりにして欲しいとは虫が良すぎないか？」

　再び罵ば声せいが飛んだ。フェレーロ公は苦しげな顔になり、それでも強く訴える。

「恐れながら、陛下！　我がフェレーロ家は偉大なるグロリア帝国が大陸の一王国に過ぎなかった御み代よからお仕えして参りました！　帝国に対する忠誠心には微み塵じんの揺らぎもなく、此こ度たびの一件も帝国の将来を憂うれえたが故ゆえ！」

　膝ひざを進め、帝国最古参の公爵は熱弁を振るった。

「平民に国政を担わせ、女子どもを登用するなどあってはならぬことです！　それは正しき身分をわきまえぬ者を生み出し、国体を破壊する種となりましょう！　陛下の整備なされた魔力通信網も私には愚劣な玩具おもちやにしか見えませぬ！　あんなもの、無責任な言説と愚かな風評をまき散らす害悪の塊！　いつか帝国を滅ぼす病根となりますぞ！」

　今度は罵声が上がらなかった。諸侯は皆、黙り込んで様子を窺うかがっている。

「なるほど。無責任な言説と愚かな風評をまき散らす害悪の塊か。言い得て妙だな」

　常つね信のぶはニヤリとした。そういう側面があることはよく知っている。

「だが、浅い。サルバ、お前は見識の高い男だと思っていたが、やはり老いたようだ」

　常信は右隣を見た。ベアトリーチェがすまし顔で立っている。

「此度の戦における勝利は、魔力通信網から得た知見によるところが大きい。特に十四カ国連合軍の動きを止めた大収穫祭のアイデアは、お前が愚かと断じるような者からもたらされた。それに昨今の内政は着実に民を喜ばせ、その生活を豊かにし、帝国を繁栄に導いている。全すべては平民官僚たちの働きによるものだ」

「それは……陛下のご尽力あってのこと！　たまたま上う手まく回ったに過ぎませぬ……。正しき政治は相応の身分をもつ男子によって為なされるのです。代々、そうやって偉大なるグロリア帝国は発展を遂げてまいりました」

「そして多大な恨みを買い、莫ばく大だいな問題を抱えた。お前はそれを見て見ぬ振りしているな？　結局、病根となりつつあるのはお前の方ではないか？　俺には、変化に対応できず、自分の理解が及ばぬものに嫌悪感を抱いて排斥しようとする老人の繰り言にしか聞こえん」

「……陛下っ、フェレーロ家は帝国の忠実なる僕しもべにございます！　子々孫々、必ず帝国の剣となり盾となってその繁栄をお守り致します！　どうか、ご温情を！」

　さすがは大貴族ということか。理詰めでは勝てないと見るや、フェレーロ公はこちらの情に訴える手に切り替えてきた。常信は「ふうむ」と唸うなる。

「たとえフェレーロ家を残したところで、裏切り者の事実は消せぬ。貴族にとって致命的な不名誉の烙らく印いんを捺おされるであろうな」

「陛下！　一度、不名誉の烙印を捺されようとも、ご機会さえ頂ければ、フェレーロ家は必ず帝国に多大な利益を生み出しましょう！」

　脈ありと見たのか、フェレーロ公の声に弾みが加わった。「ふむ」と頷うなずく。

「そうか……。一度、不名誉の烙らく印いんを捺おされても、機会を与えられれば活躍できるか」

「必ず！」

　フェレーロ公の目に力が宿った。

「サルバ。面白い話を聞かせてやろう」

　常つね信のぶは何でもないことのように切り出した。

「とある家の話だ。その家は王家からの信頼を得ていたが、あるとき敵国に寝返ってしまった。それは領民を守るためであったのだが、当然、王家からの怒りを買い、さらに寝返った敵国からも忠誠心のない家だと不名誉の烙印を捺された」

　ハッと宰さい相しようがこちらを見る。気づかない振りをして続けた。

「その家は領地を失い、とある貴族の領地で暮らすことになった。その家には娘がいたのだが、彼女はその能力に見合った役割を与えられず生きてきた」

　常信はフェレーロ公を見下ろす。彼もこちらの意図に気づいたらしく、視線を落としていた。

「サルバ。その娘がその後、どうなったか知っているか？」

「……陛下のご命令に従い、パダノ荒野で連合軍を打ち砕き、ロンバル平原では『風の姫ヴエネリツサ』ロザリンドを捕らえましてございます」

「先程、お前は機会を与えられればと申したな。その機会はいつ与えられるのだ？　お前は、いつ、与えたのだ？」

「…………」

　フェレーロ公は何も答えられなかった。ただ、平伏する。

「サルバ。お前の首にさほどの価値はない。隠居せよ」

　そう告げた途端、諸侯がどよめいた。宰相がまじまじと常信を見る。

「今後、フェレーロ家がどのような活躍を見せてくれるのか、楽しみだな」

　常信は立ち上がった。皆が一斉に姿勢を正す。フェレーロ公は床に額をこすりつけた。

「ところで、サルバ。今回の戦の論ろん功こう行こう賞しようで一つ考えあぐねていることがある。隠居前の最後の仕事だと思って答えてくれぬか？」

　たった今、思い出したという体で言う。フェレーロ公が僅わずかに顔を上げた。

「先程、話題に上がった娘だが、いかなる報賞が適当だろうな？」

　場がシンと静まり返る。

　帝国最古参の大貴族がゆるりと上体を起こした。全すべてを悟り、穏やかな表情になった初老の男が堂々と答える。

「スターリング家の名誉を回復し、ヒルデガルトに爵位を授けるがよろしいかと。もしお許しいただけるのであれば、我が領地の一角、ラグーザに封じたく存じます」

「よかろう。そのように為なせ」

　大きなどよめきが上がった。諸侯が囁ささやき合い、フェレーロ公が頭こうべを垂れる中、常つね信のぶは謁見の間を後にした。




「陛下！　お待ち下さいっ」

　私室への廊下を歩いている途中、ムツィオに呼び止められた。

「何用だ？」

「先程のお沙汰、宰さい相しようとしては、いささか軽く済ませ過ぎと存じますが……」

　ムツィオが頭を下げる。

「陛下のご温情、まことに感謝致します」

「温情ではない。これでフェレーロ家はヒルデを粗末に扱えなくなった。彼女の後見という立場を保たないと家の没落を招くからな」

「それでも、見事なお裁きであったと存じます」

「……実は俺のアイデアじゃないんだ。上う手まくことを収めるにはどうしたら良いか、知恵袋に聞いてもらったんだよ。で、ビーチェとも諮はかってアレンジした結果が、あれなんだ。俺は台本通りに喋しやべってただけで、正直、ずっと心臓がバクバクいってた」

　本音をぶちまける。ムツィオは「ほほう」と好こう々こう爺やのような笑顔になった。

「陛下は、すっかり陛下らしくなられましたな」

「えっ？　いや、そんなわけないだろ。今の話、ちゃんと聞いてたか？」

「もちろんでございます。儂わしも腹を括くくりましたぞ」

　ムツィオが真剣な表情になり、常信を見み据すえる。

「陛下には、陛下になっていただきます」

「…………は？　いや、もう陛下ですけどっ？　陛下やってますけどっ？」

　戸惑う常信にニヤリと笑って一礼し、ムツィオは謁見の間へと戻っていった。




　私室に戻るなり、常信はソファに倒れ込んだ。

「何か、疲れた……。凡人の俺にはハードすぎたよ……」

　思い返せば怒ど濤とうの日々だった。いきなり異世界に呼び出され、皇帝の替え玉になって、大国の改革に乗り出して、十四カ国連合軍と戦争することになって。

　充実していたなどという言葉では言い表せない事柄が目白押しだった。他人の力を借りまくって何とか乗り切ったというのが本心だ。どこかの主人公みたく最初から余裕で圧勝することなどできはしない。

「あー……本当に、そろそろすごいチート能力に目覚めてくれないかなぁ。もしくは俺自身が無条件で最強な世界設定とか……」

　異世界に来れば、そういう都合の良い展開になると思っていたのに、現実は非情だ。

　とはいえ、自分は恵まれているのだろうとも感じている。

　何も知らないまま理不尽に殺されるようなことはなく、それどころか皇帝としての生活は快適で、おまけにいつも可愛かわいい女の子が側そばにいてくれるのだから。

「……そういえば、パオラのお兄さんを暗殺したっていう『呪のろい』に関かんしては何か分かったのかな？　俺、本当に大丈夫なのか？」

　仰あお向むけになって高い天井を眺めつつ考えを巡らせる。

　残念ながら、特に閃ひらめくようなことはなかった。

　呪いに関しては、いずれ改めて調べさせる必要がありそうだと思い、寝返りを打つ。

　そこで不意に気がついた。

「ああ、そうか……。俺、もう帰る気がないんだ」

　ここでの暮らしに馴な染じんでいる。

　大変な毎日に翻ほん弄ろうされながら、それを日常として受け入れつつあるのだ。だからこそ、この先のことを考えている。自分の力不足を、不ふ甲が斐いなさを嘆なげいている。

「俺、このまま皇帝としてやっていけるのかな……？」

　不安が頭をもたげてきた。暗い気持ちに塗ぬり潰つぶされそうになり、慌てて晶機コムニカを引っ張り出す。気分を変えるため、適当に井戸端会議を眺めることにした。

　ふと、「皇帝陛下」の四文字に目が止まる。
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「…………相変わらずだな、こいつら」

　頰ほおが緩んでしまう。

　晶機コムニカを放った。何となく気持ちが軽くなる。また寝返りを打ち、目を閉じた。




　鼻歌が聞こえる。

　聞き覚えはないはずなのに、どこか懐かしいメロディだ。

　後頭部に柔らかで滑らかな感触がある。そっと目を開けると二つの双丘が聳そびえていた。ああ、やっぱり下からの眺めも絶景だな……と感動する。

「あ！　へーか、お目覚めですか？　えへへへへーっ」

　パオラが翡ひ翠すい色の瞳ひとみを細めて天使の笑顔を見せた。

「膝ひざ枕してくれてたんだな。ありがとう」

　体を起こす。ソファに座り直すと、パオラはちょこんと正座した。それから三つ指をついて頭を下げる。

「ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願い致します」

「……何？　どうしたの、急に？」

「ねーねー、ちゃんと出来てたっ？　わたし、へーかの世界の挨あい拶さつもちゃんと調べたんだよ！　お嫁さんはこうやって挨拶するんだよね!?」

「ええと、時代が違うような……というか、お嫁さんって……」

　かなり気恥ずかしい。彼女自身は正しい意味を理解していないのだろうけれど。

「だって、これからは毎晩へーかと一緒に寝るんだよ。元気な子を産むんだよってお祖じ父いちゃんも応援してくれたから、わたし頑張るね！」

　ふんむとパオラが気合いを入れる。大きなおっぱいがむにゅんと揺れた。

　あのジジイ！　妙な顔で笑ってたのはそういう意味か！　と常つね信のぶは心中で叫んだ。パオラが不思議そうに小首を傾かしげる。

「ええと、パオラ……。ひとまず、その話はこっちに置いておこう。俺も君に言っておかないといけないことがあるんだ」

「はい！　夫婦の決めごとだよね！　それ専用の枕とかあるんだよね！」

「それは一いつ旦たん、置いといてくれ！」

「はうん♪　はい、置いておきます」

「従属魔法、本当に強力だなあ……」

　仕切り直す。常信は何となく自分もソファに正座して彼女に告げた。

「俺、元の世界に帰るのはやめるよ。ここで皇帝を続けるのも悪くない気がしてきたし、パオラたちと一緒の生活は、何というか、楽しいし……。そんなわけだから、こちらこそよろしくぅっ？」

「やったー！　へーか、ずっと一緒だね！」

　お辞儀をしようとしたところにパオラが飛びついてきたので、必然的に彼女の胸に顔を埋うずめる形になる。ギュッと抱きしめられ、幸せなまま昇天しかけた。

「ちょっ……パオラ……」

　パオラの腕を叩たたき、常信は窒息死を免れる。少し頭を冷やそうと掃き出し窓を開いてバルコニーに出た。夜風が心地よい。

　パオラも隣にやって来た。

　眼下には無数の明かりが広がっている。帝都は夜でも人々の活動が盛んだ。遠く田園や山岳地帯は暗くら闇やみに沈んでいるけれど、更に遠く見上げていくと満天の星々が広がり輝きを放っている。

「今回の戦いで思い知ったよ」

　美しい世界を眺めながら自分の想おもいを打ち明けた。

「戦争なんてするもんじゃない。あんなの害悪でしかないよ。金はかかるし資源は浪費するし何より人が死んでしまう……。俺は主人公じゃなくて、ただの凡人だから、出陣したらきっとどこかで死ぬ。そうでなくても誰かが死ぬ。そんなのは嫌だ。だから、もう二度と戦争はしない。戦争以外のあらゆる手段を使って他国を圧倒してやる」

「ふむふむ。スウコウな目標ですな」

　ムツィオの真ま似ねをしているのか、パオラがしかつめらしい顔をして頷うなずく。

「へーかは、それが可能とお考えですかな？」

　芝居がかった問いかけに、常つね信のぶはフッと微笑ほほえんだ。

「もちろん。だってウチ、大国だから！」




　と、決め台詞ぜりふで締めることができれば良かったのだが。

「陛下！　失礼致しますわ！」

「やっはろー……」

「このたびは私をかような場にお呼びいただき、まことに恐縮であります！」

　ベアトリーチェ、キャラ、ヒルデガルトがぞろぞろ部屋に入ってきた。

「ど、どうしたっ？　また何か起きたのか!?」

　急いで室内に戻る。目を疑った。

「何か起きるのはこれからですわ、陛下。正妻として、務めを果たしにまいりましたの」

「あたしは陛下の愛あい妾しようだからねー……。もう働きたくないから養ってー……」

「あのっ……私、実はこのようなことは、その……は、初めてでしてっ。至らぬ点があるかとは存じますが、どうか、優しくして頂けると……」

　三人とも寝間着姿である。

　ベアトリーチェは以前も見た透けすぎてこちらが目のやり場に困るネグリジェで、キャラはだぶだぶのシャツ一枚。どうやら下は穿はいていないようだ。そしてヒルデガルトの格好は牢ろう屋やに繫つながれていたロザリンドのものに似ていたが、生地が真新しい。

「ええと、何のことだか……」

　理解に苦しむ常信に対し、パオラがあっけらかんと言った。

「今日からみんな一緒に寝るんだよ！　へーかの嫁なのっ」

「パオラ様、あくまで正妻は私ですので」

　ベアトリーチェが牽けん制せいしてくる。パオラがぷくっと膨れ面になった。

「いいもん！　兄妹でも結婚できるよう法律変えてもらうもん！」

「さ、させませんわよぉっ！」

　二人の間に火花が散る。いつの間にかキャラが常信の隣に立っていた。

「陛下ー……あたし、実は脱いだらすごいよー」

「何がだよっ？」

「もう私は陛下のものですから、どうぞご自由になさって下さい！　あ、あのっ……できれば優しくお願いいたしますっ……」

「目が怖い目が怖い！　あと近い！」

　顔を真っ赤にしたヒルデガルトが焦点の合っていない目でぐいぐい迫ってくる。

　これが誰の差し金かはすぐに分かった。

「さあ、陛下！　私と一緒に！」

「わわ私めに、どうか！」

「陛下ー……あたしは最後でもいいよー……。ちゃんと残しといてねー」

「へーか！　へーかの嫁はわたしなんだからねっ」

　腕を取られ、腰に抱きつかれ、服を引っ張られ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　あっ、アッ────────！」

　日和ひより常つね信のぶは寝室に引きずり込まれた。


（了）
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あとがき







　初めましての方、はじめまして。こんにちはの方は、こんにちは。櫂かい末ま高たか彰あきです。




　いやあ、二○一七年ですね。以前、ＭＦ文庫Ｊで書かせていただいたあとがきの日付を見たら二○一五年の六月とありました。二○一六年はどこに消えたのでしょう？

　それはそれとして、近況としては人間ドックに行きました。

　人生初の人間ドックです。ちなみに会社勤めをしていないので大学を卒業してから健康診断を受けた記憶が……一度くらいしかありません。それも数年前の話……。

　そんなわけで何かと初めて尽くしの経験をしたわけですが、一番意外だったのがバリウム検査です。

　はっきり言って、バリウム自体は大したことない。

　むしろ、その前に飲まなければならない発泡剤（？）が辛つらい！

　あれ、口に含んだ途端、シュワシュワし出すんですが、それを急いで飲み込み、ゲップが出るのを我慢していないといけないのが苦痛でした。すぐにバリウム飲んで下さいって指示があるんですけど、いっぱいいっぱいの状態で飲むからバリウムの味とか口当たりなんて知ったことじゃないんですよ。必死に堪こらえて飲んで、そうしたら今度は台の上で自ら転げ回らないといけない。

　バリウムを胃の中で動かして、その様子を見るそうなんですが、右にゴロゴロ、左にゴロゴロ、あげく台が動いて軽く逆立ち状態にまでなって、本当、これ何のプレイ？

　意外と疲れました。毎年は、やりたくないな……。




　などとオッサンくさい話をしてしまいましたが、そのくらい年が経たったともいえます。実は、作家デビューして十年経ちました！

　……ごめん。この本が出ている頃には、十一年経ってます。

　そう。二○○六年の一月に最初の本が出版されたので、二○一六年は十周年でした。記念すべき十周年でした！　そんな大切な年に──




　一冊も本が出なかったよ。




　ええと、自前で感謝サイトを作ったりもしてました。

　https://10syuunentktk2016.jimdo.com/

　ご興味がありましたら、どうぞ。

　それでは、恒例の謝辞に。




　可愛かわいらしくもどこか色気のあるイラストを描いて下さった三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。ネタ出しの段階から何かとお世話になりました担当編集さん。ありがとう、ありがとう。いくつになっても色々とあるものですね友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。こちらのイメージ通りのデザインページを作って下さった方。ありがとう、ありがとう。この本に携わって下さった全すべての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。




　それでは、ご縁がありましたら、またお会いしましょう。





二○一七年　一月　櫂かい末ま高たか彰あき
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電子書籍特典　書き下ろし短編





　ここだけの秘密にしておいてください。

　これは私がお仕えしている、さる高貴な御方との出来事の記録です。

　数日前のことでした。その日の勤めを終え、入浴を済ませて部屋に戻った私は、明日に備えてそろそろ休もうかと思っていました。そこに部屋の扉をノックする音。

　こんな夜更けに何者だろうと訝しく思ったものの、扉の向かいから聞こえてきたのは主の声でした。私が扉を開くと果たして主がそこにいらっしゃいました。

「こんばんは、ビーチェ。少し、いいかな」

「このような時間に淑女の部屋を訪れるだなんて……。いけませんわ、陛下」

　私は慎み深く返したのですが、その夜の主は強引でした。無理やり部屋に入ると他に誰も入って来られないよう鍵を掛けてしまわれたのです。

「二人きりで話がしたくてね」

「何か、火急の用件でしょうか？」

　主は聡明で礼節をわきまえた御方ですから、このような不躾な行いにも何か理由があるのだろうと考え、私は主にソファを勧めました。主は果実酒を求められ、私が準備して差し出すと、驚いたことに私の腕を摑み、そのまま引き寄せたのです。

「あっ……そんな、陛下……」

　私は陛下に抱き寄せられました。

「ビーチェ、君は今夜も美しいよ」

　そう言って陛下は私の背に、腰に、指を這わせます。貞淑な私は、こんなこといけないと理解しているのに、陛下の力強い腕に抗えず、小娘のように縮こまっておりました。

「ああ、果実酒をいただくとしよう。君もどうだい？」

「いえ……私、夜分遅くにお酒は……」

「いいじゃないか。俺が飲ませてやろう」

　そう言うやいなや、陛下は私を組み伏せ杯の酒をあおると私の唇を奪ったのです。激しく貪られ、喉を熱く甘い果実酒が流れ落ちていきました。お酒に弱い私は、それだけで腰が抜けてしまい抗う術をなくしたのです。

「どうしたんだい、ビーチェ？　そんなに火照った顔をして。眠るんだったらベッドに連れて行かないといけないね」

「ああ、陛下。いけませんわ」

「大丈夫だ。俺が連れて行ってやろう」

　陛下は私を横抱きにして寝室に向かい、ベッドに寝かせて下さいました。それから私に覆い被さり、服のボタンを一つ、二つと外していったのです。私は抵抗しようとしましたが、陛下はいつにもまして激しく、荒々しく私を求めてきました。こんな陛下を見るのは初めてのことでした。「お前は今日から俺のものだ」「一生、俺の側にいろ」と私の下着をはぎ取り、生まれたままの姿にした後、陛下自身もまた裸になりました。そして獣のように私に襲い掛かり──




「ビーチェ、『大人の創作部屋』にこれを投稿したのは君だよね？」

　常信はベアトリーチェに問い糾した。

「あら？　昨夜、投稿したばかりですのに、もう削除されてしまいましたの」

　ベアトリーチェは全く悪びれることなく前髪を搔き上げる。

「どういうつもりだ……？」

「いやですわ、陛下。これは、ただの創作。作り話です。もし万が一、これを読んだ人が真実だと考えたとしても、それは勘違いに過ぎません」

「いや、むしろ真実だと思わせようとして書いてるだろ!?　あと、途中から『主』が『陛下』に変わってるし、堂々と『ビーチェ』って呼ばせてるし！　俺とビーチェのことだってすぐ分かるように書いてるよな!?」

「陛下、煙が立ってしまえば火を点けざるを得なくなる。そんなこともございます」

「点かないからな！　どんなに煙を立てても、火は点かないからな！」

「私の胸には、とっくに火が点いてますわよ」

「そういうの、いいから！　こういうことは二度とやるなよ！」

「残念ですわぁ……」

　そう呟くベアトリーチェの顔を見て、これはまたやるな。と常信は確信してしまった。
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替え玉皇帝になったので美少女嫁も豊富です。
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